




































高和舟 一一 


敲价紀 の SM ' JIIS を JllT ^ する / h =-^5 である。 SJI 1 S 時把に M * 都の fpJAJl ^, を巾し 
齡されると、？# AX の歉51が？も！&歡へ i び.されて、そこで暇 t 乙をす SC とを許された 
それから11 As は齡繁に§せられて•藍へ船されることで'®つた。•それを_する 
のは、 IfBrt 4招の^に？ 1マ啦1は1の1の¥で、 . f った一 W を 
*s s まで s «x させることを ^ t す ffis 亂であつた•これは ±1: へ ii 4 つた^•ではなぃが、所謂 
•姑！ Sllli かる©であ oLmc 許で6つた* 

歡 II 卽を¢1し齡された！！ AX は、 M 靈ぃ秘1,したものと F られた A ? ではある 
が、肥して盜をするために、 A? を *1:1 し处を齡つたと一 & ふやぅな、獰惡な A£ 物が 41 »T を 
41めてゐた b けではない • § t 0 £ f . 11« 
® を i した A ? であった“れた嫩を«»げて& i ば、 sslM ^ r た繫を i 



〇で、相をの女を私して、だけ活き殘つた男と云ふやうな類である' 

さう一&ふ IIJW を載せて*入礼の鐘の鳴る頃に清ぎ出された高瀬舟は、黑ずんだ京都 
の町の家々を，兩311に見つつ、東へ走つて、加茂川を橫ぎつて下 S のであつた'*此舟の 
中で、罪^と&親類の者とは夜どほし身の上を語办合ふ*いつもいつも慚やんても還 

ep^zl fj 七^令 < ¢3 しん 9 — ■r^lcAleu*?«l% け： ^ y;< 

らぬ繰言である。護&の役をする同心は、傍でそれを聞いャ、罪人を出した親戚眷族の 

» X こ戴 L で ♦ ^ f し vJ-lJi% む* C5I 9 

悲慘な境遇を細かに知ること•か出來た。所詮町奉行の白洲で、表向の口供を聞いたり.、 
、 Ti 0 i 上 i X TU ん 2 ? で t «?C5 
、役所の机の上で" U - 書を讀ん /rb する 役人の夢にも窺ふことの出东一 s 墳遇である。 

しん つ4 ひと せ和しつ at 备 A m IVB 

同心を勤める人にも、.純々の性質があるから、此時ロハうるさいと思つて、耳を掩ひ 

Mb れ l)>K ふ f UA f MXCNL&4 fttsf ♦.<••*& 

たく思ふ咿淡な同心があるかと思へば、又しみじみと人の哀を身1:引き受けて、役柄 
ゆ袅氣色には見せぬながら、無言の中に私かに胸を痛める！！ i 心もあつた。場^にょつ 

ひ•レ言 ひ*ん S い * ざ v»u ふ そ 4> 上 »» t lTAxofl ふ f い名 • 

て非常に悲慘な境遇に陷つた罪んと其親類とを、特に心弱い、涙脆い同心が宰領して 
、行ぐごとになると、其同心は不覺の涙を禁じ得ぬのであつた。 

高 薰舟 三 




高瓶舟 四， 

そこで f 航の1は • 緊一證の i 餡ぎ、忘な船 f して职はれてゐた- 

ぃっの S でめったか。知射1 S 和で atMSiitl ぬが批航をかって&た鉛虹の配ででもぁ 
つただらぅ。^!®5:献の配が AV 棚の!|に散るぎのタビ、これまで類のない、珍らしい罪 
"■人が&瀨舟に載せられた • 

それは名をを胁と一&つて、三十氣ばかりにな&、住所不定の肩でぁる。固ょ5牢渑 
*がに呼び出されるやぅな1紀はないので、^1:も口<一人で乘つた。 

7 f 6 い v»o y こ f しん！！ ialf レ S 一 A た v 曾 -r 产 ^ 

護皆を命ぜられて•一しょに f に乘 b 込んだ同心羽田 m 兵 ir は、只喜助が弟殺し 
の SIAS だと云ふことだけを間いてゐた"さて牢屋欺から梭楹まで連れて來る間、この 
«:奶の、 fes の蒼』い！ iis の榇1?.を見るに、いかにも神妙に、いかに^おとなしく、自 
把をば公儀の役んとして敬つて、何事につけても逆はぬやぅにしてゐる*しかもそれ 
•-が1 HAX の雕に見免けるや.，フなノ通紀を裝つて I 勢 U 1? びる能度ではない。 


_ 


庄兵衞は不思議に思つた。そして舟に^ > つてからも、單に役目の表で見银つて 
* ばか1でなく、絕えず喜助の皋励に、細かい注意をしてゐた。 

其 a は®^から1が4んで、空一面を ie つた g いぎ•が、 m の^!をかすませ•やう 
やう近寄つ r 於る a の溫さが、•兩岸の土からも、川床の土からも、菡にな〇て立ち昇 
•るかと思はれる夜であつた。下京の町を離れて、加茂川を ST きつた I からは、あたり 
、がひつ， vb として • 口<触に割かれる於のさ5やきを鼸0-のみでゐる. 

夜舟で寢ることは、罪んにも許されてゐるの|:、喜助は播::ならうともせず、雲の 

«0 た A し . S ひ 7 ±げふ つ t » ふ だ 1 そめ V& an 

ig 淡に従つて、光の增したり滅じたりする月を仰いで、默つてゐる•其额は晴やかで 
'目には8かなかがやきがある。 

庄兵衞はまともには屍てゐぬが、始終喜助の顔から乱を離？ずにゐる•そして不思 
逮だ、不思逄だと、-心の m で敗り返してゐる。それは喜辦の顔•か縱から見ても、斯か 
ら見ても、いかにも難しさうで、若し役./ Jt に挪する氣貧がなかつたなら、口笛を吹き 

高 ； E 舟 五 
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高 M 舟 六 

、はじめると炉、鼻歌を敗ひ出すとかし5うに思はれたからである* 

41兵§は心の內に思つ； T これまで此高瀨舟の宰領をしたことは嫌度だか如れない C 
しかし栽せて行く罪んは、いつも殆ど同じやうに、目も當てられぬ氣の毐な慊卜をして 
&た。それに此男 U どうしたのだらう"遊山船にでも乗つたや 5 な顔をしてゐる.罪 
は齡 * を«1したの： u さうだが、ょしや其制が惡い奴で、それをどんな行 mvb になつ 

S ひと じ441 & lit はず 一 S »を や鼇 SU 

て殺したにせょ、人の精として好い心持はせぬ笑である*この色の蒼い瘦男が、その 
人の衡と奇ふものががく缺けてゐる程の、世にも稀な惡人であらうか‘どうも 3 うは 
思はれない。ひよつと氣でも狂つてゐるのではあるまいか'*いやいや。そ“にしては 
何一つ itc 捿の合はぬ ia 語や擧動がない。此男はどうしたのだらう庄兵衡がためには 
、喜助の態度が考へれば考へる程わからなくなるので办，&。 


11くして、 庄兵衝 はこら へ切れな くな つて呼び咏けた C 「喜助。お前何を思つてゐる 


のか。」 . 

「はい」と一&つてあたりを見邋した喜助は、何事をかお役人に見咎められたのではな 
いかと於 M : ふらしぐ、届ず i ひをぽして庄兵跑の氣色を(¢1?つた* 

し庄兵飯は和射が問を發した動機を明して、 Q : T 目を離れた應對を求める分疏をし 
なくてはならぬやうに^じた。そこでかラー&つた*「いや。別にわけがあつて聞いたの 
ではない。 S 5 はなは把刻からお^の島へ往く心持が聞いて見たかつたのだ。己は 
これまで libs 先で对勢の At を島へ慰つた。それは隨分ぃろいろな身の-4の人だつたが、 
どれもどれも島へ!！ くのを f しがつて、見！！ bl : 來て、一しょにがに乗る親類のもの 
と、夜どほし泣くに極まつてゐた"それにお前の揉子を見れば*どうも岛へ往くのを 
苦にしてはゐない.やうだ•一.體お前はどう思つてゐるのだい。」 

喜^はにつこり截つた。「御親切に仰やつて下すつて、難有うございます。なる程岛 
へ往 くと いふことは、外の At には悲しい事でございませう。其心持はわたくしにも思 
高) H 舟 * 七 




高瀬舟 八 
ひ遺つて見ることが出來ます•しかしそれは世撕で樂をしてゐた A ? だからでございま 
す•京都は結構な土地ではございますが、そのち W な ± t 地で、これまでわた^のい 
たして參つたやぅな苦みは、どこへ參つてもなからぅと# X じます。お J 1 I : のお斯かで、 
命を助けて&へ遺つて下さいます‘ £5 k はよしやつらい 0 fl でも、 m 2 の « T む呢ではござい 
ますまい。 b た<しはこれまで、どこと云つて自对のゐてかい M と,ずふものがご r い 
ませんでした。こん度お上で島にゐろと仰やつて T ,5 r さいます-その6 ろと爬 やる附に 
«* ち著いてゐることが出來ますのが、先づ何よりも難有い事でございま- r * それに6 
たくしはこんなにかよ6い骑ではございますが、つひぞ辦氣をいたしたことはござい 
ませんから、島へ4 j つてから、どんなつらい爲事をしたつて、 fill を船めるや 5 な こと 
はぁるまいと存じ^ V 。それからこん度島へお ist 下さるに；^きまして、二百 g の JJat 
を戴きました•それをここに持つてを b ます u ° か.フー於ひ^けて、！ Jj 辦は！!に！ Jj , をかて 
た。 を縱せ附けられ6ものには、 B 1 目 二 &• 船を配す と一 於 ふのは、 齡 4の&'1でぁつ 


I 


た • 

喜助は語を績いだ。「お恥かしい事を队し上げなくてはなりませ iQ が、6た^ i は ^I 
日まで二百九と分ふお足を、かうして懐に入れて持つてゐたことはございませ《。 
どこかで爲事に取り附きたいと思って、爲事を尋ねて步きまして、それが；^»-か5私 
¥ f 2 ^ まずに S きました。そして HS っ&は、ぃっも相から atlAtr 漱さなく 
てはな b ませなんだ。それも現 I で物が斯つて食べられる時は、わたくし0エ乱のか 
い時で、大把は借りたものを敗して、5<跡を^ CS たのでございます•それがお斯に逆 
スつてからは、爲事をせずに！ r へさせて M ? きます。われくしはそればかりでも、お - tr 
に ir して和まない事をいたしてゐ6やうでなりませ！2。それにお{牛を阶る辦に、虹二 
百文を戴きましたのでございます'-かうして船齡らずお ±s の晰を於べて， q て M* ます n 
ば、№5二百 3 ti はわたぐ>>が啦はずに1:ってゐることが緊ます。お J£f を影の g にし 
て持つてゐると云ふことは、わたく..^に似つては、これが辦でございます。鉛へ a - つ 
高瀨舟' 九 




高瀕舟 一〇 

てルますまでは、どんな爲，が肚來るかわかりませんが、わたくしは此二 TJ 文を W で 
する^ K の% S •にしょうと繫んでをります。」かう分つて、喜助は□を樓んだ‘ 

S 41 i は「うん、 さう かい」とは分つたが、聞く串每 1: 餘 b 意表に出たので、これ 
も齡く挪も分ふことが阶かずに、齡へ込んで默つてゐた。 
msi : は^紫^の S ぐ^ e になつて？、もぅ鬚に為を四麥ませてゐる。 

それに忠！ I が如きてゐるので^:は七 AX 暮しである。和^ AT には吝裔と分はれる程の、 

器な議をして？、髮は髮 ST かのために s? るものの. n ? •裳しか網へぬ^ t 
にしてゐる•しかし^?な斬には、妻を好い身代の商人の家から孤へた"そこで女房 
は纪の節ふ於!：和で暮しを於ててかかうとする善意はあるが、裕な^に可哀がられて 

節つた i がぁるので、穿翳す||叢をす紀めて獻してで-ことが緊なぃ- 

航もすれば那彩になつて® X 定が足5なくなる。すると女房が內證で里から金を持つて 
來て^^を合はせる i それは夫が借財と i ;--- ふものを毛巌のやうに嫌ふからである。さ 
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V*si し レ s tA せ0{ 妒 314欠60 th 

ぅ云ふ事は所詮夫に知れずにはゐない••庄兵街は五節句だと云つては、里方から物を M 

こ！^4 ss 霣1かた cf lftft 一一 As 

ひ、子供の七五三の祝だと云つては，里方から子供に衣類を貴ふので3へ、心苦しく 
思つてゐるのだから、暮しの穴を塡めて K つたのに氣が附いては、好い顔はしない。 

か lie { so , やぶ i はねだ Ms これ げ av»a 

格別平和を破るやラな事©ない羽田の象に、折々波礼の起る.のは*是が原因であ 

V ?パ為い耄曹すけ 3 I ， ，すけ A み，{ひ at-r け 

庄兵衞は今喜助の話を聞いて、 S 助の身の i ; をゎが身の±;に引き比べて見た*^助 

山 rf 眢ふ々 と ► み賓 客■ひとでめ太！！ > 

は爲事をして給料を取つても、^から左へ人手に渡して C くしてしまふと云つた。い 
かにも t な、氣の毒な境^である-しかし一槪して11身の J ^ を顧みれば、齡と我との 

ttM 5 3 C \ん かみ—<6も ふ、5 ゎ 

間に"果してどれ程の差があるか。自分も上から賞ふ扶持米を、 b から左へ人手に渡 
して慕してゐるに ；I ぎぬではないか-把と我との和違は、謂はば十露盤の桁が勤つて 
ゐ6 だけで、喜助の難有が る 二百文に 相當 する 貯菩だに、 こつち はない ので ある。 

2 i 5 i X3b< もふ ,-r け *t»tc » i 

さて桁を落へて考へて見れば、鳥目二百文をでも，^助がそれを貯^と見て1?んで 
ゐるのに無理はない•其心持はこつちから察して遣ることが阶來る'*しかしいかに桁 



を氣へて新へてをても、不思逯なのは»*助の慾のないこと、足ることを知つてゐるこ 
とで ある** 

15は世1で爲事を見附けるのに苦んだ--それを見附け-?へすれば、骨を惜まず1: 
* 敢いて、 やう やう口を耕することの m -^ 來るだけで滿足した。そこで平に h つてからは， 
的まで职齡かつた5が、辦ど无から队けられるやうに、働かずに得られるのに资いて 
生れてから知らぬ滿足を覺えたのであ.る‘ 

ms を 31 はいかに柢をんへて考へて見ても、ここに彼と 1 との問|:、大いな&瞄隔の 
ある ことを知つた。自が•の；&持米で立てて行く暮しは、折々足ら《ことがあるにして 
も、ガ艇 m 2 泥が合つてゐる。を一ばいの生活である。1るにそこに滿足を覺えたこと 
は辦ど11い'^1は*'幸とも不幸とも成ぜずに^して2)る"しかし心の奥には、かうし 
て暮 してゐ て •ふいとお 役が御1になつ たらど5しょう、 大病にでもな つたらどうし 
ょう： 1& ふ！ が，んでゐて•诉、妻が里が から 金を 取 b 出して來て穴 填をした こと 


などが b か•ると、此驗懼が意識の聞の-4に頭を遙げて來るのである 

レ 2 « fc>5.av » • す it 轟 

一醴此懸陥はどうして生じて來るだらう。 R 上璣だけを見て"それは喜助には身1: 
係累がないのに、こつちにはあるからだと一 f； つてしまへばそれまでで*る'*しかしそ 
れは譴である=ょしや自一^が一人者であつたとしても、どうも喜助のやうな心持には 
なられさうにない广この极 f はもつと！^い處にあるやうだと、庄兵衛は思つた。 

庄兵辦 は 只漠槪と、人の一生とヤふやうな事を S? つて見た。 A? は身に病があると、 
此病がなかつたらと！其日の食がないと、食つて行かれたらと思ふ。萬一の 

と會 そ ttItftt へ f fc<«< fiu % 

時に備へる莕がないと、少しでも蓄があつたらと思ふ。菩があつても、又其 
菩がもつと多かつたらと&ふ， 1 H : T の如くに先から先へと考て見れば"人はどこま 
で往つて踏み止ま6ことが出來るものやらかからない。それを今目の前で踏み止まつ 
て見せてくれるのが此莴 g だと、庄兵31は氣が附いた . 

庄兵衞は今さらのやう1:驚異の目を略つて喜助を見た。此時庄兵街は空を仰いでゐ 



SM 舟 一四 

る；助の頭からぎ光がさすやうに思つた* 


庄兵衞は W -* 助の顔をまもりつつ义、「喜助さん」と呼び咏けた。 i は「さん」と一&つ 

ネん V* し %6 つ uf C 為 4 典 そ OCA で わ HM&» 

たが、これは十分の意識を以て稱呼を改めたゎけではない。其聲が我口から出て我耳 

& い «1 し摩 ft X A :« しょ 4 こ > f *， !<•* す -c-ellst. 

に入るや否や、庄兵衞は此稱呼の不穩當なのに氣が附いたが、今？ら旣 t : 出た詞を JU 
b 返すことも出來な炉つた‘ 

「はい」と答へた喜助も、「さん」と呼ばれたのを不審に，ふらしく、おそ.0<庄兵 

最 けし％ ， r 

衞の氣色を观つた。 

U51 嘬 t 』 t わ S くこ , JL 會 竄< r 

庄兵衞は少し間の悪いのをこらへて云つた。一色々の事を聞くやぅだが、お前は今度 
島へ遣られるのは、人をあやめたからだと一&ふ事だ•己に序にそのわけを話して聞せ 
てくれぬか•」 

喜助はひどく ja ? れ人つた榼和で、「かしこまりました」と分つて•小！8で話し出した。 



•どうも飛んだ心得違で、恐ろしい事をいたしまして、なんとち申し上げや}がご 
いませぬ。跡で&つて見ますと、どうしてあんな事が出來たかと*自&ながら不思議 
でな.〇ませ5 T 1<夢中でいたしましたのでございます。わたく.- i は小さい時に二親 

U *. 曹 u ?i ふ fcAft と<>こ は o « s*f ど QtJK 5* いぬ C 

が時疫で亡くな b まして、弟と二人跡に殘 b ました。初は丁度軒下に生れた狗の子 

P*-«♦»«S0>tJtv wc*f* SAG よ— 

にふびんを斯けるやうに町內の人達がお惠下さいますので、近所中の走使などをい 

たして、飢袅凍えもせずに、育ちました。次第に.^ きくなりまして 載を搜し 土す*: 4、 

なるたけ11人が離れないやうにいたして、一しよに2)て、助け合つて!!きました。去 
S »* こと お — Kvx ? as 
年の秋の事でございます。わたくしは弟と一しよに•西陣の1 i 場に這入りまして、 

空引と一&ふことをいた -r ことにな 5 ました。そのうち弟が 病氣で勘け な<なつたの 

でございます。其！ g わたくし共は r 山の掘 t が屋同獻の所に寢起をいれして、紙屋川 

の橋を渡つて，場へ通つ T - をりましたが、わた く-. 5が暮れてから、食物などを買つて 

,ると、弟は待ち受けてゐて、わたく^;>を一人で稼がせては濟まない，^と申して 



高 想 舟 I 六 

* » ttuui a お ti ふ.〇ん つ 

を b ました。或る日いつものやうに何心なく歸つて見ますと、弟は布 t « の上に突つ 
ぼしてゐまして、周圍は血だらけなのでございます'*ゎた^ i はびつ<6いたして、 
手に持つてゐた竹の皮包や何かを、そこへおつぼり出して、傍へ往つて『どうした 

文を Ti «. つ S を か s*l«3B*»fw► 141 鼇 

と申しました。すると弟は氮蒼な顔の、兩方©頰から腿へ i けて血に染つた 
のを摩げて、 b た^ i を見ましたが、物を言ふことが出來ませぬ。息をい； i す度に、 
創口でひゆう^^と一於ふ音がいたすだけでございます。ゎたくしにはどうも揉^か6 
かりせんので、 f どうしたのだい、血を吐いたのかい』と云つて、傍へ寄ら5といたす 
と、弟は右の手を床に衝いて-少し髗をぬしました。左の手はしつか.〇腮の下の WI 
を押へてゐますが、其指の問から響血の固まりがはみ.して&ます。*剃"は|1でゎた 
くしの傍へ寄るのを留めるやうにして口を利きました.‘や. 5-^ •物が t - へるやう にな 
つたのでございます。『濟まない。どうぞ堪忍してくれ。どうせなほ^' さう 1:もない耕 
氣だから、早{死んで少しでも兄きに樂がさせたいと脱つたのだ。 g を切つ' f : ら、す 


ぐ死ねる だら うと B ? つたが1がそこから漏れるだけで於ね ない。 取- ^と敕 つて、 

力 1 ばい 押し込 tf と、撗へすべつてしまつた。加は 叛 れはしなかつたやう fr •これを 
旨く拔いてくれたら己は死ねるだら5と SI つてゐる • I を m - ふのがせつな< つて！^け 
ない。どうぞチを m - して於いてくれ』と分ふのでございます。^ 〆 射のチを^:め&と 
そこから又息が漏ります•わた^>はなんと一&はうにも、叛が肚ませんので、歡つて 
制の1の f 駆ぃて M * ますと•なんでも相のをに榮を！；って、«!に g を斯ったが、 
それでは死に切れな かつた ので、其僅狐刀を、剌るやうに游 <’つルんだものとルえ ま 
す。 柄が やつと 二寸ば か^ siljr 口からて， Q ます。わたくしはそれだけの jjf を M * て、ど 
うしょうと 分ふ思 t も附かずに、*弟の顏を免ました。 弟は tro とわた^>を見箱 
めて ゐ ます'*わたくしはやつとの事で、~1待つてゐてくれ、お*-かを申んで かるから 」 と 
3?しました • は泥めじさ4151脱をいたしましたが、證のチで槪をしつか.^ 
へて* 『段 者が なんになる、ぁ >苦しい、與く於いてくれ、！!む』と 於 ふのでございま 



岛 M 舟 一X 
す。わた^ iu 途方に暮れたやうな心持になつて、 U ハ弟の M; ばか bM* てを b ます。 
こんな時は、 P 思議なもので"卧が物を言ひます。弟の目は r 早くしろ、早く->ろ」 
と一ずつて、さも怨めしさうにわたくしを見て2)ます。わたくしの頭の中では、なんだ 
かかう？?の! p のやうな物がぐる^^勉つてゐるやうでございましたが*弟の日は 恐 
ろしい11促を罷めません•それに其目の怨めしさうなのが段々險しくなつて來て、と 
う^-敵の顔をでも睨むやうな、僧々しい目になつてしまひます'*それを見てゐて、 
わた^V,-}はとう^•これは弟の言つた通にして遣らなくてはならないと思ひまし 
た0わたくしは r しかたがない、拔いて遺るぞ』と申しました•すると弟の e の色が 
から b と k つて、晴やかに、さも嬉し さう にな b ました。6 たくしは なんでも一と出 
にしなくて はと ®?つて船を搐くやうにして體を前へ4^出しました。弟-は衝いて6 
た相のをを齡して、今まで喉を爪へ て&た 一^の財を床に街いて、播1: なり まし r2" わ 
た i !± 雛 771 の阶をしつかり振つて、 ずつ と 引きました。此時 わた {しの內から 締めて 


S いた表口の戸をあけて"近所の婆あさんが： id ** んつて來ました。创かの間、-^,|:船 
を飲ませた b 何かしてくれるやうに、わたくしの Jg んで故いた和あさんなのでござい 
ます。もう大ぶ內のなかが暗<なつてゐましたから、6^, i には婆あさんがどれだけ 
の事を見たのだか b かりませんでしたが、婆あさんはあつと一於つた切、犯 PC をあけ似し 
にして置いて驅け出してしまひました"わたく^ i は抓刀を拔く献、を與かう、^ 
直に於かうと-&ふだけの«|はいたしましたが、どうも必いた峨の！?_は、七まで|; 
れてゐなかつた所を撕つたやうに11はれました。ルが W 0龙へ.§いてゐましたから、 
W の方が切れたのでございませう。わたくしは挪爪を働った把、•あさんの逆 A - って 
來て又驅け出して行つたのを、ぼんやりしてルてをりました。樂あさんがかつてしま 
つてから、氣が附いて弟を昆ますと、*弟はもう息**切れてをりました。船山からは 
大そうな血が出てをりまし； T それから年寄衆がお眼になつて、优职へをれてかかれ 
ますまで、ゎたくしは帶を槪に取ぃて、 H » を繫ぁぃた51^んでゐる*^!の g を ii * 



离 M 舟 

&めて&たのでございます•」 

ヂ L ' s - I : き4 r なっての船を^らか±»げて歡してゐた i 抓は、？す 
てしまつて犯 m を船の Jli . に落した。 

*11 の？ S は & く sal* が r てゐる。辦ど S 6 ^ ち A ぎてゐると- ? , ても 好ぃ位で 
ぁる •これは 繫 | ? 鹏、 S & の！ も®? ひ ^て かたのと m «« で阶はれ、 lirt 
41 挺で i ベら れる？！ ■に\繁に繫を^て谢ってかさせられ たの とのた めで 
6る。 

iEtijs 一は^^の齡みを H * の*た-^るやうな a ** ひをして聞いて a た if 、 これ*か裝し 
て*^!粗しと分ふものだらうか^獻しと分ふものだらうかと分ふ^ひが、淑を於射1& 
いた^4から姐つて^て、心いてしま〇.ても、其&を解くこと*か出來なかつ た。弟 
は挪爪を««>いてくれたら亦なれるだらうから、於いてくれと一ずつた•それを议いて遺 
つて於なせたのだ、粗したのだとは云はれる。しかし其瘅にして#いても、どうせ死 


なな. < てはなら0弟であ0忆らしい。それが早く死に亿いと云つたのは、苦しさ»: 
»へなかつたからである。喜助は其苦を見てゐるに131びなかつた。苦から救つて遺ら 
うと思つて命を絕つた。それが罪で*らうか'*殺しねのは罪に相違ない。しかしそれ 
が苦から救ふためであつたと思ふと、そこ U 疑が生じて、 どうしても 解けぬのであ 

A 

レ♦二 Ac う«» £«• み す A C4 ん はんVん i 

庄兵衞の心の中には、いろ^-に考へて見た末に、自分より上のものの判 Hr に任す 
外ないと一&ふ念、ォォトタテユに從ふ外ないと务ふ念が生じた。 , 兵飯はお 奉行 搛の 

K ん籌ん ％9耄.»0声ん はんだん1#も If も レ♦•ペ A 

IFnr を、其儘自分の判斷にしようと思つたのである。さうは思つても、庄兵衡はまだ 
どこやらに腑に落ちぬものが殘つてゐるので、なんだかお奉行樣に聞いで見たくてな 
らなかつた** 

UV 如 ふ t 5 ろよ もん 6 とふた t 0 9t かせ JR ね tlcpc づ お？ 

次第に更けて行く腱夜に"沈默の人二人を載せた高瀨舟は、黑い九の面をすべつて 
かった。 

高瀬舟 一二 



附高瀨舟緣起 

isfflu の敲. JIIS は、五船から越は冗 IES 十五被に、 1 ST から五 m までは紀 s 十七 
年に、角倉了以が掘つたものださうである。をこを通ふ射は曳射である。原^た 

ふね 9 そ<>>«4かよ か«たか贊 *» a «3鼉い か ML vi( 

かせは舟の名で、其舟の通ふ川を高瀨川と一！ in のだから、同名の川は諸■に i > 

•vsCNm かぜ c 冬せう レ？めい 貧長 A > 

る。しかし舟は曳舟には限らねので、和名鈔には釋名の「艇小而深者日烘 」 と 
ある烘の宇をたかせに當ててある。竹柏園 K 庫の私漢51用集を借 £ i するに、「お 
もて高く、とも*よこともにて、低く平なるものな，〇 j と一於つてある•そして 
81には篱で行る舟がかいてある。 

德川時代には京蝌の罪人が逢島を言ひ漱され6と、高 g 舟‘で九阪へ脱3れた 

ご-そう 嶠 •#<! と tt . ぷ|^»づ耆 Jf ，しん か ttMC •• 

さうであ.0。それを護这して行 <京霉町奉行附の同心 M 悲しい話ばかり朗せら 
れる。或るとき此舟に栽せられた兄献私しの S を犯した男が"少しも獻しがつ 


てゐなかつた'*其仔細を‘ねると、これまで食を得ることに困つてゐたの1:、配 
島を-一 V :ひ渡された時"銅！ S 二' fj 文を歡つた V 錢を钯はずに持つてなるのは始 
だと^占； < ATgL の g はどぅして f たかと卽へば、黯で饜に « r はれ 
て、空引と云ふことをしてゐたが * 給料が少くて暮しが立 L 兼•ねた、! li^gi 
が自殺 5: 謀つたが、死に切れなかつた、そこで同胞•か所1助からぬから板して 
くれと树むので、槪して遣つたと1&つた。 

♦osu ^ss で い t XL»*lt が 5 て S *§ じ 1 C ん HJ* 

此話は翁^に出てゐる•池 i 象さんの校 fr した活字本で一べ. T- ジ餘に寄い 
て t 私はこれを讀んで•其中に二つの* g きぃ間亂が c ま” i ると！^つ 
た。一っは Btfem? と？ものの— Itrt^ を！：ったこ含なぃが您を办った 

1こ15 ぜに 臂-〇 么ん T f ? V-:f. 1 C 

再は、錢の多少には闼せない。人の欲には限がないから、錢を抒つて見ると 
いくらあればょいと いふ 限界は見出されないので ある •二 rl 文を fit ;' 床と して 喜 

んだのが面白い'^今一つは死;:掛かつてゐて死なれ/に巧んでゐ<^を"死な 


L 




高 M 舟 二 n 
せて遣ると分ふ事である。人を死なせて遺れば、卽ち私すと分ふこと1:なる •• 
どんな如纪にも人を殺してはならない。翁草にも、敎のない民だから、惡意が 
ないのに人栽しになつたと一 f ； ふや5な、批跑の詞があつたや*?に記值する•し 
かしこれ はさう 齡易に杓子定木で決してし ま はれる两題ではない。 こ >に病人 
があつて死に i して苦んでゐる•それを救ふ手段は！くない。傍からその苦む 
のを見て6る人はどう St ふであら5炉。縱令敎のある人でも•どうせ死ななく 
てはならぬものなら、あの苦みを長<させて置かずに"早く死なせて遺りたいと 
一ずふ槪は游ず艇る•こ>1-:知配 IIT を齡へて好いか悪い炉と分ふ疑が生ずるの 
である*?86は致死量でないにして4、藥を k へれば、多少§を與くするか 
も知れない•それゆ^遣らずいて苦ませてゐなくては^'ない*從表の道 
德は苦ませてかけと^じてゐる•しかし書！ I 社# R には、 これを非とす 61 が 6 
る。013ち死に歡して苦むものがあつたら、 樂に死 なせて、 其苦を救つ て a るが 


好い と 分ふので ある •これをユゥタナジ ィと いふ。 樂 1:死なせると分ふ 意味て 

%4 臂 JR ね I ^ Aoelf fc »6 _|>^ t 

ある•高瀬舟の罪人は、丁度それと同じ場合にゐたやうに思はれる。私1:は 
それがひど < ik 白い。 

{ ^Tv たかせ Jciav « st ^ か #§*» うこう S ん»«令け 

炉う思つて私は「高瀬舟』と於ふ話を害いた*-公論 V 公1:したのが 
それである。 





ぢいさんばあさ / l 


I 



恝 fe の浐勘れてかく S でぁった。影 S 起の、繁雞三齔陂の氍にな 
??黠の華て、 一 の SSIIW 七 if f 盔の蜞の¥に、ガ 
尸！^って批さぃ歡を$8して|*_のものが紙の£まひになるのだと一す 
,-»* けば、騎の4+1の±?ひで、が-^^?右*銜£と一&ふが獻剧呢を紙へるのだと一於ふ 
ことで ある。なる觀 J 5 の M の •■如と？ てもかぃゃうな W , 家で，、 P 8 所だけが、 
付さぃながら に、 S に 64 てゐたので ある。， のものが、そんなら 久右衡門さんが 
1 iM ! しなさるの： U らう かと分つて阶けば、 さう ではない さう である c m 舍にゐた 久右 
51£さんの沿きが此て4て1:るのだと一 r ことでぁる。 

四 抑 五 i に、まだ 賢 y き！？ら <2 と lr のに、點して M * 知ら®爺ぃ さんが 小さぃ街 
ri : って、 釕髮昏 ぃて、すぐに■船に 鷺 った *右''衞 m は 枷 麻 s 贼をして 6 


るの|:、此爺いさんは1が5*白である。それでも腰などは少しも曲がつてゐない結_ 
な 推の兩刀を挿した姿がなか 派である。 どう 見ても s » ぎ者らしく U ない。 

爺い さんが 隱 居所に這入つてから二 三日 立つと、そこへ it あさんが _.» 人來て剛$5し 
た•それもな齡を小さい九鬣に結つてゐて、爺いさん1:免け A やうに歡 m •かかい。 
それまでは久右衡門方の勝手から is を運んでゐたのに、染あさんが來て、がいさんと 
自张との食べる物を、子供がまま事をするやうな H 4に椿べること lr なつた • 

此纪媪二人の 中の！ i いことは無類 tr ある • のものは、势し あれが群い奶如 であ 
つたら、どうも平氣で見て&6ことが出來まいなどと务つた*中には、*れは纪||で 
はあるまい、兄妹だらうと一&ふものもあつた。その理由とする所を閜けば、あので一人 
は 隔ての ない中に11儀があつて、 夫鳒 にしては、 ダし 激獻をしかぎてゐる やう だと一於 
ふのであつた。 . • 

二人は富裕とは見えない。しかし不自由はせぬらしく、又久右衡 A に累を把ばすや 

%•:.«んばあ3ん 二九 




高瀨舟 Ho 
うな if もないらしい。 S に！！<あ？んの妒'は、跡から^^荷物が來て、衣類なんぞは立 
炉な彻をかつてゐるやうである。#物が來てから間もなく•誰が言ひ出したか、あの 
1<あさんは i ® I -& I ¥ をしたものだと一於ふ¥が、近»!£に M まつた • 

• J 1 A * の義はぃかにも■らしぃ、髮な■である•ぎぃさんは歡を此けて私を 
象む。一!和で的奶を m - ける‘ sufM じ&撕に73?飯に Hi を£って&<。艇を i めて ^ T 
ボを i る•藥あさんは娜のまま SK の处似をして、斯艇には爺いさんの傍に來て WM であ 
ふぐ-もう睁候がそろ^^1くなる頃だからである。婆あさんが枵くあふぐうちに、 
命いさんは！ i みさした纪を一&いて觀をし33す-:,—. *1 人はさも樂しさうに話すのでめる* 
どうかすると? t 人で挪與くから 阶咏 けることがある C 最初 1.出て行つた跡で、 久右衡 
哎の M が黯のものに M した m 繼へられた•「ぁ s « tt 親 & S ; 寺へ 
佐きなすつたのでございます。麟子さんが生きてゐなさると、今年 H 十九1:な私なさ 
るのだから、把！^な5^と云ふものでございますの|:」と一汾つたと云ふのである*松 




泉寺と云ふのは、今の青山御所の向裏に る、 ii 配黑緻 f の；^ である-これを M * いて 
i のものは、^が裝くのは、影の^に s らず^ぎ s った齡の數の if ? を s 


るのであらうと察した。 

兎角するうちに M が遇ぎ秋が過ぎた。もう g 飲らしげに爺いさん和あさんの g をす 
るものもなくなつた。所が、もう年が押し詰まつて十二>11二十八 H 1: となつて、きのふ 

115 fMS 船に tr さん v ^ f ら T » がったばか办の、^ s 4!„ i ! 七 s 
に獻 i へ i び ai < されて、 iixs 鳩繁の奶を i へられた C . 装黯に■鬚の平 
和配を I ^ K !! すれ、¥?き黯を f 影として S 十繫し&かる」と分ふ.11* 

であつた。 

今年の ml : は、西丸に.ゐた大 8: s ® と有柄 lll*«isl 船丑の记撕齡との飯 i などが6 

ったので、懇8等る AJtr 製ょりも抑かったが、龄動の■船の4ぁさんに si 

ぢい S ん•はめ S ん 三一 ' 



典 瀬 舟 三二 
十 tts を Ti さつたのだけは、異 « T として世間に評判せられた* 

これがために齡動の!|剧船の？ i « 一人は、一時江 P に名高 < なった•爺いさんは元 

裝餛！：蓥■影獻と r て、鳘％右»*£の鬅てぁる。渺ぁさんは 

&Md ウ t & =fc 4 iJlrfak け «#{ つか お％ J>5»*< A k xri^ 

伊 IT の妻るんと灸つて、外 櫻 田の黑田家の奥に仕へて表使格にな，つて6た女中てある- 
もんが unij つた g 、 ^は七十一^、るんか t は七十 i であつた。 


哪 rsf に35■になった添！|^1齡の組に、8:^4獻と1^'±|/ぁった. 

ifr てゐて、1く鏨の蝣もぁっ1餛の®は粲緊 V 

¥5£§から於る拟聪が、お敕の把を降ぅて务*0羝氣と行き逢-^邊の角屋敷|:なつてゐ 
た。しかし i 嫌は厭 BTI に i 一んでゐたので•上役とは詰所で落ち合ふのみであつた。 

添が gffit になった$?の靈の¥4||の歡船で、_靈を亂めてゐる能 

i 右!§5?と一&ふのが、丁*&三十戴になる4隳に妻を世話をした，それは山中の妻の親 



颭に、 ti 監囊娶の■溶 g と f ものがぁって、5|稱のょめの脱を！^を 

したのである。 

なぜ妹が先にょめに41って、 g が梁ってゐたかと一 r くそれは脱が g 繫をし 

てきか f の f 象 g 摩 f 駿で紫 の ある S 四 f 衡 故 と 
f - の& で、 f るんは1 二沪四您マ f ハ^ダ®!: ! B : lr 斯の 
軽い召使になった*それから露十11では似猶があって、 ■の 1 H :* になった 
が、るん U 績いて奉公してゐて 、とうく漂一一 f ま？四能飯め た， 緊和 に T 
は戸田の家來有竹 QfcQt にな？、^?際の^ぎ？ぁる。 

尾州家から1^-がったるんは二4-九1で、二十四^になる‘»!の^1^贼に>夕ふん 
で、 なる v < — 中で 相 g な M へょめに f たいと一 r て ， Q た-それを 舞‘ 
いて • I 嫌に！！ is をしょうと一 r と、稱では繫んで8:ルになって51 Avt せること 
にした。そこ s , i うまれの您 g 1 る <は？1?を卽して、咐歡の£裳から3 S 



Brl の务|:龙へょめに r のでぁる。 

るん は！^と 1 rg & ではない。あし i の i の篇のゃうな S を髮としたら、 
るん は Sfi 2 に^^た歡のゃうな S でぁらう。®^<が好く、押出しが立派で、それで 
i から 齡へ於 ける やうに！ S く、いつでもぼんやりしてチを明けて居ると云ふことがな 
い* sr って？のが s でぁるが、 S ゃ： i の脈に怒が犯れてみぇる。 

48は轚 ^や觳の鹄|って、縈的ぃ絜で t 。 鬆がは Kim と 

一 r 新が t だけでぁる。—? tAS が繫になつたところが，るんはひどく夫を好い 
て“ f ゃうに雜にし、七十八激にな4赶の歡にも、 t かけたものも记 
ば&ゃさしくするので、4獻は r 銷を&つたと賦って磬した-それで益の 
M 船は^ I く配を f て、 K 5 J をも鉱漱するゃうになってゐた。 • 

褽は Mi e ぎ imQ ^ ll ^ はまだ*^ m と T て含が、私家の其時の— 
2裳寧一 i も■になつたので、褽も緊に对 f に AV - つた。これでも、 


七五郎の兄弟は k じ 動をすることになつたので 1) る • 

盤 Frr は' if fe の嫩 と 靈の嫩 とに 霞して r ることがぁる‘ 

獻が氣を^てから四繁って、|:4に^1^^二悪^斬になった。そ 
こで！5 重七五 g が J 1 SSI しなくてはなら g のに顯でぁつ た。！ 54は i^AJC 數並と一於ふこ 
とが裝たので • ii が— S 0 挺として孤囊に.ぃて裝1ことになつた。 
伊 f 、 T ? 度 紙 tgx , して ® X 則になって*るるんを ^^ して、 哪斯 八！ j ! 四^ S に一 S ! へ 
つた • 

伊獻は歡で H 軒の H 5 を^！.に llr めたが、黯の办ち斯 める g 、 かる裳 HT !: 姬の g 
龈酿のぎ’靈れだと一^‘ぃ察を歡した‘て^&ビ鏨しぃと鎰け 

てゐたので、それを1-ひたく贼ったが、似紀&五十齡と分ふのが二縱の>に犯って 
は容易ならぬ大金でぁつた。 

i 瓣は slQSQSf 、 ぃっも百5 y の r 靈に A - れて fRt - けて， Q 1 それを 

S - い S んぱ *« ん=£ 



阶すのは斯 しくはない。しかし 船五十 ms のボ费が斯來ない。そこで百五十®は高くは 
ないと JB? ひながら、 mMl: いろ— 說い て、と^ — • 百三十兩 までに負けて 賀ふ こと 
にして、6ひ阶る 餅 mt をした 。 ts 一十 mt は 借財を する 積なのである。 

4獻が愁をすた At は繞の Tk 製右® 4 故と一 r も？ある。犯羅しくはせぬが 
X<M の4，、‘と分ふことを•いてゐた•そこで此下島に三十兩借りて刀を手にかれ*梅 
へを53しに遣つた* 

そのぅち 712が！ I かてかたので、431はひどく癟しく m つて、恰も好し A 月十五夜1: 

i しぃ親 g 隳象ぎ三 f 齡ぃ'加の &*?. ST 鏨をした。■は辩: 1- 

めた。になった i、 ふと Ti 卽が■へ和 r た C めったに#^な ev、g? 
は虹の靨！；|*?はなぃ-&と、擎^に§ ? たこ炉しぎ？たき邇がある 
ので、 T を t て4:れた。 

桃く gs をしてゐるぅちに、 の一 fc となく 把が t のに、 if«.» ^ ぃた* Ti 


島は金の催促に來た©ではなぃ V 影 QS1 立て备で H" っ备の髮をす S に & 
を招か？！のを不 rr て、 ゎざと S1 SJ の 影 51& ねて かたので ある。 

下島は一一言三言か嫌と言ひ合つてゐるうちに、どう7\かう SV . ふ jf を m - o た。 「TJgi 
w = si のために^なぎ？、繫 M をして r て！^らう•しかしそれに髮 
な^ i は Kr - sftrg の*る鍫で g の黠をし？，；^をした} 
るのは不心得だ」と一&つた0 

此詞の意办 i も、 Ttsi の!!知を！!びた1 jlft * が、いかにも pat き515しかつたので、»4 

• I ぃて?? • て a た4獻は擊一 rsf 繫 iu 5 ? た* 

數は fA げて r た。「絜のぉ I は i に^•った•その 1 §はぃづれ ®! f 
繁を繁したぎ、^ VSJ 1* げる • g しぃ駿と一 r ながら、為ゎざく断龄 

した客の手前がある。ど5*ぞ也||はこれでお^|213れい」と分つた。 

下島は面色がぎった •「さう か-歌れ と一ずふなら歌る C 」 かう a - ひ扼つて Jfc * ちしなに， 

•ちいさんぱめ3ん : 



「これは.とすて、 i 獻は槪にぁっ系を rnt って如った•，欺の氍は此時變って 
b た* 

|?と為とが4|.??て'でが0*と0»を鬆せた耐、—が，一言「たは 
け.」と g んだ。韻と8に、4獻の t 繫•か駆いて、1は縦を一添られた。 

㉝ は奶られながら想を&い打 V 篇 1 ^帕ふかと m * 1 ! 6 と•さぅでテ•白刃を 
截げた配^を^して黯^-げ巧 . 

4獻が卽いて斯ると•鹏數を^いた^*島 S 間が立ち基がつた。「退け」と叫んだ伊 

1|の衛に^た浓に，11は^奶られて? : 听ぃた。 

藍に II との i に 緊&，じ S で • iS が T 瓶 L ひ i らぅ.とした時、跡から 
r て1 l:&v ‘げ るなら 緊せい」と一 r っっ、背後 t しっ f 抱き 
I めた。31チが於なずに15んだなら、 i 獻の112が繫せられるだらぅと思ったからで 


ある。 

伊，は刀を柳原にゎたして、しを <と座に1つた•そして默つて俯向いた。 

柳原は伊斯の帕ひにすゎって命った。「今！^斯は己を始、一！ i が見てゐた。い&に 
も獻紙出—ぬと分へばそれまで/ r •しかし先へ刀を拔いた所#を，一臌聞いて儼きた 
い j と云つた • 

S ヤ A 1 f-tltf 3 か US て耙 i ひら i じゅ 

伊餹は目に涙を浮べて暫く答へずに a たが、口を開いて一首の歌 TV 誦した • 
「いまさらに何とか命はむ51齡の 
みだれ心はもとす^もなし」 


L10C 鼇 ^0 きず ぞ Atl} いおも M し S お〇 えど?そ3 

下島は額の劁が存外-«くて"二三日立つて死んだ"伊織は江戸へ M &せられて取調 

f tt んけ.〇かど 6つ あね寰 3VI? け —V み 5 l#i 

を受けた k 判決は「心得違の廉を以て、知行召放され、有馬左兵衡佐允純へ也の御預 

s«^v V v» 鞾齄 S&IZCN« しそと t At»vx.diM«fr 岭 令 

仰付らる」と云ふことであつた。伊織が幸橋外の有馬邸から*越前阐丸岡へ遺られ 



高瀨舟 四0 
たのは、安永と改元せられた翌年の八月である。 

财に祀った於ぼ•於の於泥は、それ<^親類が引き取った。伊織の祖母®松院は宮 
動七五 g 允1:11き-ハ 3 C . の顔を見ることの出來なかつた嫡子平內と、妻るんとは有竹の 
把 於になって ゐ S 览厭銳 A 船ずに处 った。 

ーー籍办って、影 i ! が S しがってよめの® ri へ T しよになった V ,もなく八十三 
獻で、銳 A と分ふ程のぎ體もな <死んだ。安#一一年八月二十九 H £ の事であ6。 

恕繫五 H になる器が5 i!S の謂で亦んだ•これは繫四龄三取二十八的の斬で 
ある。 

*〇んは ！&#* をも麟そをも、力の K ? 介抱して1終を見配け"松^寺に葬った。そこで 
るんはべ繫&汾歡拓をしよぅと獻ひ立つて"世話になつてゐる笠原を始ノ親類1:奉公 
先を捜すことを賴んだ。 • 

US 1C あけ5ぢ しゅ今けムぱあ议《の*>办ぅぢ,す &ん xi %< 1r んの 4 IC ふ<%*• Jei し# 

15 く 立つと、有竹氏の主家戶田淡路守氏養の鄰邱、筑前國福岡の領主黑田家の當主 



1 

を賴んで•そこへるんをぇに r た。1!と r のは、六證に 5 JI : S を^ 
だ芦田家の當主である。 

s 田家では るんを11:て、すぐ) it ひ^た。これが鍵六¥2の«;でぁった® 
るんはこれから 文化 五5? 七 ル r て、三十^11影 rlrr めて*て、製、靈、 
齊隆ノ S : 四 S ^览&へ、 ^I 齡 m に r られ、 y 酎して粉^^ ft * がを g ふこと 
になつた。 Si るんは^: m の nIi # •へ您を辦めて、眷^を 砂 や 
さなかつた • 

■を許された齡、るんは 一 Hrif 繫へ^;き§つたが、 1 もな の影へばっ 
た‘齡£の8龜霖$で、-^のか M 11 漂！ 4* tt てぁる‘ 

繫被のぬ^&に、 I 難 S の i 断で、繁 f ? f から三十七黯、 At & g ゃ 
親を射へて F てゐた繫 i が、「三 m 八 iII 黯1_の獻、歡 f 親を g 

Vい5-んばあさん 四 • 



て、 r 4霸されて、へ M ることになた。それを M * ぃたるん は、 S ん 
でか M 11 から It *- 和へ かて、 fllifwrl の家で、三十七年振に S 會したのである。 






藏ガ三齡十一月ノー 十三日の事で*る。大阪で、艇ギ業桂發太郎兵 t - r * と一 r ものを、 

t-f*<f かかん f 3(ざんざい しょ か—0 か 觚 V £ 

木浓川 □ で三日間曝した上、斬罪に處すると•高札に書いて立てられた•市中到る處 
太郎兵卽の噂ばか b してゐる中に、それを勒も痛切に%せなくてはならぬ太郞免街の 
4泥は、南51播江概ぼの^て、もぅ九-一年程、殆どがく世間との怒通を絕つて慕して 
• Q るのである。 

この A 難すべき出來事を、桂屋へ知らせに來たのは、程遠からぬ平野町に|一んてゐ 
6太®*兵一&が始房の奶でぁつた-この白变頭の媪の事を桂屋では年野町のおばぁ谢と 
5 V . つてゐる-おばぁ樣とは、桂屋にゐる五 A £ の子供がいつも4■い物をお土産に持つて 
來てくれる通母に名づけた名で、それを主人も呼び、女房も呼ぶやぅになつたので6 


おぱあ棧を慕つて、おばあ炫にあまえ*おば6歡にねだる組が、街斯|:五^ゐ5* 
その四ん tr おばあ樓が十七になつた船を* S 2 磨へょめにょこしてから、ル；.54.六把 i 
になるまでの間に生れたのである女いちが十六獻、二 *1 まつが十四歡1:なる-}! 
招に、|:&|が姆をょめに阶す影で、緊£?の？^の崇から、繫のぅちに斯 
ひかけた、髮 g と r 十二漱の繫がぁる。繫に證れた裳を®*の艇は、 と，、 
と1?て八漱になる。影に知|:8*の鄉て齡けた繫の械五5がゐて、これが六如 
になる® 

K £ の alrsr ので、ぉばぁ槪のぉ擊はぃっも_に磬を^てゐた。 
それが5!被 > 6 1:ハ 斷の髮してからは、索雲に禁， | ? させるゃぅになった‘ 

ぉば S が慕し向の用に.^つ；^を i ^ に： j つて^<るので、ぉもちゃゃぉ^,は把くなっ 
たからである* 

しかしこれから生ひ立って一^4^の fIt は^んなもので p . i - ばぁ g のぉ七ぎが 

S 後の一句 四五 



高瀬舟 四六 

?5しくなつたばかりで?>;_、ぉつボ婼の^4慰になつたのにも、程なく馴れて、格別 
毅れた！もなく、邮齡らず於さぃと/ J^. さ^ BiT との刻々に 怒 ^- する、 阪 ゃかな 

3® を5 i けてゐる'•そして「齡い齡い g へ tfe'" つて^ら？と一&ひ M された幻の^5办に 
i ( 

このおばあ樣の來るのを歡迎して a る。 

これに奶して、 ET 配にかつてからこのかた、いつも離じ？フな悔恨と悲痛との外に 
奶槪をも *■ にをけ A -- れることの阶和なくなつた知郎兵勸の女房は、手厚くみついでく 
れ船挪に船めて{れる肥に挪しても、ろく^-^11の^をもぎすることがない。母が 
いつ來ても、離じやぅな繰言を ml . せて M すのである。 

MTi に！？った f は、 M は RC- 靈と0*を8ってゐて、繫も為のためにふま 
啦に!一&をするだけで、 か 把は辦ど哪も 於は ずに、 船に 咽が 把く と分つ ては、 湯を 少 
しづつ&んでゐた。夜は齡れてぐつす b 寢たかと1ふと、度々 m を醒まして溜息を街 
く。それから斯きて、路なかに漱紀などをすることが6る。そんな時は、傍に母の^ 



てゐぬのに氣が附いて、最初に四逮になる初五郎が目を醒ます•次いで六獻に W ると 
くが目を酲ます'*女房は子供に呼ばれて床にはいって、子(¢1が対似してか W - くと*% 
大きく目をあいて溜息を街いてゐるのであつた。 それから 二三日つて、 やうく 仇 
b 掛に來 て ， Q る f に繰言を言つ て 泣く ことが 阶來る やうに なつた。 それからね 二軟紀 
の間、女房は器械的に立ち勝いては、祗じやうに船歡を一一 i ひ■•祗じや 5 に浴いてゐる 
のである。 

高札の立った日には"ぎに歌が來て、浴 Mf にか4を阶の犯制の！ ii ったことを 
話した、しかし女房は、1の艇れた slml きもせず、聞いてしまつて、 3 a いつもと祐じ 
繰？ 1 E を言って泣いた。母は餘り手ごたへのないのを物！^らなく獻ふ位でぁった。^啦 
長女のいちは、澳の蔭に泣つて、おばあ樣の，話を聞いて， QT 2* 

1! にかぶさって rMTf - r のはかうでぁる‘楚起^&は_とは?て 

後の I 句 四七 



高瀬舟 四八 

も、 AS が 艇に务るので はない。北 國通ひ の艇を持つ てゐて* それに新 七と 一& ふ男を 
於せて、 2.1 送の 乾を^一んでゐ る。么齡 では 此太郎 兵 街の やうな男を 居船頭と 分つてゐ 
た。居1駆の 太 郞兵街が沖船頭の新七を I つて ゐ S ので ぁる。 

1®.գ ff . 

i ? に影^に A ?、 Iri にな？、繁の ifivII した 。 f 

は殘つた f を貞つて金にして、大私へ持つてぼつた。 

さて新七が-^郎兵街に言ふには、難艇をしたことは紙々で知つてゐる-殘つた稂荷 
を賣つた此金は、もう於主に返すには5?ぶまい•これは跡の船をしたてる fi 用に當て 
ょうぢやないかと一&つた e 

Ita 1最 UI% 免いげふ 天沪げ S そルし9 备 1ご 

太郞兵街はそれまで正直に營業してゐたのだが、營業上に大きい1失を見た庇後1: 
• it ix r ふ (6 そ〇ナね ， l 
現金を目の前に並べられたので、ふと良心の鏡 W 晏つて、其釔を受け取つてしまつた。 

すると、秋田の米主の方では、難^の知らせを得た後に、残り荷のぁつたことやら、 



それを買つた人の 6 つたことやらを、 A ? 斯に聞いて、わざ^ ^ At を飢べに如した•そ 
して 新 七の手から於 郞 兵！一に獻つた 纪敲までを mbw * してしまつた • 

米！ h は大阪へ出て訴へた。範七は獻走した‘そこで於 aj 8 免！！が^ f してとう 
罪に行はれることになつたのである • 


平野町のぉばあ！^來て、®?ろしぃ網をするのを啦燃のぃち：^01?をした3 y の iK で 
ある。桂屋の女房はいっも繰言を m - って泌ぃた财で听る船が阶て、ぐっすり1^った。 

0B^ ff !ff 0 

とくの隣にまつ、それに並んでいちが^てゐる。 

is く立つて"いちが洞ゃら斯園の村で pn を，つた。「ああ、 3 ぅしよ*フ。きつと出 
來る 6 」と* 1 於つたやぅである。 

まつがそれを間き附けた•そして「撕えさん、まだ！^ないの」と一於つた* 

最後の一句 ra 九 



姦瀨舟 支〇 
「对きい叛をおしでない。6たしかい事を考へたから」•いちは先づかう於つて妹 
を w して S いて•それから小聲でかう云ふ事をささやいた。お父つさんは*さつて殺 
されるのである。自 ^ sJi それを私させぬやうにすることが出來ると思ふ。ど*フするか 
と分ふと、斷書と一 ft ふものを#!いてお奉行樣に出すのである。しかし只殺さないで S 
いて下さいと分つたつて、それでは聽かれない。お父つさんを助けて、其代らにわた 
くし把子供を殺して T ; さいと云つて賴むのである。それをお奉行樣が聽いて〒すつて 

て、/ R さいものは ft &? かる やら、， てれはわからない'* 口 (お願をする時、長* S 郎だけは1 
しょ に槪して Ti さら々 いやうに書いて •く。 あれはお父つさんの本當の子でないから 
於ななくても♦い。それにお父つさんが此先の跡を取らせょうと 一 &つて入らつしやつ 
たのだから、 i されない方が&いのである。いちは妹にをれだけの事を話した。 
「でもこはいわねえ」と、まつが一於つた。 


「そんなら、お父つさんが助けて もら ひたくないの" l _ 

「それは助けてもらひたいわご 

「それ御® T まつさんは只わたしに附いて來て_じやう|:3へしてゐれば於いのだょ。 
.©たしが1夜願書を i いて©いて、 あしたの朝早く持つて^:きませうね L . 8 

いちは！？きて、 SQ 靈をする！^に、！％かで M 2 m を！ I いた^の射を g けて、 
其代りに自分と妹の まつ、 とく、弟の初五 g をおしおきにして g きたい、»^卜で 
ない長太郎だけはお許下さるやうにと一於ふだけの斬ではあるが、どう*-き M " つてかい 
かわからぬので、幾度も*-き損つて、淸書のためにもらつてあつた et 51が^?ダになつ 
. た。しかしとう< 一觀鷄の啼く頃に願書が阶來た。 

■を#一ぃてゐるうち.に、まっが1:ったので、ぃちは如拓で中び松して、敗^ 
に啓んであつた不一 a 着に著更へさせた。そして i 射も於度をした" 

女房と初五郎とは知らずに寐てゐたが、長.^郎が A を醒まして、「ねえさん、もう i 
後0 t 句 五一 



高瀬舟 .五一 I 
が明けたの」と〗&つた。 

いちは長太郎の床の傍へ往つてささやいた。「まだ？ f いから•お^*はかておいで。ね 
えさん達は、お父つさんの九事な 御用で、 そつと tt - つて來る WI があるのだからね。」 
「そんならおいらも. く」 と一&つて、長-太郎はむつ<5斯き上がつた。 

いちは一&つた。「|;や6、お把。著物を著せて上げよ5。3さんはね3<ても^|だか 
ら • ーレよに.つてくれれば、其炉が好いのよ」と一ずつた • 

女房は夢のや5にあた各の鼉がしいのを聞いて、少し}5-免になつて Ml ** がへりをした 
が、目は*めなかつた。 

三 AX の子供がそっと家を&け出したのは、二款獻の命<範であっか‘ルの啦は船の 
曉であった•提灯を持って、拍子木を良いて和る si 通の56いさんに、お4 £ m ! の附 
へはどぅ往つたら ft * かれよ5と•いちがたづねた。爺いさんは船 f な、航形 b の价い 
人で*子供の話を興面！ Sr に聞いて、月！^の西 A 行所の6る® rl を、 T 2 軟に紀へて < れた。 



Si の^招は“ ■襲 I で、 rJg 髮四 g 製でぁる。 そして 十 il 

には西の佐佐が月1に餛つてゐたのである。 

想いさんが敎へてゐるうちに、それを撕いてゐた斟知 g が、「そんなら、おいらの如 
った"！ rt だ」と r た•そこで •!! は髮 g を^?に办てて纪き4した* 

やうく Be 4錯に贴 bw - ぃて！^ば、故がまだ！4まってゐた。の S の Ti に 
往つて、いち6?「もし^^-」と8§々繰り iK して^•んだ。 

辦 くして恕の£ が ぁぃて、そこへ 四十齡 の^ I の ^ fe ぃた。「やかましぃ。なんだ.」 
「お奉行 ^にお 願が あつてまゐりました」と、 いちが TJ 船に飯を ^ t めて一ずつた。 
「ぇぇ」と?たが*那は繁に s の m を■し n ? ぁった. 

いちはデ同じ事を言つた • 

奶はやうくゎかったらしく、「ぉ4柄街には知し±»げる：とは阶かな 
い、 親が出て來るがかい」 と 於った • 

最後の一句 1 
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「い >ぇ、幻はあしたおしおきになり i すので、それに就いてお 顧が ございます。」 
「なんだ。 あしたおしおきになる。それぢやあ、お前は桂屋知郞兵衡の子炉。」 

「はい」といちが 答へた。 

「ふん」と一 T て、^ I は^ し裕 へた。そして 一ず つた •* しからん。 子供まで* か±* を 恐 
れんと取ぇる C おを讀お■にお恕はない。 M れ M れ。」か51 T て、龄を略めて 
しまつた" 

ま〇が啦につた。「ねえさん、あんなに叱るから歸 b ませぅ。， 

いちは一&つた。「船つてお眼。收られたつて亂6のぢやありません。ねぇさんのする 
，にしてぉ邮。しかぅ一ずつて、ぃちは阳の獻にしゃがんだ。まつと良歡とは附ぃて 
しやがん だ。 

X !のそ s は s のぁくのを^ 似しく r た。 ゃぅ^ ^ r はづす'して、 

があいた。あけたのは、 先に恣炉ら顔を出した男で*る。 



いちが先に立つて門內に進み入ると、 1 つと長太郎とが背後に皆いた。 

いちの 態度が餘 り平氣なので、 g ： 把の男は1に支へ留めょ5ともせずにゐた。そし 
て&く三人の - T = 供の支&の斯へ iit むのを、0*を3つて M * 漱つて科たが、ゃ.？く和に 
ぼつて、「これこれ」と^1を咖けた。 

「はい」と云つて、いちはおとなしく立ち留まつて据办歌つた。 

「どこへかくのだ。さつき M れと分つた t ; やないか u ° 

「さう仰やいましたが、わた^^共はお願を聞いて獻くまでは、どうしても®！:らない 
06 

積りでございます'*」 

「ふん•しぶとい奴だな。兎に角そんな WI へ ft - つてはいかん。こつちへ來い。」 

和 II は化き f て、 m 歡の黯へ 4 た。 それと 剛 &に KiH から、'なんだ、なん 
だ」と r て、二三 A ^ の iII が 阶て扣 て、 チ綴をぃた。ぃちは 辦 どかうなる 
のを待ち 構へ てゐた ゃ 5 に、 そこに mr * o て、から！！して、 AIJ にゐ る 11 * 

最後の一句 五五 
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•% i へ a 0 ら3 いつ 5づ{戴 ns 

力の前に差し附けた。まつと提セ郎 とも 一しょに陳つて禮をした。 

書附を前へ出された與力は、それを受け取つたものか、どぅしたものかと迷ふらし 
く、默つていちの顔を見卸してゐた® 

「お願でございます」と、いちが一ずつた。 

「こいつ等は木斯川口で曝し物になつてゐる桂屋太郎兵衛の子供でございます'■親の 

«葛ごひ > もん^ん か* la ら 及 io •い 

命乞をするのだと一？；〇てゐます1.と，門番が傍から說明した* 

與力は同私の人達を顧みて、「では兎に角書附を預かつて S いて、伺つて見る ことに 
しませぅ 炉な」 と 一&〇た。それには誰も異讅がなかつた。 

1 99 «•£ し H X 5 I げんふ4 

與力 ft 願書をいちの手から受け取つて、支關にはいつた、 


dJe 奪摩#3名 i ^ f .1 ふんずん Ittta 貪 夕 て*1ん ie 

西町奉行の佐佐は、兩奉行の中の新參で、大販に來てから、まだ一年立つてゐない。 
役向の事は1て同化の稻垣に相氣して、城代に伺つて雇殷するのでぁつた•それでぁ 



S から、桂屋 If 郎兵街の公事に於いて、紀如の料歡をめけてから、それを齡繫和 m と 
.して氣に咖けてゐて、やうやう處刑の手績が濟んだのを獻#を M したやうに献つてゐ 
た • 

そこへ今朝になつて、宿直の與力が阶て、命むの酿に阶たものがぁると分つたので、 
佐佐は先づ切角運ばせた事に狐魔がはいつたやうに獻じた。 

「參つたのはどんなものかご佐佐の蘼はを機獻でぁつた • 

「• ffs : ハ&のと啦とが—〃 まして、料 J 1 Z の妍を敎±*げたぃと g します 
ので、これ！ J 8 つてをります C 御乾にな. e . ませうか•」 

1それは 目安箱をもお設に なつてをる 御趣® から、 次 1にょつてはかけ 耽 つても SI し 
いが、一應はそれぞれ手綾のぁることを柄5|せんではなるまい。免(:斯5|5かつてをる 
な &* 內見 しょう0し 

紫は sm を： SSi の紀に ffi * した*それを m ぃて M * て； silsluj らしぃ Ms をした•「ぃ 

S 後の一句3¢.七 
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ちと一 & ふのがその 年 *4 の 娘で あらう が、何歲になる。」 

「取 b 調べはいたしませんが、十四五歲位に見受けまする。」 

「さうか。 j ： 551は®く SS を a * て&た。裳な©**家！'で W - ぃてはあるが、 s 3» が& 
く艇つてゐて、对人でもこれだけの紀文•に、これだけの事柄を書くのは、容易である 
まいと® , * はれ *01* てある。ガ人が書かせたのではあるまいかと一於ふ念が、ふと萌した 
辦ぃて、 J 11 を齡る觀 S の船免ではなぃかと11*した。それから^の影を^た- 
知 i : rsH £ の祭_すことになって？。娜を繁す f でには、まだ2がぁ 
•る。それまで|:廠飢を奶跑しょうとも、すまいとも、同役に相談し、上«:|に伺ふこと 
も阶 r * 還しゃ■に厭がぁるとしても、■の f : mi I せるうちには、それ 
を街ることも阶和ょう。兎に^?チ1を紙さうと、佐佐は考へた。 . 

. そこで斯がにはかう一？ 一 つた。 此 願書は 內 1したが、これは奉行に 出されね から、 持 
つて! i つて 町 年寄に出せと一&へと云つた。 



與力は、門#^が賦3うとし/ 2 が•どうしても^らなかつたと一 & ふことを、佐佐にを 
〇た。佐佐は** そんなら 艇子でも遣つて、賺して賦せ•それでも聽かぬなら^;き如て 
て矿せと命じた。 

漀の rr た^、 i 詰 iilil’f v 4た•繫の M»f ではな 

く、私の用事があつて來たのである*太田の用和が和むと、佐51は臾今かやう炉や 
5 の事があつたと吿げて*自 I の考を述べ、指 i を請うた。 

漦は m に 1 もなぃので‘ f f して、絜ぎ fc 緊 mitffisr? させ 
て、町年寄五 A 5 に桂屋办郎兵銜が子供を召し連れて阶させ る ことにした。搬僞が あら 
うかと云ふ、佐佐の懸念も尤ちだと一&ふので、白洲へは责道具を並•へさせる こと U し 
た•これは子供を嚇して賓を吐かせょうと云ふである。 

丁度此相 t が瘠んだ所へ、前の如ガが阶て、 Avml : 歡へて斯粗を谢った。 

「どうぢや、子供は M つたか」と•佐佐が釀を咏けた。 

最後の一句 五九 



-御意で ござな まする-お配子を遺しまして歸さ うと 敢しましたが、いちと*^ M が 
どラしても 聽きませ12 •とうとう 願書を懷へ押し込みまして、^;き立てて Krr しまし 
た•妹槪はしくしく泣きましたが"いちは泣かずに k りましたご 
「餘程情の剛い1と見えますな」と、太田が；を顧みて11;つた。 


十一月1+四日の良の下刻でぁる。西町奉行所の白渺ははればれしぃ艇獻をおして 
6る•書院には兩奉行が列座する。奥まつた所には別席を說けて、表向の出座ではな 
いが、 M 代が取調の摸搽を餘所ながら見 U 來てゐる•緣亂には取調を命ぜられた與力 
が、害 14 T を隨へて著座する* 

f h み .ollf 乃ぐ つ ^ いか け？ 籌3备ル も V 

W 心等が三道具を街き立てて、嚴めしく聲固してゐる d に、拷問に用ゐる、ぁらゆ 

^5 r ub #*z 令? 6 る 1羹 1 C ん -JC4 つ trvxp 

る道具が並べられた。そこへ桂屋太郞兵街の女房と五 Ax の子供とを連れて、町年寄五 

た。 



尋問は女房から始められた。しかしかを陬はれ、街を阶はれた B #; に、 かつがつ igx 獅 
をしたばかりで、其外の if を，はれても、「一邮に齡じませ？*^れケました」とか 
ふょり外、何一つ申し立てない。 

次に長女いちが調べられた。■土 & にしては、把し*1 く f る、 餛の怒で 
ひる。し亡これは^8する黏もなしに二歡|の黯をした‘|:の|を8 

蔭 t 聞ぃた， g になって职 t ってから、_を肌ひ-&った i : vr まっに mi 
けて觀した斬、影で■を r た i > IIg !& ISI を暇した？ ifig し-一行 
所の町名を i いてから、51 gt せた1¢、て g # x と繫し‘いで■の 
與力に顿咨の取次を賴んだ f ' 與が等に^^せられて1^った斬、/1?そ^^ yMV した 
事を問はれる迪に、はつきり挺へた* • 

「それでは 4 の外には M にも磐はいたさ ねの—? と、 組 ( a : r が f た。 
「||にも2しません。髮船にも胤しぃ斬は时しません。ぉ| 4 んを辦けて船<組： 



お酿しに^一くと if しただけでござぃます。お^ Twi から Mb まして、 年寄 衆のお目に 掛 
か！した S 、 ゎたぐし斯ちの辦を51し±»げて、幻をお辦け^|に膨ふのだ 
と S ： しましたら、 g 船が、それでは髮も？ J 1* げたぃと¢1して，とうとうゎ 
たくしにか狀だけのお一1 i を費かせて"持つてまゐ|した0」 

いちがかう 利し **てると、 it ! 知 mi が* 衝から 書附を出した'* 

ll rgi で、 i! rT A* 髮 m の rl - ii を？ 16 ?、 した。 

れを g いて、いちの■と rgv た。いち“は Bit — の 手から、 
■の縱 t 祇に、如させてあつたのである。 

SS の11 S には、絜も鰣ゃと一しょに、幻の鬆-にな？死にたぃと、 
rs 鉛と MUS で r てぁった。 . 

ggg は「まつ」と i びかけた。しかしまつは4ばれたのに氣が附かなかつた。いち 
「お f になつたのだょ」と一？ s つた S •まつは齡めてお t おそる項垂れてゐた頭を 


舉げて、緣氣のムの役5を免た。 

「ぉ紀は »5 r 一しょに亦にたぃのだ？と、 g 勝が i ぅた。 

まつは「はい JAJl & o て駆いた- 

C 蕾 I •レもぺ令 C 30 % &3 H ► 

次に取調役は「長为郞」と呼び i けた.° 

長太郎はすぐに「はい」と分つた。 

「お前は書附に書いてある通りに、兄弟一しょに死にたいの tr やなご 

「みんな死 U ますのに、わたしが一人生きてゐたくはあ.〇ません」と、^!.^ g ははつ 

き4,へた* 

「とく」と収&役が呼んだ。とくは1ゃ5に i •ばれたので、 こ がゆ 
ばれたのだと！！ S が r た*■そして Kr fe つて ® T A 5 の齡 を #5 ぎ如た。 

「お前も死んでも好いの•か。」 

とくは默つて顔を見てゐるぅちに、尉*に虹扭が1しくなつて • かに齡が一ばい離ま 

最後の一句 六 H 



「 fg 」 VI が f だ。 

ゃぅゃぅ六 ^なる蒙の械五8は、これも船って^の船を,が、「ぉ前はどぅ 
ぢゃ 、62 のか」と S はれて、一配にかぶらを m * った。書院の人々は覺えず、それ 
を a » て微笑んだ。 

黯： 5 r 鬆の歡燃まで配み^、__ぃち」とやんだ。 

「はぃご 

「ぉ嫩 の S 並には Mt は あるまぃ な。 * «. し^しでも时した斬に間違があって 、 At に敢へ 
られず、盤をしたりしたのなら、利すぐに¢1せ。獻して¢1さ®と、そこに龙ベて 
あ s 影で •!*! の if を f まで K - めさせる•そ。」&& は靈ルのあ奂角を指さした。 

ぃちは r れた繫 を TS * て、奶しもたゆ2ずに、「ぃえ‘した事に間違はご 
ざいません」と言ひ放つた* 馨は r で、議はいかであった。 


「そんなら今1つお前に聞くが、身代りをお聞屆けになると、お#1*歡はすぐに槪され 
るぞょ‘父の顏を見ることは出來ぬが、それでも好いか•」 

「ょろしうございます，」と、满じやうな、冷かな調子で答へたが、ダし間を S ** いて、 
何 か心に 浮んだら しく、 「お上の 事には間違はございますまいから」と象ひ赴した。 

佐佐の顔には、不意打に逢つたやうな、驚愕の色がルえたが、それはすぐに m * えて 
險しくなつた目が、いちの面に注がれた-惟惡を如びたの乱とでも一於はうか。し 
かし佐佐は何も言はなかつた* 

次ぃで佐：5一は何ゃら把調他にささゃぃた：£,、卽もなく祀觀如が阶被割に、「撕肋が和 
んだから、引き取れ」と言ひ渡し.^。 

患をでる為务を1って、&&^6と觀とに咖ぃて、「||の||ろもぃも 

のでござりますな，と分つた。心の中には、哀な#1*行娘の麟も祀らず、 A ? に歡略せら 
れた、おろかな子供の影も殘らず、口〈氷のやうに冷炉に、那のやうに fti い、いちの獻 
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&の1|の馨の1卽&#!してゐるのでぁる。1^ 歡の船 ;1|: 汾 ^^、@!ょ-^「， 
グチ穿クム」といふ緊も如らず、議&の歡には繫と分ふ&もなかったので、 

1 ©F' 

を、•らな炉つたのは41»もない。しかし航把の中に潜む紀抗の鋒は、いちと語を 
街へた5一：5のみではなく、 i & u ゐた役 A ! l 一同の胸をも剌した。 


嫩把も SI 41£もいちを&な扣贼だ，-と戴じて、その^じには8でも敷いてゐるの 
ではないかと分ふ51歡さへ旭はったので，# 4 3 -&I に挪する同情は薄かったが、當時の行 

紀£の'^扣な„鬆^斷して、ぃちの繫は&せずして絕した。影 
か5:ハ&の娜の禁は、「^へ5^¥^」と?'ことになった，；れは點の*った 
黑、十^二十五0?犯街齡&せられた。 r で151四 S 2 I S 二0*-じ、*•に r 

て镔 #* 察 i «! sv ょ b 黠』； T 4黏に#?、 hK (歡、 i ®= 料議氍、 


大 BU 北、- 41、 5a 滿の 三 ^^ y ^ と r ことになった* as r ^-^T は、 g び 
西 奉行 W L に呼び S されて、 幻に ^£を4げることが i 4た。禁 #* AJ ! r s 、 s 3 fgr 
f 班 II 1 I の彰が ぁって？、 il:£jl の i を r た 溶の？ た 婺 三 被 
• H 月 I 一士一一日の fe、M じ ^? の 千九 H £ に、五十^ 一; ^、职阶冗獻が紀讯し齡ふま 
で、 中絕 して ゐたので ある'* 
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街 rfs を *- てが rm ^ it を、齡らしぃ齡 A ? の m ^ t ぃてゐる。肥は三十 s 
を紀えたばか b の兔で J . tA * のモ概をかれてゐる=姊は十四、*#は十二である。そ 
れに四十9の^4 vxti ぃて、影れた祗 MtA *> を、「もうぢきに S ; に1;なさぃ 

v» [ »« J.lt 费 なか 2»n«l*vv>»tr ひ r 

ます」 と一 {； つて » r まして步かせょうとする。一 T 人の中で、姊娘は足を引き麿るやう 1 : 

して？?いてゐるが、それでも於が取つてゐて、龄れたのを®や弟1:知らせ t いとし 
て、巧献ひ阶し？うに 51 ?がのぁる3^をして心せる。^歡を^^"でも步<の 
なら、ふさはしくも^えさ’フな111であるが、笠やら札やら甲斐々々しい出立をして 
&るのが、齡の！£にも齡らしく、ガ氣の毒に矿ぜられるのである。. 

獻は百の k ぇたり獻ぃ？する M を? 4 てゐる•职ゃ和杭は^ぃが、和^に 
!&く歉いて、しかも組-が紀つてゐるために、好く郎まつてゐて，海の傍のやう1:踝 

_I_ —^1 



を埋めて人を惱ますことはない* 

兹葺の MiJ 何軒ち立ち並んだ一構が柞の林に圍まれて•それに夕日がかつと5一して 

と tt 4 

ゐる處に通り掛かつた。 

「まああの美しい紅かを御覽」と、先に立つてゐた母 i > 指さして子供に a - つた。 

•J ども «• S みV*ぢ is か C は 

子供は母の指さす方を見たが、なんとも云はぬので、女中が云つた。 - :木の葉があん 
なに染まるのでございますから、朝晚お寒くな b ましたのも無理はございませんね•」 

»ss 4 vMCJt— ? V*5 と J い 0 ゆ 

姊娘が突然弟を顧みて云つた•「早くお父う拨 ©• 入らつしやる處へ往きたい6ね。」 
「姊えさん。まだなか^-往かれはしないょ。」弟は赀しげに答へた- 
母が論すやうに云つた*「さうですとも。ゲまで越して來たやうな山を澤山越して、 
河や海をお艇で度^(渡らなくては往炉れないのだょ。毎33揞出して大人しく步かな< 
ては。」 

- でも早く往きたぃのですもの」と、姊娘は一&つた。 
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高瀬舟 七一一 
は 暫く 歎って步いた。 

祗ぅから叙撇を齡いで#る%がある。鹽濱から歸る潮1 M である。 

それに *1 ¥が私を21けた。「申し-^。此邊に旅の宿をする家はありませんか。」 
iiSS は沿を&めて、 ±? a 四^ S を慰した。そして炉ぅ r た。「まあ、 1 .の 
獻な。齡听な船でかが系れますね。此土地には齡の人を留めて上げる所は一軒も*り 
ません。」 

*1¥が1&つた'「それは本當ですか。どぅしてそんなに人氣が惡いのでせぅ*」 

7 t A * のそ槪は、はずんで來る辦斯の範子を氣にして、潮 m 女の傍へ寄ったので"女 
料と 三 A!i で女を阶 b 卷いた形になつた， 

sm 姑は r た。「い >ぇ。■が？ S < I .«* の r - sMl & l - ですが、襲の齡だから t 
龙がありません。もぅあそこに」と言ひさして、女は今來た道を指さし釔。「もぅあぞ 
こに ルえてゐますが、 6 の棰までお出でなさると、高札が立つ てゐ ます。 それに 精し 


く睿 ぃてあるさうですが、 近纪惡 いん 節が此 1 を企ち 船 b ます。それで船人に宿を 5 s 
して足を留めさせたものには お咎が あります。あた b 七 軒卷 添になるさう です L . 0 
「それは困りますね‘子供衆 も お出なさるし、 もうさう 逮くまでは行かれません。ど 
うにか爲樣はありますまいか•」 

「 さう です ね •わたしの通ふ鹽濱の ある あた. CN まで、あなた方がお出な さると、 夜に 

M 寒！ to 0 •レ TIt か L 4 光 

なつてしま ひませう。どうもそこらで 好い所を見附けて、野宿をなさるよ b 外•爲方 
がありますまい C わたしの 思窠では、 あそこの 橋の T にお 休なさる* »* 好いでせう •岸 
の石垣にびつたり寄せて、河原に大きい材木が澤山立ててあります。萊川の ±i から 流 
して來た材木です e 盡間は其 T で子供が基んで a ますが、奥の方には日も差さず、暗 
くなつて2)る 所が *ります。 そこなら aj も通しますまい。 b たしは炉うして每日通ふ 
鹽濱の持主の所に&ます。ついそこの柞の森の中です e 夜になつたら、綦やIを持つ 
て往つてあげませう。」 
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そ擊 s , sAt 艦れ て r て、 虹 i を £ ぃてゐたが、繼齡繫の fiiT みかっ 

て分つた。 「 i い求に肚逢ひましたのは、わたし共の爲合せでございます--そこへ往つ 
て^;みませう。どうぞ Mt や薦をお！？申したうござ' i す。せめて子供達にても敷かせ 
た b 被せた b いたしたうございます V - 

船繫は免け* J 一って、 fr - i の f 斯へく。義四 AX は S のぁる^^だ‘ 
1 に rf た ? II M & に一 m は r * ilrr た r 、 8 し^ S S * 

か fs£ *5 s« csfc 51 > 

つてゐる。書いてある國守の锭も、女の詞に逢はない 
运が办ち趣るなら、？の■をしたらすさうなものでぁる*齡 A ? に si を ® i 
め a . せまいとして、&き暮れたものを路頭に迷はせるやうな捉を、國守はなぜ定めた 
ものか。！^ ml な！！&の烧きやうである> W し昔の人の目(:は按である。子供等の母は 
记さう一 fn 蹈のあ5±*-私に和纪せた Ml 制を歎くだけで、锭の善悪は思はない'* 


棰の袂に"河原へ洗濯|:|:りるものの！^ふ^}がある。そこ炉ら一|^は|^{-^り 
た-なる程大層な材木が石垣に立て掛けてある。一！！は石 S ? に r フて桃和の Tfe へ膨つ 
て這 h つた' 男の子は f 白がつて、先にかつて勇んで這 A - つた。 

■^って-1:ると、21んのゃぅになった鹏がぁる。^」^きぃ5|^配にな 
つてゐるので*床を張つたやぅである。 

男のそが^ U 立って、衡になってゐる拔狀の ± i に！！って、一歡哪へきんって、 「 f え 
さん、 nf くお出なさい」と呼ぶ。 

姊娘はおそる—^ %の傍へ把つた。 

「まあ、 お 挣遊ばせ」 と 女中が一於 って、 瞥にか つて， Q た^ • を M した。 そして 紀 の ^; 
類を 出して、子供を 脇へ 嘴ら せて、隅 0 處に敷 いた。そこへ 歡和をす 6 ら せた-. 

= IIがす .0 ると， xf の s&r ら? 2 4ぃた。_|,||の34^て、 
親和はここまで來るぅちに、^:の t; てはぁっても、 Jlfci#5^t の齡ょり^らしぃ §ri に咖た 
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ことがある。^ -& S に fe に6れて、もうさ街苦にはしなぃ。 

の ml から阶し S は髮ばかりではない。船 VI に持って？ 食物 も ある。女中 
はそれを M ? 和の№1*に阶して!！いて 分つ た。「ここでは ^'^ をいた す ことは 出來ません。 
斟し齡いパ--取阶けられてはならぬからでございます。あの鹽洛の持主とやらの^:ま 
で tt - つて、お.を^ t つてまゐ b ませう。そして赛や薦の事も賴んでまゐ^'ませう。」 

韻はまめくしく此て r た。為は f げに■ゃら、&したゃらを r 
はじめた** 

S 5 くすると、齡^¥の^^1:って來る^がした。「姥竹かぃ」と母親が聲を 
i けた： S し^ S には、 H の i まで r て4たにしては“ぃと齡った•姥竹 
と分ふのは女中の各である。 

ii«A- って4たのは四十！！ばからの l?s である'*齡 S の逛しい、黯が一っ^'^肌の _h^ 
から獻へられる@1、 6SQM ぃ A? で、5^の籍のゃ5な齡^を泥へて、チに數珠 


を持つてゐる。私家を步くやうな、慣れた步队をして、歡モの，んでゐる m へ iiT み和 
つた。そして親子の座席にしてゐる紙木の端に腰を掛けた。 

親子は只 ^ 1いて見て， Q る。仇を しさうな MT 子 も！^ えぬ ので、破ろしいとも！！ は13 の 
である。 

招は こんな 軒を 61 ふ。 「•ゎしは 01:雰把と?_ぢゃ。_忽4を运^-ち配 
ると一ずふので、國守が紙 A 7 に宿を 免す ことを务し必めた。 A ? 節を娜まへることは、 晰 
守のをに合はぬと見える*氣の毒なは撇尸ぢや-そこでわしは艇 AT を把うて it - らうと 
ぼひ立つた。さいはひわしが！ b 献道を離れて， Q 6 ので、こつそ bAt を皆めても 、； g 
に tfti もいらぬ。 c しは人の野宿をしさうな淼の电や擦の Ti : ■を截ね配つて•これまで 
大勢を連れて紱つた。.毋れば子 g 勒が翦；を^へてゐなさるが、そんな g は齠の 
足しにはならいで、齒に障る。わしが所ではさしたる黎 J ®? はせぬが、！ f 脱でも脸ぜま 
せう。どうぞ紀慮せずに來て下されいご男は强ひて III ふでもなく、职 is のやうにをつ 
山椒大夫 七七 





高瀬舟 七八 

たのである。 

そ队の奶はつく聞いてゐたが、世間の锭に背いてまでも人を救はうと云ぶ難々 
い' t ■一? r に^せずには a られなかつた。そこでかう务つた。「屯はれば^勝なお心掛と 
# x じます。 fi * すなと分ふ抜のある宿を借りて、ひょつと宿主 1 :雌依を如けょうかと、 
それが氣&かりではございますが、わた^ —- >は兎も角も、子供等に溫いお粥でも食べさ 
せて、屋枥の下に木ませることが听來ましたら、其御恩は後の世までも獄れますまい•」 
01:船大乾は頷いた•「さて^-好う物のわかる御婦人ぢや。そんならすぐに案内をし 
て 31 ):ぜませう。」かう分つて立ちさうにした'* 

奶齡は氣の毒さ5に分つた。「どうぞ^ t しお待下さいませ。わたく^ J 共三 As がお世話 
になるさへ心苦しうございますのに、こんな事を申すのはいかがと存じますが、實は 

い#16と»づ n 

今一人連がございます。」 

OJt 岡大夫は耳を欹てた。「連がおありなさる。それは男か女子か。」 


「子供達の世話，篆せに速れて阶た女^*でございます。.を跑ふと时して、齡 m ? を三 
四町跡へ 引き！^してまゐ b ました。もう辭な <賦 つてまゐせう L .° 

『ぉ女中かな"そんなら i って iii ぜませぇ」齡客の於ち r た' g の如れ？う 
な顔に、なぜか11 T の齡がルえた。 

ここは KIC の 浦で ある。 H ^ はまだ^! 111; の背 a " に ^ れてゐて、船 W ! のやうな銳の±:に 
は薄い靄が51かつて ゐる。 

一群の客を4に載せて^を撕いてゐる黯がある。黯は01:擊 *t で、^? は？フ 

ベ盔の rsg った義ちの爲である。 

應：^橋の下、で山岡大声に出逢った肥歡と^=^11:とは、^^俯が於け船じた^!み 
に湯を H って齔るのを待ち免 W て、大鉱にをれられて}!を m -- 〇 に!つた。鑑惝は和纪 
らしい顏をしながら4いて^た。装は1&へ1:った鬅の¥の數の4に四 

山椒大夫 tft . 






w ^ 鋩めて、！?歉を iiT めた。そしてどこからどこへ柏く臌かと問うた。草臥れた子供 
务を^. r せて、肥は齡の ± SA L - にかの Jbi のぉほょそを*齡 SS かの T t で話した。 

か射は敷似のものでぁる。*!^ A へ r て_らねので' A * の為を連れて春ね 
に f •籍は黯 li れた，ら S をしてくれた韻で、象のなぃものゅ气纪 

ぃ、 K おなぃ S の術をすることになったと雜したのでぁる。 

さてここまでは4たが、^?於の^取くことを^ば、まだ^:をぎば t と云っ 
ても？？ b 、-。 これから_をかつたものであらうか。 3 U は船路を行つたものであらうか‘ 
±5 A L - は艇歉であってかれば 、 SS めて纪 1 S の斬も細って2)るだらう•どうぞ敎へて貰ひ 

S ど% bis* rLO ^ » 

たいと、子供等の母が賴んだ。 

V だは♦れ奶つた SH はれたやうに、奶しもためらはず|:«路を行1』とを|».め 
た ^ を lr ば • f 」睛の籠の M^ る ^ さへ • irKfi^ の 1 がぁる。削 
I てたゃぅな蔡の概には繫が价ち&せる" SA ? は si ' nA - って、船の如くの 


子 も 親を顧みることがか來ない。 ，てれは海邊の難ポてある。 3 U 0 I : を越える と、 浴 まへ 
た5^が一つ搖げぱ、千ぎのハ<^に落ちるゃぅな、あぶなぃ齡獻もある*配斯へむく5 
でには、どれ程の難所があるか知れない。それとは； g つて、 艇和は 纪纪なものである0 
错な船 ? a にさへ賴めば*2)な！^ ら にして百里*ても T 里で も^: fl ' n る。. は ®？ wf まで 
tt くことは 出來ねが、ぎ國の般跟を II -つて 2)るから、艇に むせて^ て、 B 51 S '. へ tt -- く^ 
に^6換へさせること3>*出來る。あすの朝は早速斯 |: 於せて^- ょ，フと* ± ? ' 先は乾もな 
ザに r た。 

吸け r ると、5 < rsry ' o を？ r て rl , た^ 2 為4 S , は^-; 

ぃ蠹から金 L して、 slFfcf とした。だ乾は f i て.^ m は斯は13、脱し r 
入れてぁる大切な囊は?て r ぅと?た。なんでも^ s.rr 、 SJ に r ば 1 : 
主人に、舟に乘れば t の主に免け，0ものだと if ； ふのである。 

山椒大夫 八 I 




を S 象の# 1 f は傲 S に都を If * ることを把してから、主人の知夫の一'-.“ふ事を聽かなくて 
はなら 12やうなぃ辦ひになつたを矿つてまで宿を貸してくれたのを、雜は思つて 
も、 ■にょらず S - ふ•か配になる¥基を獻じては§い。かぅ分ふ#になった 
s 、 S の31に^^し4ける敗みがあって、配 M ? はそれに亂ふことが出來ぬから 
である。 SI 511 ふことの阶ぎのは、どこか賊ろしい m - が*るからである。併し母親 
はか射^ S を M れてゐるとはなぃ。髮の仅がはっ t ゎかってゐなぃ。 

ef & s ない iS をするゃぅな *: 街で紀に乘った*そ供をは風いだ海の、靑い斑を 
紙いたゃぅな ® I をかて、挪齡しさに離を t らせて ^ った。 pg -- 仇が M 4 には、 のふ蔽 
の? A ち-{一った S から^ Mfc る_まで*^-^ぎが消ぇぎなかった 
llltsg は^ S を i いた。觀で S を TKI ： すと、舟は^,めきっ&び出た" 

lu :# g は船く S にすて* I へ、■槪の累へ和いでかく瘀^るく浄ぇて、 


fff e 

こに舟が二艘止まって*る。 _ が5をかて^,び如けた。 

「どう tr や。あるか1.° 

大夫は19の手を擧げて、大敗を折つてかせた。そして0^ 射もそこへ把を 抓つ/ 2 〇对 
ぎだけ折つたのは、四 A ^ ある“1である.- , 

前から < 0 た船§の 一 A » は宮椅の三 船と jr て、 M '^ lu^i のも©でぁる„ £? のをの 特 
を阑いて見七た。右の手が^の L になるゃぅに、 M の^,は «,t の m になる。これ 
は 五貫文に附けたので ある。 

i 張 0 • S ぞ」と^ fA * Q 黯が一 r て、33の m をっと r て、^炎を賦いて私せ、 
次いで“を f fc ^ せた。 M は：£&の-一繼で六累‘けた？ぁる。 

み着者奴」と宮麟が叫ん H かれば、「4-4かうとし2はお，2しぢや」 と 妇 





ぎがか槪をする。二«1の r かかしいで、般 1 を答った 

盔は-^の8|1かに鬆べた。「似てるな：とっち|では疋さぬ。ぉ 
鬆が 113 でないゃぅに、ぉ nA * づっすて mi ; ぜる。 mi . で附けた値 IW ぢ 
ゃ。」かぅ ?て A いて、迄は新を M みれ。「さあ、ぉ一 tA <> づっあの舟へぉ乘なされ 
どれも和齔への靶颭ぢや=舶赴と分ふものは、歡势ぎては赶りが惡い。」 

一 t A » の S は 漦 が船へ、 褽 と _ とは罄 が齡 へ、 S が r 執って4基ら 

せた s らせて化く S ‘に、_も51 nrs ,' fc 4た？あ气 
-. あのにぉ爾けなされ、た St は一と、_が±?の船'^く航、0]»^<失!^1 : を 
つと！：し出した'* - 了 ： 
「ゎしはこれでぉ SI をする。^ r 炉な卜から^--炉な手へ渡すまで^* b * L の役ちや御拽 

缣好ぅお越しなされ 0 I 

fry し^いて、 lli : i £ の姐は r く齡ざかってかく。 


擊は：に r た4,1じ獻を i ぃで r て、祇&に f ので ござぃませぅね。」 
佐渡と宮崎とは顔貪合せて、紙を r ' て?た。 そして 象^ った， *-> る时ょ 

3 wr 艇、 f は m じ霞と、11^の II が一 r たげな L .* 

こ人の船：§は それ $‘って把を！ I した。繫の二 gl へ，二 1!の三 g は m 2 
へ漕ぐ。'あれあれ」と！！び&はす繁 _v S ざか，^くば t である C 
母親は物—しげに！1 1: 辛を i けて！： t がったミ-もぅ轰 がなぃ。これが g だ 

ょ。 PS の塞を寧ぉし if , r た P 黎にぉ 

し。どぅぞニルが離れぬゃぅに。1?|は黯、ぎゼは*^!のをである。 

子供は只「お母あ搽、お母あ樣」と！.ぶばかりである。 

舟と舟とは次第に^ i ざがる。 ma には0を?*||のゃぅに、^の?=^^斯ぃた〇(が 
見えてゐて、もぅ聲は聞えない。 

船竹は佐渡0二郞に「申し能頭さん、がし <」 と^4けて a たが、肜纪は！！ は 

山粗大夫 . 八£ 




s ので、とうく霞の齡のやうな) wlf に i つた。「黯さん•これはどうした 事で ござ 
ぃま t ぁのお iII 、 歡臀 k れて、4 i — ど，，へ：^れませう。奥樣も同じ 事で ご 
ざいます。これから Ms をた t にお昏らしなさいませう■どうぞあの舟の住く方へ？ «• 
いで斤つて Ti さいまし。 後生で ございます。 J 

「うるさぃ」と £&は llFr た。籍は窮に^た。^ s れて l に r っ 

た. ' 

籍はかを助したこ‘ぇ >。これまで—。 M 、 術繁さぃまし。」かう一?'て具っ 
繼に S ? に齋びふんだ。 

「こら」と r て 黯は r 41し4:ばしたが、断にかはなかった。 

羅は i を4ぃで5&が紀；した。「これは製な耐でござぃぶす•ベぉ世話にな 
つたお都--备し J 1*- げます。わたくしはもうこれでお r : を申します。 L -‘^2穿つて舷に 
手を咏けた。 


「たはけが」と、佐渡は1を摑んで外き1した。「うぬまで於なせて なる & のか•兄^. 

しるもの 

な货ぢ や。」 

:& 渡の二®;は P を；^き阶 して、靈 をく. ，0 く齡 にして 紙がした。 そして1^ 
<と漕いで行つた- 

-. ぉ母ぁ^^-- と呼び歡けて？ 船と^, とを於せて、！5航の一一! si > 俯は尉に r フ 
て南へ走つて行く。 

「もう呼ぶな」と宮崎が叱つ，^「犯の1&£の1把には ffl ! えてち、ぁの姑 P には吧え《。 
女子共は佐渡へ渡つて粟の鳥でも！!はせられること； C やらう->」 

配の観と^との|:起とは4きかって；&ぃてゐる'-盤を_れ4も“| 
るも母と一しょにすることだと恐つて&たのに、がルらずも^;き^けられて•コ A » 次 
どうして好い4ゎからない^8*しさばか.^が脱に紀れて、] H : i .8' I - がか^歡のかの±:を 
山椒大夫 八七 




高期舟/ V パ 
どれだけ！ i らせるか、?!程さへ辨へられねのである。 

书になって一 i ^ l は r 此して於った-そして^讲^ぞおとにも一っ一^-れた。二 
ルは船ををに斯って r へょうともせず、 a » をか紀せて從いた」夜は宮崎が被せた苫の 

かうして？ t 把に r し f した二1!は 籠、 t 、 1、■の r 

浦々を賣 b 步いたのである。 

账し？ n * いのに、®もか報/^ぇるので、なか^^ r うと云ふものがない。 

たま fer ぁってい、： iriff ない。證 1M に irfc じて、-い？ 

でも!{くか」と t 一人を打つやうになった** 

115航^は船-^って、形4の- i ^©&* r - 和た。ここには石飯と‘一 r 處に大きい邸 
を齡へて、阶舨に窮を| 5 ?させ、^ては| 1 -させ、8ではす^をさせ、觀をさせ、 
傲獻 t せ、義、駿、4の¥呢から呢まで*それ"^の繁を虹って1らせる 



山椒大^<と一かふ分限者.0»ゐて•人なら幾らでも買ふ•宮崎はこれまでも、餘所に貢手 
のない」貨があると、山椒大夫が所へ持つて於ることになつてゐた。 

42 で is 尨 X 摩 2 が U 6 »んじ一 づ tt >5 A ん t ふ か 

渚に出張つてゐた大夫の奴頭は、安毒、厨子王をすぐに七货文(:買つた • 
r . やれ^^、 m 鬼共を片附けて身が®ぅなつた， j と一&つて、宮畴の三郞は受け取つた 
錢を i ろに入れた。そして波止場の酒店に這入つた。 

••又 $ ttk 九 な』 つ { お«&< おか ひ«*けん K 令 る tA 

一抱に除る柱を立て並べて造つた大厦の奥深い廣間に一間四方の爐を切らせて、& 

of % eosU とね 衰かか3七3ん f う於いふ おレ靠づ暫 6K S 

火がおこしてある C 其向に茵を三枚#ねて擻いて、山椒大夫は儿に龙れてゐる ' 左 

如3 .ら5 ふ欠5 妊すこ 〇复いぬ ttb たい1.にん r *< し 

右には二郞、三郎の二人の氬子が相犬のや，？に列んでゐる，-もと大夫には三 A の男子 

欠ら3 3い it とら t.i て 令%い/# 

があつたが、太郎は十六歲の時、逃亡を企てて捕へられた奴に、父が手づから烙印を 
するのをぢつと見てゐて、一言も物を言はずに、ふいと家を出て行かが知れなくなつ 
た。今から十九年前の！ i である。 

山椒大夫 八九 





高瀬舟 九0 

ftx I•んじ* づし «93oMt-eJ.*:* u >u«u*vl 

奴 頭が安壽、厨子王を連れて前へ出た。そして二人の子供 [. 辭儀 をせいと云つた- 

ふ fc 9 cf 55V* U5&*v*> n*»*ftt}£SJ > 矗 i 

二人の子供は奴頭の詞が耳に入らぬらしく、 R 目を BI - つて大夫を見てゐる t 今年六 
十がになる大兒の、 t を塗ったやうな顔は、額が廣く腭が張って，髡も鬏も銀ぎに光 
つて. Q る。子供等は恐ろしいょ b は不思議がつて、；〇つと其顏を見て， Q るのである。 

大夫は一？；つた。「買うて來た子供はそれか C いっも買ふ奴と1うて、何に使うて好い 
かわからぬ"珍らしい子供ぢやと一？一ふから、わざ^-速れて來させて見れば、色の芥 
ざめた、か細い竞共ぢや。何に使うて好いかは、わしにもわからぬ•」 

傍から三郎が口を出した。末の弟ではあ令が、もう三十になつてゐる。「いやお父 
つさん。3つきから見てゐれば*辭依をせいと分はれても辭儀もせぬ。外の奴のやう 

tt み tQfIt うこ Tsu i U-MCT し tt {み 

に名吿もせぬ'*弱 V しう見えてもしぶとい者共 o や•奉公初は男が柴茹、女が汐&と 
極まつてゐる。其通1:させなされい•」 

-仰やるとほ b - 名はわた V 、しにも申しませぬ」と、奴頭が一つた。 



大夫は嘲笑つた。「思者と見える r 名はゎしが附けて遣る。姊はいたつきを垣が\制" 

u sc* S い • a ^ c ?ca r i 

は我名を萣草ぢや。垣衣は濱へ往つて-日に一一；荷の潮を汲め。®草は山へ往つて日;: 
三荷の柴を刈れ。弱々しい體に免じて、荷は© t うして取らせる,- 
一一 一 S が云つた•「過先のいたはり樣ぢや-こ b や、*奴頭〇與く.れて T > がつて歡かを 

わ Itf 

渡して遺れ • 」 

115 ;ールの恙を lprr て r て二«には f s、rK には 1 と 

を渡した。どちらにも午餉を人れる煤子が添へてある"新が^をは和の！^のか @ r £ と 
は別になつてゐるのである。 

奴頭が出て行く頃には、もうあたり•か，くなつた'* Jlci 息には燈 ,^ c 5 もない。 

翌日の朝はひどく寒かつた。ゆうべは和屋に備へてある# I が餘 b きたないので、， 
子王が薦を蒎して來て1舟で苫をかづいたやうに、=人でかづいて殽たのである‘ 
山椒大夫 九 I 




高瀨舟 九二 
きのふ，！ T 頭1:紀へられたやうに、厨子王は擦子を#つて厨へ输を受け取りに往つ 
た*报の*4、地にちらばつた^の *4 には - ml が^:つてゐる C 厨は大きい土間で、もう大勢 
の！^が来て4:つて2)る。男とがとは受け取る場所が逮ふのに、厨子王は W のと自 F 
のと黃はうとするので、一度は叱られた*»、6すからは鉻々 i'*K ひに來ると誓つて、 
f フ^^!付の虹に、阮齓|:>れた*観と-木 (D 惋 i : 人れた溢との二人前をも受け耽 

か 5 一し《 w t 

つた‘鑲は鹽を人れて炊いで6る。 

味と弟とは朝餉を貧 V な*>ら、も*フ炉うした身の上になつては、蓮 i の下に•取を 
wfe るょり；^はないと、け G げにも相1した。をして味11瀋逄へ、弟は01;路を5し 
て行くのでぁる'*大知 y 邸の三の木戸、二の木戸、一の木戸を‘一しょに出て、二人は 

し6 ふ みか{•**%3的4> わか 

霜を屉んで、見！勝に左右へ別れた。 

づ lt >5 0 K ♦ら た！5 す七 SJ う 1 >すこ 办 2 v»s > 

厨子王 V 登る山は由良が嶽の据•て、石浦からは少し南へ行つて登るので柴を 

か 轰 f 4 wJ»^-ff ら5 S る S 21? 0 10 る (いも • 

荊る所は、麓から遠くはない'*所々紫色の岩の露れてゐる所を通つて稍廣い平地 


1:33 る e そこに 雜木が炎つてゐるのでぁる。 

ぼヂ王は配木取の中に立つてぁた5を見廻した*敗し柴はどうして荊るものかと" 
斯くは手を著け秦ねて、朝卟に霜の融け掛かる、茵のやうなぎ葉の1に、ぼんやりす 
b つて m を溫した。 やう/ \氣を取り直して、一&二枝 3®* るうちに、厨子王は指を傷 
めた」そこで%落潞の.4にす b つて、山でさへこんなに寒い，■濱邊に往つた姊埝は、 
さぞ潮風が寒からうと、ひとり淚をこぼしてゐ作"* 

151が你蹈齡ってから、柴を背負って麓へ降 b る、外の樵が通 b 掛かって、.お前も大 
知の S の奴か、铝はかに何荷莉るのか」と問うた。 

一 かに 一一 •荷莉る氬の柴を、まだ少しも莉りませぬ」と厨子王は正直1:.分つた。 

- H に一一-荷の柴ならば、¥までに二荷莉るが好い。はかうして莉るものぢや-' -樵は 
1:-荷を卸して置いて、 f - ぐに一荷劝つてくれた。 

厨 T - 1 - 王は氣を取り直して•やう/\午まで1:一荷荊り、午から V 一荷莉つた e 
山椒 大夫 九= 



alt 在 ft ね»ん£# *-«tu 9Z. ^ Lx Si u 

笾邊に往く姊の安養は、川 0 岸を北へ珩つた。さて潮を汲む均所 t: 降り立つたが、 
これも汐の配みやうを.！らない： i£?l で* 6-F 應まして、やう <粉を誠すや#や、漱が 
杓を取つて行つた" 

姦〇ノ をな crXC - C や SU 6*1 v » し！！ 

隣で汲んで2)る女子が"手早く杓を拾つて戾した』そしてかう云つた、「汐はそれで 
は汲まれません。どれ汲みやうを敎へて上げ.ょう。右手の杓でかう波んで、左手の桶 
でかう受ける。」とう^-一荷汲んでくれ； T 

「雞有うございます。汲みやうが、あなたのお蔭で*わかつたやうでございます。自 

^ すこ あん C 一し«< お《 

分で少し汲んで見 ませう。」 安壽は汐を汲み资ぇた。 

隣で汲んでゐる女子に、無邪氣な安壽が氣に入つた。二人は午餉を食べながら、身 

3^ .5 » 勢や 5*f い « こ (s€ い ふ *J み *• 

の上を打ち明けて、姊妹の誓をした。これは伊勢の小萩と云つて*一見が浦炉ら買は 
れて來た女子である C 

最初の日はこんな工合に、姊が言ひ附けられた三荷の献も、弟が fi ひ附けられた 



三 t の柴も、一荷づっの勸1!を受けて*かの m までに街：〜氣つた'* 


姊は潮を&み、' S は典 r 5 ffi ** って、 t ^ ih ^ と 於ら して！！：った‘ S は齡で * si を奶 
ひ、^は0];で51を S ひ、かの S を i って1:に M れば、 xf ^ を^ l r て、 3 a ? 
紫に ゐる 父が戀しい、佐渡に &る 配 * »* 親しい と、一一 JIC ては かき、 かいては,^ ふ0 
兎角す るぅちに 十か立った。そして組 數ゲ皆を 心げ な/、 ては なら,2則がかた。和を 
を明ければ、奴は奴、婢.は. m 0 B 組にルるのである。 

X :は&んで^れぬと r た。編が g に £* へた。 

S は r た•「たは s > た s ぢゃ。 s f rs へ nl?r 。^ は^の5 j へ 

引き磨って取け-」 

奴頭が 承って 取たぅ •とした S 、 二 i が ^』 から！'び如めた。そして幻に， ji った。 
「仰 やる通に 童 共を♦きかけさせても齡ぅございますが、 影 齡は於んでも卿れ A と时 
山椒大夫 九五 



すさうでございます。*脱なものゆ4、死ぬるかも知れません=莉る^はわづかでも、 
W む船 i いささかでも、 Atf " ザ fc すのは厭でございます"ゎたくしが好いやうに計ら 
つて遺りませ-?。」 

一 それもさう か。 SU になる 事は b しも嫌ぢや。どうにでも勝手にして S け u ° 大夫はか 
う云って！ i へ向いた。 . 

二一 舶は三 の ^ i に扣星を掛けさせて、 姊と弟と V 一しょに S いた。 

f : の fx : の 為は、ぃ？ の ゃうに 1:の 斬を r てゐた。 それを一一郎が通 
‘かって M* ぃた。二职 H 船って、^— Ms を 厳げ？、^をしたり、 
论をした bt るのを取り締まつてゐるのである。 

こ8は和51&^てコルに一?^た二.ハ^は瓶しうてち5&は^0^?紫はそれょ 
L 鉛ぃ。為の ffi - かれる^|ではなぃ。ハ1:に浴ひたぃ？。、对きぅなるかを&っが 
好い。」かう一ずって出て行った。 



81經て又ぎ日の m に、？一人のチ供はハ X - 母の斬をーーがつてゐた。それをん1^は三船が組 
bi かって聞ぃた。三 g は你辦を卽ること^で^阳の私お^.を、^^:かを斯 
つて見迴るのである。 

一一人はハ 3 C * 母の事を言ふ度に、どうしようか-かうしようかと、和 ひたさの 齡に 、あ 
らゅる 手立を話し合つて、夢のやうな 船漱をもする。け ふは阶がか う SV . つた cr 对 きく 
なつてからでなくては、遠い艇が阶來な いと分 ふのは、 それは齡り獻 の g ； よ。わたし 
達はその出來ない事がしたいのだ わ。 だが ^ •たし 好く 思つ て見ると*どうして &—* J.l 人 
一しよに こ > を逃げ出して は 駄目なの。 わたしには 從はないで-お 紀 >「 人で.げなく 
ては。そして先へ筑紫の龙へ处つて、お父 ^I にお. に撕かつて •どうしたら かいか fp ]? 
ふのだね。それ^*ら sr ぉ繼 S 赃に4<が4ぃゎご三职^斬をしたのは、起 
佾この安迨の lejl であつた。 • 

一二郎は弓矢を持って，っと44|の£に^ < った-'「こら。お靈は^!げ，^ 化をして 
大夫 * 九 b 



をるな"船 tf の齡てをしたものには飢肌をする。，てれが Jtt:' 狐の徙ぢや•赤ぅなつた班 
は熱いぞよ。」 

コんの為 は 5 s 挺に なった。議は三 iL み 6 て r た「ぁれは？ござ 
い i す"*3 T が TA «> で A げた？、まあ、 i * こまで 斟かれ ませ’フ 。餘 5 親に逢 づたい 
ので、 あんな 新を¥ しました。 こな ひだ も 4 と 一し よに、船 •」 なつて 飛んで他か.フ 
と 料した こともございます •出放題で ございます。」 
紀み超は分つた。「,ぇさんの分ふ齡りです*ぃつでも1人で的のゃぅな*阶來なぃ 
數 ばかし 61 つて、^ の 飯しいのを紛らして t のです。」 

•へて、 f の1?ゐた。「ふん。 f 4でも好ぃ。ぉ主 
歡が Y しよ にをつて、なんの観をすると一ずふことを、 as が错に聞ぃ S ぃ？。」かぅ 

云って11 A はぎ行った。 io 
mtA» が* ■ く m: ひた。それからどれ磬たかゎからなぃ•二人は 



ふと 物 11聞き 附けて 目を 醒 ました C 今の小屋に來て からは， 燈大を斯 くこと が許さ 
れて6る。その微かな明りで見れば、枕元に三郎が立つ てゐ る。三郎は"つと寄つ て、 

«•，ベ►ふ* • JtD 』 べつ lj » 6 fc trl で S つ管 •ふ 

兩手で二人の手を M まへる。そして引き立て > 戶口を出る。蒼ざめた月を仰ぎなが 
ら、二人は目見えの時に配った、齡い馬道を引か.れて行く。階を三段登る。%を Ml ; 

> »lrAA i » み 办る嚢 tt ひ SVV ひ ilf 炙 ub 

る迴り迴つて前の日に見た廣間に is 入る‘そこには大勢の人が默つて並んでゐる" 
三郎は二人を炭妙の具っ赤におこった必の前まで引き靡って出る • 一人は如屋で•き 
立てられた時から、口〈「御1なさい<」と一 {； つてゐたが、三郎は默つて化き m つて 
行くので、しまひには二人も默つてしまつた。爐の向側には茵三枚を#ねて敷いて、 

，んポ V ふ 粑いふ2»2» ざ ^^0 た ie 5 C て 4、 

山椒大夫がすゎつてゐる。大夫の赤顔が、座の左左に焚いてぁる炬火を照り兄して、 
燃えるやうで ぁる r 一一郎は炭.^の中から、赤く燒 けてゐる 火筋を拔さ出す。それを手 
に持つて、暫く見てゐる。初め！！！き通るやうに赤くなつてゐた鐵が、次第に黑ずんで 
來る。そこで三郎は安一を引き寄せて、火筋を顏に當てょうとする"厨子王は其桃に 
山椒大夫 九九 



甚逋舟 I Go 
献み W - く •三船はそれを1 sffili して拭の船に敷く。とう"'^■火筋を安壽の額に十 xo 字に 
かてる 。 £l ri?r 一 r ぬ s を?て歡&る。三8は繼を&き扼して、齡の 
Tfc のを?1-き S ? し、 s 紙にもか紀を十^卜に當てる。新に壤く厨子王の R , 象が、 
mrJI かに S た51の S & る*三® I は盜を I 6 T て' 棚め？ tA * を S 歡へかれて和た 
i のゃうに、 atA » のをを撕まへる。そして i を4齡した^船ぃ繁を®って、 
nA * を一 fe の mf の 0 rl まで❿き ai ^ し、 f た ±2 ©Jtz に rM す。一 V の4'供は創 S ' 痛と 
*6 t の 2 SI とに^を^ひさう U なるのを、やう^'^"堪へ忍んで、どこをど.フ步い/2ともな 

く、三の絮の44&る。辦のぎ M : れ ^ A * は、® く影の T に S かずにゐ 

たが、紙ち ©^ fsi が「阶えさん、群<ぉ離獻您 を」と 叫んだ。安壽はすぐに起き iiLS っ 
て、 S の？ I を® It り m * した•ゎななくを&を i いて、^:から nm を SI ルに斯 
总た。 ttA * は雲に <2 &づいた。 ■©«? ひしばってもこらへられぬ派の漸が、か 
き渺すゃうにぎた。！ T で ir & でてかれば、船は? a ? もなくなった。はっと斌っ 



て、- t 人は目を醒ました。 

51 ん の 為は！！き S って歡 の S をした • M じ歡を M じ职 にか たので* る。■は^: 
禁を して、 5 M 矣たと M じやうに、黯に剧 忌た。 — - J . A . はそれを心し g ん 
で、 配 かな燈火の明.。にす炉して、 渺獻祀の觸をかた。2歡©|553に、||で§ったゃ 
うな 十文字の疵が あざやかに一^えた。 


二 A * の H を一一 -S に辭せられて、黯艇ろしぃ與を rm から、製の繁 

がひど'-歡って來た。 M 4 には 卵き^! まった ゃうな #?傲がぁって、 M 2 の概には艇が 和り、 
目は遙に遠ぃ處を見詰めて ゐる 。そして j を 1 一 B 1 -' はなぃ。 H » の m に g 炉ら賦 ると、これ 
までは弟の山から！ i るのを皆ちめけて、歡ぃ調をしたのに、私は こんな 献にも編；^ 
にしてゐる。厨子王が心配じて、「姊えさんどうしたのです」と 一 於ふと、 「どうもし ない 
の、大が知ょ」と一 f ； つて、6ざと らしく！^ ふ。 

山椒大夫 一〇一 



i ?0 紀と齡つ§は忠これだけで、 «- ふ斯が it 迷つてもをらず、爲る事も平生の 
Ml でぁる。 S し554 *3 £f は S & めもし、船められもした一人の姊が、経つ S 子をす 
るのを！^て、 MP & X なくっら Ll , fc *6 s を、 ms に fr > ち明けて私すこと も 出來ない。二人の 
為の銳私は、紀ょり一»18しくなったのでぁる。 

蜇が i った‘んだしして、軒が影れ♦かった。* ci も^も外に出る爲事を止め 
て、 rf 麵くことになった AII は網を辦ぐ^蟊は繫を敗っ。^を禱っのは 
_はいらぬが、紙を51ぐ S むづかしい。それを S になると4勢の小获が來て、手 
亂っ？紀へ7する*繼はぉ8"に挪する彰が媒っればか办でな<ム網に挪し 
ても K になつて、虹—装®—る。齡し如網は髮を祗せずに、いたはる 

っ* 0 C - 

户ぅにして附き合つてゐる 

gg -£ vl の窝にも rr れた^しこ > lt の r は何の晴れ•かましぃ 
f なく、 1象^ frs て、^ < v ること^ J なので、版はしい， 



fcv かみ ^6 ! け « § こ令 &34ひ籌こ つねい|*4ひ 

もない•只上も下も酒を飲んで、奴の小屋には諍が起るだけである。常は諍をす • 
ると、藤しく罰せられるのに、かう一&ふ時は奴頭が大目に見る•血を來しても知らぬ 
顔をしてゐることがある。どうかすると、殺されたものがあつても構はぬのである。 

11 S ♦ど こや n c tt€ P 本 *au 5 cf-lctf 4 

寂しい三の木戸の小屋へは、折々小获が遊びに來た。婢の小屋の賑 (1 しさを持つ 

> に tf 薔 尨な»£ かふ智 • S や は«こ QrJa や5今 

て來たかと思ふやうに、小获が話してゐる間は、陰氣な小屋も春めいて、此頃 fl 子の 
變つてゐる安壽の顔に?へ、めつたに見えぬ微笑の影が??:ぶ6 

4 J & 鼇衣&{ 攻か しご.〇 24C ; あん〇泠 v»l つ If づ U |>5 わ^ 

三日立つと、又象の中の爲事が始まつた。安#は絲を紡ぐ，厨子王は条を松つ。も 

X*smpt て r>ff おょ ft ど あん C 多 つ tr まば tr 

う夜になつて小获が來ても、手傅ふに及ばぬ程、安壽は紡錘を廻すことに慣れた。祓 
子はぎつてゐても、こんな，かな、同じ事を繰り1すやうな爲事をするには差支な 
く、又爲事が却つて一向4:なつた心を m らし、落著を&へるらしくかえた•姊と m の 
やうに話をすることの出來ぬ厨子王は、紡いでゐる姊に、小获がゐて物を，151つてくれ 

ttacu •為づょ お6 

るのが、何ょりも心强 C 思はれた。 

山椒大夫 loH . 



ffl 通 ^ -ora 


於が您み、あが#える頃になつた。ぁすからは外の爲事が始まると一ずふ日に、-一郎 
が W をル 船る 齡に、三の和和の小41に來た。「どう tr やな。ぁす爲事に出られるかな • 
对紙の At の中には銷氣でをるものもぁる。奴頭の話を聞いたばか b ではわから A か 
ら、け ふは 小星々々 を 皆見て廻つたのぢや。」 

紀を捻つてゐた厨み王が亂事をしょうとして、まだ詞を出さぬ間に、此•ぬの M ? 子に 
も防ず、1|||が漱を挪ぐをを±^めて、つと二郎の紀|:艇み斯た1「それに敗ぃてぉ願が 
ございます。わた^ i は；弟と&じ所で爲事がいたしたうございます•どうか一しょ 
UOI : へ避つて Ti さる やうに、お取^らひなすつて下さいまし C 」 蒼ざめた顔に紅が差 
して、目が赫いてゐる* C 

ぼ卜^は蝴の li やが二度卧に！!つたらし<見えるのに驚き、又自分になんの桕談も 
せずにゐて • 齡挪に往きたいと一於ふのをも紙しがつて、 R 目を睜つて姊をまもつ 



てゐる。 

二郎は物を 11- はずに、 t 壽の MT 子を t >* つと ルて &&= 纪齡は「咐 にない、 奶 Y っの 
お 願で ございます、どうぞ山へ お遣な すつ て」 と 繰 by して m - つて， q る。 

W くして二郎は口を開いた。「此邸では奴婢のなにがしになんの爲 をさせると 分 ふ 
ことは、 m ? い事にしてあつて、父がみづから 極める-- 術し垣衣、お №1* の酿 はょく^- 
思ひ込んでの事と見える。わしが受け合つて取りなして、きつと 山へ^!かれる やうに 
して遣る。安心してゐるが好い。まあ、二人の穉いものが無事に^ を ® I して！ &かつ 
た。」かう云って小屋を阶た〇 

厨子王は杵を措い r 姊の側に寄つた。「姊えん。どうしたのです。それはあなたが一 
しょに山へ來て T さるのは、わたしも嬉しいが、なぜ ffi * し挪に W んだのです。なぜわ 
たしに相1 しません。」 

姊の顔は喜に赫いてゐる。「ほんに さう お思ひのは *2 もだが、わたしだつてあの A ? 

山椒大夫 10五 



高瀬舟 一 O-A 
の航を取るまで、齡まうとは ©** つてゐなかつたの。ふいと思ひ附いたの fr もの。」 
「さうですか。.贫 r すなあ。は齡らしい物を見るやうに姊の顔を眺めてゐる。 

鍵 fe と M とを！：？ ^ って r 。 *^ ん。ぉ f 鉛をょさせて、邮 r 撕 

b に！？ るのださ5 で、わしは！ i 具を持つて來た'代 b に桶と杓を K つて&>か 5。」 

フ」れはどうもおを！ 5 でございました。」 1 壽は身^に立つ r * 福と杓とを出して i & r し 
た。 

si !, はそれををけ§つたが、まだ祕办さうにはしない。顏には一穐の苦笑のやうな 

繫^れて？。裝は黯裘^のもの>-1£:阳を、^^?砂<?に& 

、そこで配射傲ない、 ^ BIT な S ? をもためらはずにする。併し生得、人の悶え苦んだ 
b 、 かき咐んだりするのを見たが b はしない*物事が段かに配んで”そんな事を見ず 
に&めば、齡 K が默,である'*私の節笑のやうな S 情は人に難依を如けず1:は濟まぬ 
とあきらめて、奶か！&つたり、したらする時に、此男の顏1:現れるのである0 



観は _ に rp > ぃて r た-'「さて^っ®!•がぁるて‘は^さんを齡 S に ifi - る 
ii は、二繼が1<顏に料し r て S へなさった のぢゃ 。すると®に 一二■が をら 
れて、そんなら SS おを SI 1にして011へ it - れと W ?， った。は、&ぃ*思 w ° 右ゃとぉ 
%なされた。そこで b しはお 紀 さんの M を K うて 往か ねばならぬ ご 

傍で聞いてゐ る55み M は、齡31を贼を雜されるやうな®5をして聞いた/ <• して目 U 
齡を街 v て姊を見た。 

戴にも繼の雜からは1^の纪^ぇなかった.「ほんにさうぢゃ。黯に汾<か 
らは，ゎたしも娼ぢや。どうぞ *5 鑑で跏 つて Ti さいまし cfei r 妬败の W1 * に 項を 伸ば 
した。 

备のぁる、 S 5 繼の f 、 船^の 一 f さっ <“れた。 

ぁくる,？ t A >* のや s は ni をがひ販 fc を撕して、をを r w ^ て貧を阶 

山椒大夫 一〇七 



高* 舟 一0八 

た C 山椒 大^<の所に來てから、 tt 人 一しょに步<のはこれが 始で ある。 

づし <>う あね ？秦 IX か か S *> « Mvlf ね 

厨子王は姊の心を付 b 兼ねて、寂しいやうな、悲しいや5な思に胸が一ばい1-.なつ 
て a る。きのふも奴頭の孤つた跡で、いろ^-に詞を設けて P ねたが、姊はひとなで 
何事をか考へてゐるらしく"それをあからさまには打ち明けずにし i つた'* 

山の麓に來た時-厨子王はこらへ兼ねて分つた。「姊えさん。わたしはかうして似し 
振で一し ょに步くの だから、 嬉しがらなくてはならないのです が* どうも！§しくてな 
りません。わた L はかうして手を引いてゐながら、あなたの*?へ向いて、その禿にな 
つた お 頭を見る ことが 出來ません。姊えさん。あなたはわたしに隱して、何か考へて 
ゐますね。なぜそれをわたしに言つて聞かせてくれないのです。」 

安壽はけ3も慰光のさすやうな喜を額に湛へて、.^きい1£を赫かしてゐる。齡し 
1 r の： S 1 は街へなぃ。鬅き r てゐる a にがを A - れただけでぁる‘ 

0J : に F ぅとする^^ぁる。£には llriQT に、氍 ：£ Jr 脱れて 



ゐるが、道端の草1:は黃ばんだ葉の間に、もう靑い茅の肚たのがある。奶の啦から祐 
に折れて登ると、そこに岩の隙間から淸がの湧く所がある。そこを温りかぎて、齡配 
を?9に見つ >、うねつた道を登つて行くのである。 

丁度岩の面に朝かが一面に 2|>して ゐ气纪毒は起な卩. J つた戴の、船 y した Ral に职 
を 卸して"小さい堇の睽 いて a るのを 見附けた。 そしてそれを 槪さして王に 处せ 
て云つた。「御奶'•もう春 1:なる のね 0 」 

厨子王は默つて頷いた。姊は胸に祕密を菩へ、ぉ齡ゑは^ばかりを抱いてゐるので、 

とけこ^で SU 备づす/|し S 

鬼角受應が出來ずに、話は木が砂に沁み込むやうに とぎれてしまふ* 

去年1を苑つた木立の邊に來たので、厨子王は足を駐めた CI ねえさん 0 ここらで 如 
るのです*」 .. 

「まあ、もつと高い所*へ登つて見 ませう ね。 k 女！$は先に立つてずん<挪つて かく. 

ド jFS* ク # レ 2 V* ユ t S し Hllrle** とやまいた ‘ v» 

厨子王は訝りながら附いて行く。麪く.->て雜木林ょりは餘程高い、外山の頂とも命 
|'»大夫 一〇九 



ふべき所に來た。 

鶴はそこに*&って、齡の？54ぢっと^ゐる。£は、惡ををて如ルのがに注ぐ 
& g を f て、151ば ti った聽に、こんも-と S った繫の？？から、 
«i の^のかぇ • fcIil : に ± t まった。そして^子5-ゃ」と>65を呼び.けた。「ゎたしが 
似しい WI * から^^をしてゐて、お m ともいつもの al に誠をしないのを 、 ilx fr と S : つ 
てゐたでせうね。もうけふは氣なんぞは5®らなくても好いから 、 b たしの言ふ事を好 
くお i ;, 網は&か*ら&られて4た？、_から皆5までの獻を、ゎたしに歡 
して S かせたがね、ぁの路を6して於けば、ヲもう忠いのだょ。 St ? 紫へ往く S 
むづ t いし、•き歌して^へ齡るのも、たやすい事ではないけれど、都へはきつ 
と&かれます。おぎぁ1とき?し1に_を阶てから、ゎたし斯は||ろしいだばか 
ら&&った V AT の311が呢けるものなら、#* At&c かはぬにも贼りません。ぉ前は 
これから B ひ♦つて、№5起を！！げ❸びて、どうぞ瓣へ SS つておくれ。■のお^* 


で、秦い At にさへ ik あったら、撕免へお？^になったお父う搽のおかの上も知れよ 
う。5^ぉ1觀のぉ赃^<こと|,^ょう。配ゃ^勤てて卽ぃて、??だけ 
持って往くのだよ。」 

需 S 5 は f て，ぃてゐたが—を^て S れ 一^た。「そして、 i $ ,1 ぇさん、* 
なたはどうしようと云ふのです。」 

rb たしの事は51はないで、お I 一人でする事を、 b たしと一しよにする積でしてお 
くれ。お(乂う衞にもお！ J に31かり、お#*-あ樣をも島からお速申した±1で、ゎたしをた 
すけに來ておくれ。」 

|‘でも6たしがゐなくなつたら、あなたをひどい目(:逢 {. t せませう。」厨子王が心には 
航肌をせられた、紙ろしい夢が浮ぶ。 

「それは 6 IV めるかも細れない•かね、ゎたしは斯慢して見せます。 金で 買つた婢を 
ぁの M は m しはしません。4 S お^か§<なったら、ゎたしを二纪,炉せよう 
山椒大夫 ニー 



离 511 舟 二：一 
とするでせ う。お前の 敎へてくれた木立の所で、わたしは柴を澤山莉 b ます•六荷ま 
では莉れないでも、四荷でも五荷でも荊れませう。さあ、あそこまで11りて行つて、 

*>5?か» * * ^ *§ *{ » V *»ん(:<* X * k 

籠や鎌をあそこに置いて、お前を麓へ^つて上げよ5。」かう云つて安毐は先に立つて 
降 b て行く。 

厨子王はなんとも思ひ定め兼ねて、ぼんやりして附いて降りる"姊は今年十五にな 
り、弟は十三になつてゐるが、女は早/、おとなびて、その上物(:憑かれたやうに、 
聰<賢しくなつてゐるので、厨子王は姊の詞に背くことが出來ぬのである。 

こ i お ふ！ 4^ S か象 tN: 5( IT あね淹&^ぞん t U 

木立の所まで降りて、二人は籠と鎌とを•路葉の上に置いた。姊 a 守本尊を収 b 出し 
て、それを*^のをに t した。「これは大事なお守だが、こん度逢ふまでお前に想けま 
す。此地藏後をわたしだと思つて、護刀と一しよにして、大事に持€>てゐておくれ。」 
「でも姊ぇ1 C * んにお守がなくては。 し 

「い >え。わたしよりはあぶない目に逢ふお前にお守を通けます。晚にお前が良らな 


いと、きつと討手が掛かり ます。 お紀が ら敦いで も、 あた 5 脱にかげてかつては、 
追ひ附 かれる に 極まつ て， Q ます。さ？ M * た g の ±i をを！^と35-ふ g まで tt-?、ti 
尾好<人にル4けられずに、祇歡へ佐してしまへぱ、路までも，^ い。そこ； 
つたら、あの塔の m » ぇて ゐたお封に^<つて配しておもらひ。 g くあそこに 1 ST れてゐ 
て、討手が M つて 来た 跡で、 5 S を：^げてぉ g 。」 

「でもお寺の坊さんが蔭して. いてくれる でせ うか..」 

「さぁ、それが I しだょ。酣ける 51 X なら r んが fc を g してくれ ませ.？。」 

「 f ですね。ぇさんのけふ#!やる斬は、 まるで ■か■が航や S やう ごす •ゎ 
たしは考を fe めました。なんでも姊えさんの№2 やるにします。」 

「おう、 好く 聽い ておくれ だ •游さんは备い A ? で、 きつと お W -* を® T して ぐれますご 
「f r す。わ£に もさ r しぐ g はれて 於ました‘ げて赃へも tt * かれます„お 
父う樣 S 母—にも逢はれょす‘ t んの&にも和られます‘ S の：； 



と frEn 
「さあ、%!まで一しょに行くから、 群くぉ邮。 j 
$は^で fr た‘ f s - f は f て‘の f た l & t 持が、暗示の T 
に* ST に S つ r かつたかと S ? はれる。 

m2 の f 0 ri へぎ。紀は ■に r て ぁ H を ルして、影を 汲んだ。 「これが 

蛸は紹をかみ rl 「そんなら r さん‘ 盤す•きっと A ? に 見附から ず 

に' 的山まで 參 hi す。」 t 三， < 
f s は千4ばかふつてゐ鉅 f 、 If に*け r て 、 f ?て街道に出 
た-そして禁 gnr .1 かつて f のでぁ气 , 

錾は齡 eil って、絜の rr < れては鬆れ^^を况さくな S まで見ぎ 

た〇そして«»は*<托に龄づくのに、0|;に敗らぅともしなぃ\教1:けふは此龙角の 


ft 9 こ ひと み 91みVた と«す cr »ん U# » 

山で木を樵る人がないと見えて、坂道に立つて時を過す安壽を見昝めるものもなかつ 
允* 

め%はらから **« で t ん *!fd>f いふ け 5つて こ •MA-cfcAtL %> l>J>4. つ 

後に同胞を搜しに出た、山椒大夫一家の討手が、此坂の下の沼の端で、小さい驀履 
を一足1つた。それは安毒の®4であつた • 


«か令 1 こ l <5 c もん 纪5つ はかげ み IJ » fsv > ひ -0 こ s ( :, 1t 

中山の阈分寺の三門に、松明の火影が fil れて、大勢の人が籠み入つて來る。先に立 

し， .a つか な豸な靶 たぱ a 3 んせ 911? いふ む ら9 

つたのは、白柄の薙刀を手挾んだ、山椒大夫の息子三郎でぁる* 

^5 复ヘ S^A V «» ^vi it ん臂う l > f ふ i 

一一一郎は堂の前に立つて大聲に一？{つた。「これへ參つたのは、石浦の山椒大夫が族のも 
のぢや。大夫が使ふ奴の一人が、此山に逃げルんだのを、错に譌めたものがぁる • 隱 
れ場は袁ょ b 外にはない■。すぐ 1: こ > へ出して貨は う。」 附いて來；^<勢が、 -1 ?あ、 
出して貰はう、出して貰は う」 と叫んだ'* 

本堂の前から門の W まで、廣ぃ石疊が續いてゐる* k 石の±*には、今を1:{松明を 

山椒大夫 二五 



1:った、三船が尹のものが！： しかって 6 る。^^ の m 儒には、境托に住んで^る限 
の P 、 •篤 A も f •ず i っ てゐ气これは m 尹の S が pi ぃだ時、內陣か 
らも、 iit も、 SS が «?った かと、 挺んで妒て和たので ぁる。 ， 
f 2 rs ^ ら £を阶 けぃと ' '45 んだ®、如けて A ^ れたら、 fKUm l f をせられはすま 
いかと松 lef して、^*けまいとした frfi *>* 多かつた。それを住持暴猛律師が開けさせ 
打•齡し ^一 i が裝 で、！！げ&を咖 せと一 r のに、繫は*^を閉ぢた値、暫くの 
間 ひつ そ4?として ゐ る。 

三 S は iij : 齡 をして、 M じ SS を二.二^ i り 犯した。 をのもの > 中から「和尙さん、どぅ 
したのだ」と i •ぶものがある•それ1: 短い笑藓が交る。 

ゃぅゃぅの if で繫の i ^-5 一に4ぃた。_^が影で卽け位のでぁる。紙* 
は蔚 YS . に船って、なんの4 S をも S はず二 II 赃の_を flf * にして象の阪の 
±*に? た。 ^齡^ !§2 な8と、拟のま^|^^た娜とが、«,*く火に照らし 


出された•律師はまだ 五十歲を越した ばかりである。 

1師は徐に：：！を開いた。親がしい討手のものも、敗阶の戴をルただけで私ったの 
で、 si は私々まで聞えた。「逃げた下んを祀しに* : b れたのぢやな•齡一では55斯のゎ 
しに言はずに人は留めぬ•わしが知らぬから、そのものは $SUJX に， Q« •それはそれ. V- 
して、夜陰に劍戟を執つて、多 A^ 歎怦し寄せて55られ、11 m を！ i けと云はれた。さて 
は团に大 «Lt でも起ったか、公の叛逆九でも阶かたかと m? うて、三 W を阶けさせた。そ 
れになん tr や*御身が! 4 の下 As の詮議か。當山は勅願の寺紀で、 三 m r. は辦航を脉 
け、七 m! の船には■彰の繫が IKI めてある：.：で黯を！ 一 かれると、 P* は m 
校の貴を問はれるのぢや。%獻紀 ajlss^? に鮮へたら、船からどのやうな w= 和かがあ 
らうも知れ120■そごを好う.思うて見て、早う•き取られたが好からう*惡い事は I は 
ね•お身達のためぢや。」かう一&つて i 師は t かに戸を鰌めた。. 

三郎は t 堂の戸を睨んで齒怒をした•齡し戸を打ち矿って路み込むだけの Mt 氣もな 
山椒太夫 | !七 



高 M 舟 : 

った。 r ものは s 船に絮のざゎ？ゃぅに？かはしてぬる。 
ftim - xs 狼で呢ぶものが6つた。「その和げたと分ふのは十ーコーーの小 bo ばぢやぁら 
う•それならわしが知つてをる'*-1 

三 s は8いて r 起を r 。 rolj ® 大 r かまがふゃぅな繁で、®^船繫 

v , ぁる e ■は： i を1いで r た•「そのゎっばはな、ゎしが料頃鐘 r ら見てをる 
と、 ii 泥^を齡っ—ぃだ。 r - c ぃ S には？。—装の fr た 

ぢやろ。 L - ^ t ^ 

「それ—。鬅&の rmt はぎたもの？。漱 け」 と 一 ?'て一二郎は W っ C 返し 

た。 

Is の rrtf をの m を S て、 itle 5 の f 5 s rr * くのを、 _.; f 誔 て、知 
板で數った^ぃ装の S で、ゃぅく你ち r て龄ょぅとした m ' が is 驚ぃて 

飛び立つた • 


ぁくる0»に1如かからは S 斯へ A ? が阶た。杭航に把つたものは、纪歡の A . l i 犯の m を 
»*ぃて?。齡の*?へ^たものは、三2の¥ゐた_が&? 5 *でぽって!^&した 
q を，、て和 2* 

が一おぃ て、 #!■，一 f 龙へ&ぃ H た-齡ほどぁる配の if & 
つて、 IR4 のおさの sm を *" いてゐる** S からは 8 fil を4りこくつて三灰を著た厨子王が 
W- いて行 

tA. は髮 に齡 を^5ぃて、^1は桁 パの おに^た。111: 此の t 野に 來て、網 師は 
№1緊で似んで、551 ^,3Ef に爬れた「料把 F 4^にして«->け、ハ|:の^,息はきっと知 
れ6」と i ひ i かせて、41 陬は S? を旋した。ひくなつた昧と同じ 班を 言 J 坊撝だと、 
厨子王は i5o た* 

齡に^た|:政は^^になってゐるので、^の溝|:に泊った* 

III 取大 




商 M 舟 二10 

tlfoltr 5 p pi » atttt し «si 9 aLA% u «i 

溜堂に鉍て、あくる朝目が醒めると、 iff 衣に烏栢子を著て35¢?を穿いた老人が、枕 
元に立つてゐて一 K つた。「お前は誰の子ぢや。何か大切な物を持つてゐるなら、どうぞ 
己に見せてくれい。己は妍の病氣の平癒を祈るために、 ゆうべ こ>に參妞した" する 

户め つげ so か 3 J ね S2 H SOB んぞん t 炉 

と夢にお街•かあつた。左の格子に寢てゐる童が好い守本对を持つてゐる。それを借り 
て m ませいと一ずふ事ぢや*けさ左のぎ子に來て見れば、お前がゐる•どう•そ esl: 身の 

3^ あ ll^eB んぞん か 麯れ 

上を明かして、守本尊を貸してくれい。己は賙白師實ぢや。」 

厨子 H? は一&つた。「わたくしは陸奥椽正氏と一ずふもの >T= てございます。父は十一¥2 
前 {: 筑紫の安樂寺へ柱つた切 b、 獄らぬさうでございます C 母は其年に生れたわたく 
しと、一 r つになる姊とを連れて、岩代の信夫郡1:住むことになりました•そのうちわ 
たく^;>が大ぶガきくなつたので、姊とわたくしとを連れて、父を1ねに1立ち まし 
た•铨後まで出ますと、がろしい人買に5られて、母は佐波へ、姊とわたく->とは丹 
後の由良へ貴られました。姊は由良で亡くなりました•わたく-^の持つてゐる守本竹 


は 此地藏 はでございます パかう 云って守 ^ f を 阶 して；^せた。 

姉馊 It 保像を手 U 取って、先づ額に當てるやうにして舴をした-それから M 把をか 
H ち^1し、で W に奶て1?'た。「これは A ねて Is * き^んだ、 It ? ぃ紫 3 E ? 製觀 
の金像 t ; や ！ c 濟驗から渡つ. ft のを、歡办おが持佛にしてお！！なされた、これを！：ち 
傅へてをるからは、お®の^:柄に紛れはない-佩恥がまだ！ tfii にをらせられたが傾の 

械に、一犯の影に繁して、 aLT *- へ髮せられた^ iE - s が S 4•に舶 At まぃ* 

若し：ぶ俗の1がぁるなら、和ってはか' ml の御：もぁらう*知づ齡射 Ji ? j の M の斯に 

l»n Z 

する。己と一しよに觭へ來い0 J 


歡緊の， S と r たの.は、 Si に ^ て* る 5 SS で、 ii は S の M でぁ气齡 は 
W しい■がで f れ S に、 紀蟲の辦溶 を m *- りて g むと、すぐに«?ふやぅに和 
m せられた。 

山椒大夫 ニニ 



紫は篆おに翳させて、髮で^•を^た • に S 2が iwk へ、形繫•を 
1 {たせて、蔡を！ i ひに赃をかつた。犯し■が tr つた^爵はもう Je >- んで*た. 
对船して52歡とかぎってゐる©- :, 4^は、身^れ1歎ぃた。 

鬆の辦の81.懸は鬱の誔にせられた。これは1の m で、任固には自 S 
で tt - 炉ずに、^ I を取いて齡めさせるのでぁる • 你し斷守は最初の政として、丹後一 
斷で AT の艱を58じ气そこで0|1雰おも-^く落を德して、辕を撕ふことに 

した。 だ s i> 乾では 一&それを 对きい ffits の やうに M つた v Jfci 時から ft ? 作 も HS 
幣も献 に唞して 犯になつて、一獻はいょ— 6み射えた』_料の默^暴猛^ 師は僧都 

にせられ、 斅の船をぃたはった裝は齡へ r れ q ® が C - H — は 
れ、戣 f た g の”は馨 I っことになった。 e 
JEI 獻は槪斷のためにこれだけのををして s ^ いて、 WC に亂寧を私し請うて、微行し -r 
£きへ M った • . 



佐浪の k 4は畿±-と分ふ所1:ある！4道はそこへ扑つて、役人の宇で國 中を調べて 
货つたが、 m の行方は容易に如れなかつた。 

献如 FJmt は思 I に 奮れながら、 >f A » 船|&£を阶て市中を步ぃた ••そのぅちぃ っか A ^ 家 
0 かち 漱んだ ml を艇れて、，^の獻に如かつた*空は！£く味れて日がぁか（と照っ 
てゐる。 JHIMt は*!の中に、「ど，フしてお母あ樣の行方が知れないのだらぅ、若し役人な 
んぞ に ffi ? せて 調•へさせて、自#2 が 搜し步かぬのを神佛が佾んで逢 ( i せて下さらない の 
ではあるまいか」などと S ? ひながら步いてゐる。ふと見れば、大ぶ大きい百姓家があ 
る。^: の 魅雛の疎な生垣の內が、土を菝き固めた廣場になつてゐて、其上に'|面 |: 廉 
が 敷いてある。 Irkl : は^な取つた栗の租が干してある。 をの 典ん中に、 S 樓を著た女 
がすわつて、手に! S い ¥1 -5? 持つて、雀の來て啄むのを逐つて a る。女は何やら 歌の や 
ぅな譎子でつぶやく。 

lEJitt はなぜか加らず、^ S に心が和かれて、立ち止まつ て驭い -n 女の ^ れた髮 U 
山椒大夫 li 
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S に起れてゐる - fJI * れば fife でぁる。髮はひどく S れに S った*そのうち ics のっ 
ぶやいてゐる一一が、あ賦に 5 t に阶れて PB * き分けられて來た。それと同時に正 iat は第病 
?うに4が Mt って、 a » には齡が&ぃて和た。*?はか L を奶 I してっぶ•ゃ 
いてゐたのである。 

安毒31しや、ほうやれほ。 

厨み赶斯しや、ほうゃれほ* 

鳥 も 生 ある ものなれば、 

疾う—^进げょ、逐はずとも。 

JEI 獻はうつと b となつて、% liK 聞き惚れた。そのうち38腑が煮え返るや 5 にな〇 
て、 mE めいた®4*が；：！から壯ょうとするのを、癉を食ひしばつてこらへた•忽ち正道は 
撕られた船が觖けたや 5 に St の阳へ £*■ け込んだ‘そして足には栗の稳を踏み歎らしつ 

っ、 S の f 影した • ？？のをには•為 fi げ & って、 WAr た則に、 それを 撕 !r 



押し 當ててゐた 。 

女は雀でない、大きいものが栗をぁらしに來たのを知つた。そしていつもの||を唱 
へ罷めて、見えぬ 目で t ; つと 前を見た。 其時 干した KS が 柏にほと びる や，フに、 5^の 
01:潤 ひが出た。 女は 目が開いた* 

「厨子王-と一 fl ふ叫が女の n から出た • ？一人はぴったり：！きかった乂終 ) 






紙の於斯の！ S だと分ふから、西洋は七!一紀の初 U 本は年號と一 f; ふもののやつと出來 
办かつたであ气間 £I1X と•ふふ官也がゐたさぅである•尤もそんな人はゐなかつた 
らしいと 一 & ふ A? もある。なぜかと分ふと、間は台州の + •簿になつてゐたと言ひ傅へら 
れてゐるのに、紙配の mm に {#x が見えない。主簿と一&へば、刺史とか t 守とか务ふと 

M じ , ir£ でぁる。篆 Mi fcfe れ、« ? 数は 8PX ^ れ、それ^^れ、 y の Tfc 

に航があ bli の Tfe に fi » があ6•抓には刺4と一ずひ、孤にはお f と一&ふ • 一體 U 本で除 
ょ b 和さいもの1:服の名を附けて2)るのは不郤.^だと、吉田東伍さんなんぞは不眼を 
槪へてゐ6。卽が默して部船 rnii 簿であつたとすると：=1の府縣知事位の官史で * 
&。さぅしてルると、唐書の列 i # x に出て*る害だと分ふのである。し&し間が a なく 
ては話が成り41たぬから、兎も角もゐたことにして KC のであ *<>• 


9X fcv * し 5 そにん か » 1»ん 訾 Itt - flt つも SUf *•« にご 

さて間が台州に著任してから三日目になつた。長安 r 北支那の土埃を被つて、®つ 

* づ 0 SC 粑€3 • 9?f L m C つも ふ す みづ〇 

た瓜を飮んでゐた男が台州に來て中央支那の肥ぇた土を踏み、奶んだ札を飲むことに 
なつれので、上機缣である。それに此三0*-の1に、多人6の下役が來て謁 L をする'* 

{ ulr けいし l*xtttoit ttoa*l 5t5f A ん ft s 

受持々々の事務を形式的に報告する*その慌ただしい中に、地方^官の威勢の大きい 
ことを味つて、意氣揚々としてゐるのである* 

如は前に下役のものに言つて置いて、今朝は與く起きて、 ik 台縣の歐淸寺をさし 
て出掛けることにした**これは長安に&た捋から、台州に著い允ら早速往かぅと極め 
てゐたのである。 

な// x，.cc t 2 老备»ん m 

何の用事があつて阈淸寺へ往くかと云ふと、それには因躲 V ある：問が fi 安で: - fe 簿 
のを受けて、これか _bl 地へ g 立たぅとした時、生僧こらへられぬ程の！§痛が1 

5 02 せ S づ？ 办ょ CSV い すこ ftsL つ 

つた • 單純なレクマチス性の頭痛ではあつたが、間は平生から少し神緙質であ〇たの 
で、掛か b 附の醫著の藥を飲んでもなか^■なほらない。これでは旅 f の以を延ば3 
* 山拾得 一二九 
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高瀬舟 rljo . 
なくてはなるまいかと分つて、**此と相^.して^る土、そこへ小女が來て''ロハ今卸 rj 、 
の i へ运雲がま？まして、 SA £ にお0»に咏かりたぃと¢1しますがぃかがぃた 
しま氓う」と一&った。 

「ふん、 浙扣か」 と分 つて間は 概 く # S へたが、 「兎に角逢って見る から、 こ > へ通せ- 
と - S - ひ阶けた。そして女房を 奥へ 引つ込ませた • 

7^;£ 漱飢は税配に麟ずるために、 配畜を讀んで、 五言の詩を作る こと ったばか b 
で、 Si 犯を？ i んだこともなく、老子を呢究したこともない。しかし ftrt 侶や道士と分ふ 
ものに m しては、何奶と一&ふこともな<箅敬の念を持つてゐる。自 W の僉得せぬも 
のに挪する、531目の街紙とでも SV - はうか。そこで辦おと聞いて逢はうと一&つたので 
ぁる。 « 

斷もなく一§?<って和たのは、一 A ! i の背の節い僧でぁった。垢っき弊れた法衣を若 
て、55く伸びた慰を、眉の上で切つてゐる。目に被さつてうるさくなるまで打ち遣つ 



て置いたものと見える。手には班鉢を持つてゐる， 

僧は默つて立つてゐるので間が問うて見た。「わたしに逢ひたいと一於はれたさうだ 
が、なんの御用かな：」 

f は分つた。「あなたは台州へお出な3 ることに おなりなすつ たさう でございます 
ね，それ {: 頭痛に惱んでお出な さると 申す ことで ございます。6 たくしは それを庹し 
て1ぜ ょうと 思つて參りましたご 

「いかにも言はれる通で、其頭痛のために出立の H » を延ばさうかと f つてゐますが、 
どラして直してくれられる箱か C 何か^ T 方でも御存じか。」 

「いや"四大の身を惱ます病は幻でございます‘ R 1 :' 淸 A な柏が此奶职一 ばいあ 

i I じ s U ル 

れば宜しい。咒で直 L て進ぜますご 

「はあ呪をなさるのか。」かう一ずつて%し考へたが「仔細 あるまい、 一つ まじな つて 
下さい」と 一ずつた。これは醫道の事などは平生® i : く考へても をらぬ ので、 ど.2於ふ治 
寒山拾» 一三一 



船ならさせる、どう分ふかずならさせぬと分ふ定1がないから、只自分の悟性に依賴 
して、！相 8 |す* 0 のでぁった‘^ 1 3|さう一^パだから、4か办船の«-积と 1 於ふ 
のも#*く义歡をしたゎけではなかつた。素間や逄樞でも讀むやうな锊者を搜して極め 
てゐたのではなく、姬船に&んでゐて呼ぶのに M 倒のない锊莕に懸かつてゐたのだか 
ら、ろくな 3 ?は敗ませて Kt ふこと が 如 來なかつたのである。今乞食坊主に賴む氣にな 
たのは、なんとな<1らさうに 1&える坊扣のぎ度|:!23を起したのと、ん一ばいです 
る•^なら阶紀った跑でか敗な事もあるまいと思つたのとのためである丁度束京で 
} is ! M ' hli >_ かや如_に於聪するのと献じ斬であ气 
配は和虹を！：んで、 sirfK ^ れて和ぃ4,じた。 r 來た。 m はそれを'^ 
け似つて、爬に职げて、ぢつと i をル&めた*淸勒な柏でも好け.れば、和 f な柏 C 
も价い 、妳でも敕でもかいのである。 和！ i な 於でなかったのは、間がためには勿怪の 
*^であった。齡<ル1 pn めて&るうちに、跳は慰えずを倌の棒げてゐる拍に lli 注 


し/2。 

此時僧は鐵鉢 の 柏を b に断んで、突，ふつと剛の頭 U 办き一 i けた • 

間はびつく b して、^:时に歡的が壯た。 

「お頭痛は」と ftl が 阶 ぅた。 

「あ •癒りました。」 實際間は これまで頭痛がする、がすると氣にしてゐて、どぅ 
しても癒らせずに， Q た 頭痛を •が主の1に 氣を取 られ て、 取り逃がしてしまつた ので 
ある。 

惽は徐かに鉢に殘つた水を床に傾けた。 そして「そんなら これでお职を いたし ま 
す」と 一 於ふや否や、くる b と間に背中を向けて、戶 口 の方へ步き 出した。 

「まあ、一寸」と間が一び纪めた * 

僧は振り返つた。「何か御用で。」 

「寸志のお禮がいたしたいのですが。」 

寒山拾得 |三||| 



a 瀬舟 一=四 

「いや。わたくしは歉纸を酣和し、橘1を 折伏す るた めに、 ハ乙食はいたします が、療 
治 k は戴きませぬ。」 

「なる齡。それでは，ひては¢1しますまい。あなたはどちらのお方か、それを伺つて 
取きたぃのですが。」 

「これまでをつた SS でございます炉。それは天がの國淸寺で。」 

「はあ。!^祝にをられたのですな。お名は。」 

「 S 干と申します"」 

「无试の® *¥-: と^しゃる-，-郎はしつかりおぼえて勸かうと努力す る ゃうに、 M 
を殿*た。 fb た—'もこれから齡船へ.くもので6つて見れば*殊さらお懐かしい。序 
だから谢ひたいが、部船には逢ひに往つて爲めになるやうな、■えらや人はをられませ 
んかな。」 . 

「さ户うで ございます C 斷51寺に拾得と¢1すものがを b ます。實は普賢でございま 


す。それから寺の西の方|:、寒巖と一ずふ石窟がぁつて、そこに寒山と申すものがをり 
ます。實は^殊でございます。さやぅならお暇をいた L ます . _ c かぅ言つてしまつて- 
ついと出て 4 T - つた。 

ャ V *ん tt ん b ょ sc せ s U で！！ 

かう云ふ因緣があるので、間は无台の®淸寺をさして出懸けるのである。 


X trf ひと t 43け5 ザ )trv« どみと！！ c レ. f 

全體世の中の人の、道とか宗敎とか云ふものに對する態度に三通りある。自分の載 

げ*4 %1 ， としつ％ ひと 轟\ 

業に氣を取られて、唯營々役々と年; J を^ , つてゐる人は、道と云ふものを顧みない'* 

f UHC Mu こと t> も^ん5 J i £«« A% 55 

これは讀畨人でも同じ事である。勿論書を讀んで珉く考へたら、道に致達せずにはゐ 
られまい • t かしさぅまで考へないでも、日々の務だけは辨じて行かれよぅ•これは 
全く無^著な人である • 

つ蕾 《*tr みち 61 智んねん t もと ばん G «2 

次に聲意して道を求める人がある"専念に道を求めて、萬事を抛つこともあれば、 

か,〇奂 »£ 羝 み % こ -leli CSC S «5 け 3 

日々の務は良らずに、翔えず道に志してゐることもある。儒學に入つても、道敎に 



ffi M 舟 二11六 

A - っても、に A - o て 41 iK lk ? にルって も祧じ 斬で6 气かぅ 一 r 人が 船く這人-- 
a = むと£々の 務が k ち ist そのものになつてしま ふ。 約めて言へばこれは皆道を求める 
人でぁる。 

この1敗新な A ? と、 Mt を把める A ? との制 i に、道と一&ふもの >存在を客 I 的に認め 
て&て、それに齡して， JI く JISI 著だと分ふ6けでもな'-*さればと一&つて自ら進んで 
獻を i める でもなく、か射をば iml : な人だと諦念め 、別に 道に親密な人が ゐるゃ 
ぅに！! つて、 それを 说配 する Ati * ぁ气祀紙はどの稀類の人にもぁ S が、•單 に同じ 對 
31 を 觉歡 する is «-^ を 顧船して 分つて見る と、道を 求める 人なら遲れて a &ものが進ん 
でゐる ものを m 肥することにな^'、 こ > にをふ中問ん物なら、自射のわから A もの、會 
釈する ことの 赴來ぬ もの v ln 私する ことになる。そこに 窗目の尊敬が生ずる。肓目の 
街敕では\£"それをさし-|:ける紙^?が1^截を得てゐても、なんにもならぬのてぁる。 


剛は ASRt を S め斯に r て' g? の S 料を阶た。■が船十 A!c ぁる。 

S はダの机で、獻&し^てゐる^ S のかギて、&1^と一&ふ§の蔚を_ 
しっっ於へ MT んで疒。 f 齡？ゐた f ゃうゃう i れて、謂ぃ rgL を 
照してゐる^•^合ふ起§は、繁を配けて^1くふの时では2がひどく0-^ 
持になつてゐる。牧 K の職にゐて!！一^ J を獻すると於ふのが、！ J }* wt のやうに®?はれて、 
間に滿足を與へるのである。 

獻から sij までは 六十 fi *> ■で ぁ气 HC 1 f の 六 M *> ■でぁる a ゅる {如を # 8 • 
かせて來 S で、 ^ら 6 J : rAS & へに m ^ たのに r た^1、もう^!をかぎて， q た。 か y 
の官舍で51んで，馳？^ にな. 〇つ‘ いて M » ると、こ > からまでは、^^りの 
道が 3 U 六十里ある。往き著 くまでには 夜に入.〇 さう である。 そこで K 3 X は 加 ■ の韵於に 
泊ることにした。 

恝朝知縣 'に 獻られて^ T けふもきのふに齡らぬ^である* 1PS 一紀 A 千？ T 
班山拾得 一一一一七 



高瀨舟 r 一一八 
とは、いつ Its が撕谢したにしても、所^敲 か ぎるやうだが、兎に角虎の * る 山で あ％ 
る。姐はなか—^きのふのやうには锻らない。途和で午飯を食つて、 H が西に傾き伽 
かった駆、黯和の三 (*)5; に^ぃた•部齡ガ i の獻&に、齡の s#r が办てたと一&ふデで 
ある。 

柴でもぬ斯の術 Mlr 々二 k ムので、おろそかにはしない•道翅と-！^僧が 出 狐へ 
て、附を齡 Ra * に■した。 I 料 mi の靨*か&むと、配が^ぅた。「霉に影と分ふ 
僧が をら れましたか L c 

歡齡が街へた。^%と* i やいますか。それは先頃まで•本堂の背後の ftl 院にをられ 
ました*»*、行斷に阶られた切、祕られませ《。」 

「當寺で It どう云ふ事をしてをられました炉。」 ；， 

「さやうでございます* Ifl 共の食.へる米を#いてをられました。.- 
「はあ。.そして呢か咐の m 速と！ K つたことはなかつたのですか。」 



「いえ。それがございましたので、初め只骨惜みをしない、親如な同宿だと松じて0 
ました S 干さんを•わたくし共が大切にいたすやうにならました。すると或る i ふい 
と出て&つてしまはれました CJ 
「それはどうふ事がぁつたのですか0 J 

「1<不思讅な事でございました。或る H 山から虎1:騎つて：^つて參られたのでござ 
いま1。そして其依廊下へ這入つて、%の背で詩を！.じて步かれました•一配詩を听 
ずることの好な人で、衷の僧院でも、夜になると詩を吟ぜられました。」 

「はぁ。皆きた阿羅漢ですな。1僧院の址はどうなつてゐますか。」 

「ロハ今も明家1;なつてをりますが、折々夜になると、虎が參つて吼えてを5ます L . 0 
「そんなら御苦勞ながら、 ■?■ こへ御1內を顆ひませうか .2 f {つて、間は！ I を勒つた。 
道翹は蛛の網を拂ひつ>先に立つて、間を豐干のゐた哪家に1れて阶つた。訃がも 
う苺れ掛かつたので、薄暗い屋&を見迥すに、がらんとして W 1 っ無い*遊乳はかを 

寒 山 拾 ?3-一三九 
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r て I のぎ§の i を r し r ^惡が起の祝を^て1って、塒ぃ起 

の f を rJl * げ ； r sfir 8ってざゎくと1と、間は^言般を解め 
於けられるやうに配じて、先身の Ms に粟を生じた。 

間は tc 2 しげに明务を听た。そして跡から附いて來る道翹に言つた。「拾得と一ずふ僧は 
まだ當寺にをられます か。」 

腊鄕は P 斯らしく間の M を 取た。好く御存じで ございます • あちらの厨で、寒 
lux と f ものと.^ に ti つてを りました から、 御用が おあ.^なさるなら、呼び寄せませ 
•うか。」 

「は > あ。 mlljx も來てをられますか。をれは願つても無い事です。どうぞ御苦勞序 U 

tp 令 bft ふない 

厨に御裏內を願ひませう。」 6 



間が背後から問ぅた。「拾得さんはいつ頃から當寺にをられますか。」 



「もぅ餘しぃ 5? W 」 ざぃます。ぁれ s .? i さんが2啦の5 f から槪って^られた^ 
子でございます。」 

「はあ。そして當寺では何をしてをられますか L .° 

「拾はれて參ってから三奶|^ちました职、|^で-11|卽の船に^を±»げた.^、«|帐を 
上げたり、其外供へものをさせた. 〇 いたしました さう でございます。 そのうちかる か 
上座の 像に 寒を供へて s & ぃて、.が. 4 きかつて一しょに <5 r へて， q るのを^: けら 
れましたさうでございます。寶！|盧ぬ獻の漱がどれだけ# I いものか街ぜずにいたしな 
こと > 見えます** 1今では厨で僧共の食器を g はせてをります u ° 

「はぁ」と；一 3 って、 i は J I ? f -? : てから 剛 うた*「それから KixOIX と i しゃった 
が、 それはどう 分ふがです か。 '_ 

「黯 でござぃますか。これは P から we の，戀と时す艱に！ j んで をります も 
ので ござぃます。 拾谢： El ^ fs * を！！ひます^ l 、 f て， q る ® Is ゃ恕を g の^?^れ て Jljct っ 
寒01拾得 
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て如きますと、！^ OJX はそれを貴ひに參るのでございます u° 

「な to a ? J と一 & つて、卽は^いてかく ;, W の Mn では、そんな 事を して &S 寒山、拾得 
が K 漱、か獻なら、戲に W つたか E はなん fr らうなどと ，酚 が者が 芝居を 見て、どの 
歡がどの■かと S ひ S ふ S のゃうな案になってゐるのでぁる。 

「截だ むさ {るしい親で」と-&ひつ-';虹 M は剛を S の¥に.れふんだ。 

こ > はか勤が一ばい1もつてゐて、船に iE « 入つて見ると•しかと 物を 見定めること 
も此4&でぁ气その罃の¥^きぃ sg •っぁって、どれにも殘っ0が S 赤 
に撕えてゐる。飽<办ち Jh *- まつて M - てゐ6うちに、石の M に沿うて造 b 附けてあ 
の ill で * srffl が g ゃ勒ゃ m を繼 から 积 してゐるのがかぇて かな。 

•52髮をの^&ぃて、「ぉぃ、齡」“け位 • 

S ^ を iyl ? って、 A?pl から一靈ぃ S の ra - ると、そこに Il ^ A * の m の蹲っ 




て火に當つてゐ るの が見えた。 

一人は裂の二-一一1びた職を444して心には影を和ぃてゐる。^ At はか0 
皮で箱んだ f |8って、足には狀”てゐる。どちら，^せてかすぼらしい.^ 
で、豊干のやうなガ男 r はない。 

道翅が呼び »- けた時•册を刻き出した丸は拫 ぃてにゃりと ^ t ったが、 犯抑は し 
なかった。 これ S 得 だと ルぇる.•■を配った斯は办配 きもし なぃ。これが！^ UJX なの 
であらう。 

亂はかぅ影を4け 1 ,|ハの齡へ511み知った。そして辦44き纪せて，^しく, 

して、-夫、4持1、霖の繫、±|ぽ、歡1|、§惡と叫すものでござ 

います」と名吿つた。 

二人は同時に間を一目見た。それから二 A0 で祗を s ; r て m 1 の ii £? から§ 1 -み±»げてか 
るやうな笑薄を出したかと*思 ふと、 一しょ H がって • m を rr てきげた‘ 



高 IH 寿 

かげしなに證が「影がしやべつたな」と命つたのが間えた。 

齡いて!:^?をル獻ってゐる亂が^ 1 -®には、飯や菜や汁を斑ってゐたす等が、ぞろ^ 、 
と r たかった。駆は M な s をして a ち断んでゐた。(終) 

附寒山拾得縁起 

啦■に黯の齡はどぅして歡たかと,はれて販ったと一於ふゃ，フ.がぁ 
つた〇そ慨に M を亂はれて si ることは齡々でぁる。啊1:も ." fe 上の^ I には、答 
に鉛することが錦い。しかしそれを販んで街へずにしまふのは、殆どそれは滅 
だと一於ふと献じやぅになる‘?^認一拟£などでは、それを-7-*1のために惡い 

愁 lljxli% 船'?で にして m « される ので、*^の阳の ^- &が啦斯制を績ん 
で i がつて貰ひたいと一&つた。 



一それは象ばか！ a いた松 VI 、 ぉ fj * にはまだ於めない」 と- r と、 £* a ねて 
「どんな事1いて f ます」と卽ふ。4繫$に、■のために 於むべき g 
だと办ふゃぅな事が書いてぁつたので、モ5が»?^5!? 5 テたぐ||つたの 
であら，フ。 

私は取り敢へず こんな S ； を a - つた‘の斷 にお g すて ぁつた心を ぉぼえ 
てゐるだ f 。 ぼ 子の ゃぅな A ? & A >» で數 つて ゐ た， ぁれ ^ lux と齡 とを か 
い？のでぁる。黯：|は势の gllix の frr つた；} J なの だ。ホは なかく むづ かし 
いと云つた。 

子供せ少し見當が附いた t い W で、^はむ. つかしくてゎからないかも 加 
れませんが、その-*1と分ふ At だの、それと Y しょにゐる槪谢と分ふ A ? だの 
は、どんな人でございます」と-^た . E ? しは e .^- むことを♦ないで.紀此祝出 
の話をした‘ 



ETvTI & sm 、 っ s を r て Mt ひたいと 船 まれてゐ たので、子供に 
した rl ' s & r た。ぃっもと? 5 、一 rll あ t 見ずに害ぃたの 
である* ^ 
^|4§斯釈」と一於ふ8は、まだ嘗肆§じゎたしはせぬが、多分新小說に 
出ることにな*0だらう。 

為は*1銳には紀忠しな$た*^<の駆は艇ら<は一繫£!しないだら 
う。 モ g には、 11 した S でいろくの 斬を 阶はれて、^しは 3U B - むことを 得ず 
に、いろ^^な SE を银へたが、それを： が/、 ^"ことは出來ない s ° も窮した 
のは土一•か絮 v 4 iLfc だと 一 T たた® に、 髮だの 放ふ—©の f 問 
はれ、それをどぅかかぅ S . へると f の絮^时で*15ふ斯だと分ふ 
のがゎから《と分はれた奶であ S 。ゎ犯しはとう"^ 齡奶虎 之 K 1 -? んの事を話し 
た‘！ il $ l さんはメツシアスだとか S で一&つてゐて、又其メツシアスを秤みに U 



< 人もあるからである。これは奶松にある嫩で記哪したら、默らかわかり辦か 
«#t 

らうと 思つたからで ある。 

しか^1は如を窮せなかった。為には|5の黯^祀でぁったのがゎ 

からぬと同じく、今の宮崎さんがメッシァスであるのがわからなかつた • * lt ? し 
は一つの關を蹌えて、又一つの關に阶备つたやうに财つた** そしてとう^^•か 
5!&った。「實はパパァも幻船なのだが、まだ j | も辨みに恭ないのだょご 






して S の6戴に as- でたのに Ml かぬものはなかつた。 

r ! r は■が齡でぁった•それは齡家が S の李ぎぁ— m として、 
氧を^ぎと«-ひ促しふ乾&ふること！^&ふるが*11くならしめ§めでぁ 
る。^ X 船ル^配の蔚の fil 纪にはお歡^*がぁ**'、東の京の•仏1には"^微宮がぁった*其 
鬆齡ごとに論賢ぁって、どこでも rs めて妒“ Jr れるのでぁった。 

”11にはお靈の PS 4 の8 S が*る mfla : がぁ S は' に寺がぁるのと 
歐じ»|で、ポには m 55が4り、«|2には^が！4る。其 M 1 の一っを咸贫既と r て女道 
±« M «» はそこに：&んでゐたのである。 

彰^し を s て KI ぇてゐ穴•靈と r むょりは•寧ろ賢と 一 r べき 女 


である。それが女道士になつてゐるから、脂粉の顔色を涴すを嫌つてゐたかと一ふ 
と、 さう. ではない-卒生粧を凝しぎを冶つて， Q たので *る-獄に E つた m は咖叙の 
咸通九年で、玄 機は一 も二十六皆になつて ゐた L 

支機が fil 安人士の間に知られてゐたのは、獨として知られてゐたのみでは な 
い*此女は詩を善^ i た。詩が此の代に®!も r #? 奶であつたことは記をかたない* KI ? 配 
の李白、 M ? 陽の杜甫が听て"！^.の M ? i を MT した漱にお駆の所剧分が M - いで奶つて、 
古今の人情を曲先し^袋恨歌ゃ琵き讯は戶ごとに繼んぜられ气站剧叔のひくなつた 
•1.0 3 把411に、？^はまだ五獻の icl かてぁつたが、ひど で、 e - fsM - は SS 、 
それと名を齊うしてゐた元微之の詩をも-貌く ildt して•斯 m はが的觀を M ? じて 船 - 1- 
t に及んで&た•十三歲の時空機は始て七 m 齡1•を f ^ To た)それから-十五8の ml : 
は、もう魚家の少女の詩と云ふものが好事がの1に t し阪へられること•かあつたので 
ある- 

魚 主 機 i 
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!一^_しい雞がひんを齡し&にでた0だから、_|1|の_を_し 

たのも無理はない- 

一 i 篆の Sk た M は、 SS のガ r ら配に.がって^¥さぃ献にぁった。_犯 
肌の如でどの乾にも^8を截つて a る'*姐4も?!倡於の一っである。 i 機が詩を學び 
たいとち11ひルした峨、齡鉛が=^く||して、齡挪の窮措九を篆に招いず、平仄ゃ押韻 
の歡を敫へ3せたのは、他 HS 此子を搖金 is にしょぅと办ふ願があつたからである。 

越十一| 2 1でぁった。影の|^^寶|^髮か-54ばれたユ^篇¥ 

瓣掏の篆の肜卜で批瓤歡と云ふ人である。赀公子仲間の斐誠がいっも一しょに來る • 
それに 私 ta -» の被#^があって、阳 A 1' は？ J 姓で、积狐ゃ •に 鍾馗々4と呼ばれてゐ气 
一 § fi 1 人は勤配してゐるのに、 I は獨 b 汚れ垢ついた衣を著てゐて、兎角公子等に ！ S 
i {せられるので、! i . は初め愤僕では ないかと®? つた。 瓜るに} 5酣に耳私して來る 


と' if ®» は二繫を齡に！！て、似裳 IV する.それから J に窮を®-かせ、 g を心 
かせて^-如す。^£ぃ？とのなぃ、齡しぃ雛を峨かな齡で啦ふのに、繫»1が 
好'、 f て？、しろぅ At とは11はれぬ齡である“の繫の ある デ影 H ! の肥が 
xt の SS ! に f れるのを r 、sr £ f して ミ ！^ は、 繫 rf T A* 
寄 A 人寄って、とぅ-—-11を配んで！^した*旧^4から|^は紀と_獻し<なった- 
此は妓の琴を？て r たり ' rr てぬぃた b する•製 H 象の»?ぶ g で 

はない。 

妓等が魚家に r つて、賴に 3 L . Q # をするので、把 li » がそれを la * ぃて w «- Kt にして ゐる 
盎に識すと-繫が鮮ぃて?た。「||1.|.ふのは、歡らくは盔の^の职だ 
f il » は鬆、截は篆である。■にあって八たび ria けば八' f ， 於 
るので^&と rI : もある。戀と一 r のは、 grg , から；^ふのだ。.齡 
今の詩人では iflM を r て、あの AtQ ?5 iJai ^ tc ^ Qt ^:,* K A . & Ifi ^^ J ^ 
魚主® |五三 
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て三松分と分ってゐるが、私は荆ぬって2)る」と分った • 

それを [ sa * いてからは、1^6>*制•の筵會から祕る毎に、 i 機が配の事を問.-*；妓等 
-e lln feti * の iS を r ? になった。そしてとぅ/、.る^が影& 
ねて和た繫しいが於が詩を作ると 一 {一ふ話に、好奇心を起したのである- 
配と K かとが挪配した。配の ri に呢じたむ機は船に開かむとする牡丹の祀のやぅな 
ダ纪である'*？ j は#!配と般んではゐるが、もぅ年は四十に達して、鍾馗の名に公 
かぬ鉛 M をしてゐる。!|邮3械に數を迎へて、1には i 機と殆ど同年にな6法と分ふ 
そがゐる • 

影は8を0して^しく^^へた。^繁& するが *11き繫^て艇しょラ 
とした 配は、 齡えず箱を S めた‘ さて 辦を街 へて取て、肥は !£?に 主機が尋常の女 •てな 
いことを.！った e 阶 如と分 ふに、この被の M き 十五歡の少んには、些の嬌着の色 >-; 

セめこ 5 ふ A . ズん U に 

<、其口吻は男子に似てゐたからである 



? aL は分つた。「卿の詩を善くすることを聞いた。虹||があるならかせて^?い」と分 
った。 

支機は答へた C 「兒は不ぎにし r 未だ知師を取ません•ど.？して5^の0-ふに於るも 
のがぁ b ませう-今伯樂の一顧を#*て、齡配して千 M ^ を歡すの M ? F ぁりぁす•船は< 
は題を ii してお試み Ti さい」と一&つたのである‘ 

此は微笑を禁じ得なかった。 阳が 记.か^! 斷を § て龄らかするのは、い炉にもふさは 
しくないやうに成じたからで ある • 

篆は r て露 I ;£ fl * に r た.^は證 * 辭」の一 $ c を S して松した。 

主機が！： く#5へて yais した諍はかう でぁ， 0。 

M 得 江 ■邊柳 

翠色連荒岸。烟姿入遠樓。影鋪秋水面。花落釣人頭。 

根老藏魚窟。技低繫客舟。蓮々風雨夜。驚夢復添愁。 

魚主® _ I 五五 
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5 _s<*ci te けいし3わ 紀5 S ねん 505 nvc ^3 を乂 文 

これに瓦して場外の名は京師に騷いで.、大中四年1:宰相になつた令狐絢も、混を引 
見して度々^席に列せしめた•かる如席上で捣が一の故事を阶ぅた。それは莊子に出 

i こ分 5 irrLS ふ曹んぶ 

てゐる事であつた。？ i が直ちに答へたのは好いが"其詞は齠る不謹愼であつた。-それ 
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纪は一誦して善しと稱した。温はこれまで七たび擧場に入つた。そして毎に堂々たる 
子がが献して一卽を成し得ないのを見た。彼輩は皆遠く此少女に及ばぬのでぁる。 
Jifci を始として？ j は度々、紀於を訪ねた。二人の間には詩筒の往^!線るが如くになつ 

fto 


は南華に出て f 4。餘，.■ではござぃません.館も繁の g には、巧街 
をもなさるが宜しぅございま4,5」と^{〇た0である。 

囊§4-饜の I を歡するので、 rs して- tl った。14は gfegltmlts 
をして 置ぃた？ぁる。船るに肥は&って_をパに駝した^萘て「¥鉛絜缈 
將 軍」 と一 & つたことがある。な？ » c つ 2 で f - 

肥の : rrlif に ^ぇた。それは?* m 籌が一卽 におめる 
と、 ir 宣？ S 5 「金步 接」に i ； するに i . MTF を脱てして、郁に せられたので 
ぁる- f に m 宗は it 6をする，ぁ？、 g のす r て？ Ba * も？、褽で g 
に藏返した。 g | は帝の敕を識ら3ので、靜く語を宛へ て， Q るぅ ちに gmJ ^ Is . s ^ な 
した。 • 

旣にして IIV は、11 Mm になってから、 Ef ? rl、riiit 
くことになった。影はギ i く 、 F 黯も髮を g しながら、 JIA ? を ic £ んだ。犯 
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配の5{になってゐ^の紀などは、^"のために FIX 請したが、何の甲斐もなか 
つた， 

s の？？に1;と r 於 s 4があった。 rf 办十ばか b もダ*<“&を f 
てゐた“ 

此 ll ~ rf あった。似しく？ II に r てゐた s が Mfc ったので、4 &K 

MI を g 5 た • Si では、 S は A 如！ iS の P で^になって、和 f く f r てゐたが、 
終|:14馆を海じて罷めたのである。 

犯の S の^篆の； ili があった‘はそれ H 繼した‘そしてどんながかと 
一&〇た：犯は三 Sf 紙から；&を紀へてゐる、槪の如き少女だと告げた：：それを聞 < と、 
4は観しく齡のある赋を阶ぅて、 S か M ふこと？げに、說ぃで座を取った。 

和は f " r 辦して^ちに m ? rT て、 f を r て觀にし— T た。 


主機の兩親は t の厚いのに動された。 

裏^ て 李とた•ル ¢2はもう 十八！！ になってゐる。その 綴の g しさは 、 g 
の祈て逢ったぼの r はなぃ。和^ g 奶の |; 吟て t 。 ぎは?於 ひ、 繫は奴 
ずしも f <2" で • !! は E &— て、齡 |,に、 ぎは影 を1 SI の繫に卿 

へ^た。 

frf た PM つたやうに田1つた。しかしそこに.啦の槪«::が5 f じ 

た。それは李が身を以て、犯かうとすれば、繫は瑟 し て、® 1 -ひて MI れば黯 する 
のでぁる。に！|を«?ぃて?、^_を^て纪るの繼となった1 
李は重機^具ではなぃかと齡って,-しかし扮しさうなら、械&を|ぞけた齡 
でぁる。 S 篆に K はルてゐるとも f こと^4なぃ。篆は必く咐に、1繁 
けた身を李に旗せ tth けて さも 苦痛に斯へ ぬらしく 從<の である- 

李は S 1 催して^〇て必げぬ此辦のかめに、齡らに^!#):を^ I 和して、 fTtft : 扣呢の邮、 

魚主* 一五九 
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C$cr9U0 1 1 

恍惚として失する所あるが如くになつた。 

A つ±つ K 4KM1 ど3 S つは こと み そ〇贄ょ^ K 的 そ* 

李には妻がある C 妻は夫の動作が常に異なるのを見て、其去住に意を注いだ' そし 

f K< (b げん tA/»xv » V ふ 3S p 沙 *«<▲ 

て僮 僕(: 咭は しめて、支機の林亭にゐる ことを 知つた'*夫妻は私21した* 或る日 岳父 
が厭の免に來て轵を！ ik し•李は遂に W 機を逐ふ ことを 誓つた。 

李は林ぎに往つて•主機に魚家に M る ことを 勸めた'*しかし魚は聽かなかつた。縱 
令二親は寬假するにしても、女 m の侮を受けるに堪へないと分ふのである。そこで 
李は k て交つてゐた道士趙缓師を請待して、主機の身の上を託した。主機が咸宜觀に 
入つて女道士になつたのは、かうした因躲である'* 


主機は才智に長けた女でぁつた。其詩には人に優れた剪裁のエがぁつた。1を師と 
して詩を學ぶ ことにな つてからは、一面には典籍の涉1 に 努力し、一面には字卽の錘 

CL ん ん«しん uf わす»ど fu u » い も Ila ん I 

氱に苦心して、殆寢食を忘 il る 程でぁつた。 それと 同時に詩名を 求める 念が漸く增 


士等が名を MV したのを見て、^ 燃と して^'- を M - した。 

遊错豉觀南樓。取新及第題名處。 

て%,11111,14°—銀|?1詩句。麝空羨榜中名。 
裏け if て、 f 盤を f i，—、f Iても f る 

rgR。 *L か， で tt 、 娶 4 ふの f ないことはない。 
H, が木の！： に 籮ひ附かぅとす—保で ぁって、 影の衡ではょ、，■む 
機は 他が ぁ0たから、知の Jllr: に S? じた？ぁる。 g がなかったから、襞の f 
であつたのである* . 

斟に4支 rp 鹏に齡んで、迄に f ぬだけの f 獻った 
ので•安機は安んじ>4內で彰 らすこと ^ f 。 i & m を 艇 けると•絜は 避し 

氛 IVY I 



でこれを m * んだ。繫の A めには1 i を！ i じ^^むのは、 .rr 象でぁる炉ら、道 
&のって S 紙を紀ひ f *^! める>6;を fti ばしめたのでぁる。 ょ 

髭 f には 蒙 ■と一 r ものを S . が ぁった- imif 二度、 m め.. •= 
の^をして、■一! ぼ 4 M ¥ Qr &， るので *气絜は f ベから1 
の Tt にこれを m すること一絜にして 綴 ft 入 V る® flF ぁった • 女子にな 
つて、 4 の裝にゐん にかった i を 細つた •これが 犯通二被の春の事である • 

デ象は g に松柄する？®^の K <\ fiAS と點しくなって、これと％ f 同じ 
ぅし、これ ^ m を：！ 11した。と ?' た。かるか篆が■にかいて 
奮つた詩* >* ある。 

贈鄰女 

羞日遮羅袖。 愁春懶起粧。舄求無惜 致。難得 有心郎“ 


枕上潛垂淚。花 間暗斷腸。自能窺宋玉.. 何必恨王昌。 

5^は繫小け㈣ g でぁった。それに！：が十六で、もぅ 十九に なって f 絜ょ 
一1ので» ' 始終に罄せられてゐた。そして nA» で® w いっも 

! 1^* けて泣ぃ5 irisap 寿。しかし芳昏 露する • 记 

道士：^ では、か ir 良に g しくするのを 譜とかづけて、 4 からぎ f る•そ 
れには羨と妬と も 交つ て， Q るので ある。 

^になって I は WS 齡した。それは rs で®を卽ってゐた船の另が、|? 

I て去 に PFf 、 し— 

r-TI 6すと V '趙は數って「截也—* I 幽獨」と务った if 钟を f と 
云ひ*又 M 蘭とも一&つたからで ある U . 

fs の i に誔を m て繫するば t で、鼯の楚などを獻にすることはな 
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かった。影^へは、影^ r 敲くなった r に“めに來る n かっ 
た •さう一 於ふ At は！^(:忽を it- ることもある。辦を遣ることもある*中には$機の^. 
しぃことを s ぃて、かを il に r て St のもぁる。愈る ± hA ^ は酒を^て來て玄 

i に 於 ませょ I と、彰は湯を岭んで、 sAt を造‘ひすせ？うであ 

る • 

f に SS & S しも、 ixr 鬱は一败して，献馨を ^n 

ひ數をおめると、それを S めて S を i し、8181を说すことがある二たび，_せら 
れたものは、 忠を齡？8び來&。篆が歡を»5むと分ふ黯は、‘もなくして3 
5 ?AX セの酿に职はつた。もう谢を^せて截ねても^はれる r J はなくなつたのである。 

これに RS して^1:1^の«»に58はれて、かに裘なしと分ふ坪か來ると、ぢ微は 
恝も”ずに、これに ii を姐へて！^ひ阶してしまふ。5 ^ と共に 來£學§介 

衾などは、！ Tt \ fcr % l れ&ことが獻 1 、黎^ 1 は卽を S ね S は®を 


ルする一にあって* S ら4て黯 たる i から“ u*'g を 和れ て f のである。 

歡と斟に IlfS した緊は- K の獻じた g に、货として 辦ま なぃ。於が H* けても g 
らずに、！£に殿をぎへてゐる。1かふ髮|:の肥に和せるかを职ったことがあ气 
寄 飛 卿 

堦砌亂蛩鳴 。 庭柯烟露淸。 月 中隣樂 響。樓上遠山明。 

珍帘凉風到。瑤琴齊恨生。嵇嵙懶書札。底物慰秋青。 

X It は ； &p fg ? 、^ if r f?4s<.?rrf^f 

と、 裏は祭したゃぅに ルぇ た。 これは船の飢の艇ではなぃ。絜はおむる鹏のも 
のがあって、自らその呢也なるかを加らぬのであ气 
4る髮#&の^、_各に55を? ? て^してゐたが、航-裳になって打 
を取ち‘あちこち爾を射ぃス ^^^^ては-證に^しなどして。 
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た。髮しぅして¥篆は m を r て r #> ぃた〜れは繫戀に&せる^てぁ 
つた。齡歡は十0*-ば ipH に、二三 As の免 s みと共に汜一汊 i 機の所に來たのであ 

る cf ^ r 、 sr 繁なダ? 2 、—らずに、路を如びて繫の ml 
Jh ^ を繫してゐた“は繁ょムいのである。 

感懐寄人 

恨寄朱絃上。含情意不任。早知蜇雨曾.未起 m 蘭心。灼々桃兼李...無妨國士尋。 

蒼々松與桂。仍羡世人欽。月色庭階淨。歌猙竹院深。門前紅葉地。不掃待知昔： 

S は繁す4て、一^^，貧。彰あを奶けて靈し.保ぎ *4- ( を謝す 

ることを献じた。篆の觀からは靈かに£^^„るのみ5つた。歡を 
かぎて齡は辦し知つた。これからは船は把松を通ぜず (: 主機の書赉 {:> ることにな 
ぅ、把|6は!!を一へる度に客を謝することになつた。 


1の支機を訪ふことが頦なので、客は ^ g 

く挪けられるやぅになつた。咨 fy 索める も 
のは、 R 金を贈つて書を得る/ r けで 、 y £ T しなくてはならぬ こと 1:なつたのである。 

一批ぱ f 献に、！は■に挺をかって、 s 5 At を舷ふことにした-この g 歡 
な、いつも不機^なは*；^ A ^ l : 齡を S - ふこともないので、 Ia 2- M 0 船^? lit * 哪 {: 如ら 
れることが少く、 i 機と陳とは餘り A c (: 亂¢,-4せられず1:ゐ6ことが. , ^かた。 

陳は 時々旅行する ことが*る。！>；機はさぅ一 r 奶にも！^ を姬 へずに、犯 ^!して 対く 
詩を 作. 。、 それを S に齡つて似を 4 フた二 J は^ i をかけて！ i む； g に.;;¥1にの 
柔情が 渐くダ く、 m -- m - の r 心が*%いのを：^て、游しげに^を Mg けた。把 ti > が^！,の 
X ! になって、 ^ もな“ れ、 緊船に^て M ±«- になった ml 把は、：^(‘ 
の口から lat の耳にんつてかたのである。 


七年^月5 IU & つた^の製にも«?は，2髮 ^ g-rJLJfe つて和 

魚支$ 一六七 


I 
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卜んつ 5 cn ちん 9X^3 げん訾 あと «caor と tIfc セ❶こ avuc 

咸通八年の暮に、陳が旅行をした。 i 機は跡1:殘つて寂しく時を迸つた"其頃溫に 
&せた詩の¥に•「滿庭木葉愁風起、速幌紗窓惜月沈」•：と 一&ふ、例に無い•情傲な句が 
ある。 

九粒の g 銳に、まだ船が M らぬうち1:、彩！^死んだ。船戚の骯むべきものもない 
S •は、紙て断51まで準阶してゐたので、 i 機はぎ葬の事を計らつて遺つた"其の跡へ 
と分ふ十八！!の!^來た-顔は氣しくはないが、聰3て编旅があつた。 

啦が3纪 I :麟ってぬ! 1 C * 船にかたのは、齡陽三月の天でぁった‘主機がこれを狐へ 
«?は、献した A ? が齡に齡むやうでぁった-興ら <は陳が殆虛 H のないやうに來た‘ 
SI 服に把斯は、齡 W 船が船船をするのをかた•しかし w 機は湖め窓に介せなかっ 
た。なぜと分ふに、 r 機の E # には女子としての綠翹はないと云つて好い位であつた 
炉らである。 


■w は今年二十六歲になってゐるへ M-s 齡 M な Mvmrl るべからざる齡の歡 
ぃ英し|具へて、^ «5ff を阶た齡には.於觀の辦&ってゐる，數かな齡は船の 
なぃ s のゃぅであ气 ii&Qg ぃ、^1の^ gri た m マト f 鍫であ 

る 領や财はいつ も 垢腻 に}^ れ て ， q る。4^機に^I亂をかむ.|>|のなかったのは Mt-a>» もな 

1;人の關係：^しく獻 g して4た： j れ各は.影の5に4たぬ 
時陳は寡言になった.〇.、又は，^ぐ口を^んでゐたりしたのに、^次船がさ.フー r 

時、 f 鐘と1 o fc た‘のヂ 5 ri の g の：編は碱て：^•てある•絜はそれを 
聞く度に肥を刺されるや3に獻じた。 

釙る如黏は Mi 益 i にチれて、| ? _に把った。氍を4る2、3船に|| 
奴の名を敎へて S いたのである•••さて裂になって家る と •■が ral ; に靈へて一^ 
た；お留守に船さんがお！3なさいました。お邮になつ た g を g しましたら、さぅか 
魚主機 



と一 & つてお齡なさいました」と一ずつた。 

緊は^」嫩じた。これまで5!!^阶に8の4?とは緊ぁるが'ぃっも歡は寄 
K に A - って：&ってぬた。それ L 1: は^ , *^所に？のを知ってゐて、待たずに 6 T ; っ 
たと分ふ。彰は船と_との離に&&かの繫がぁるらしく奶じたのでぁる。 

彰は齡って祖^って、 M4, して怒してゐた‘ 霧 ^ f 深くなり、忿 
Jl^fe^ んになった。加に r た M4 私の M A に、 t に 無ぃ侮瑰 の 色が見ぇた ゃぅに 
も§はれて#る。 slr 肌て■を s す船の r 齢^'として取に辦くゃぅにも脱はれ 
て凇る。 

そこへ s® へ^に rfc じて&ってかた。 K 勤なくかぇIの r を、 i 機は «fi だし 

はじめた。奶は^# X じません、# X じません』と r た。支機にはそれが势だしく狡 
36な Tfefn た。彰は f ± z に^ぃてゐる对を r 船した。^ St れて0» 


を既つてゐる。「なぜ麗しないか」と哪んで繫は^の啦を抓した。ぎ R r ; 和5をも 
がいてゐる。玄機が手を放して見ると、* S は死んでゐた。 


It の船 ril したことは、爲しぐ繫せずにゐた。艇した露虹の4た2に 
は、玄機. は 陳 *>* 搽 M - の 事 ハ i 問 ふだら うと 豫期 して， Q /2 。 しかし Ki ^: は阶はなかつた 。 ix 
機 »>* とう^- 「あの Ml 翹がゅ うべから， q なくなりました が」 と一於つ て g の gfes を舶ふ 
と、,「さう？一い」と 一 ?ただけで、抓に魚に化せぬらしぐ於えた。篆は繫の 
うちに g の £ r ±? をぞた^ぁ41へ、 ir . F ，‘？-?< 0t*r 
墜して、上 か ^土を 如けて 置いたので ある。 

篆は 「 r る繁」の^に、§器デ|1-を船してゐた。船るに私は「ぬせる 
繫」の r に r 傲ぃて、斟し rfc したら、 iriirfe ね f のが、船ぎ 

目を著け li すまいかと M つた。そこで切(:か M を求めるも o'- があるとひてまぬ 
魚主® 1± 
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ことにした • 

抓ルの齡に、或るか二 H 人の客があつた，其中の一人が凉を求めて觀の背後に出る 

つ V I あと »0 そ〇受 0V5 s fc ila ひか a ^ 

と、土を ttl つた跡らしい穴の底に新しい土が塡まつてゐて、其上1:綠色に光る«が群 
が b 集まつて a た。： | i | 人は只なんとなく紙しく思つて、深い思盧をも费さずに、これ 
を iB = の從‘に1£つた。從者は%これを兄に語つた。兄は府の衙卒を勤めてゐ6もの 
である 。 S 契は船！?前に、船が拂曉に咸究配から出る®を M . t めたことがある。そこで 
奇货かくベし七なして、安機をぉ#?して金を獲ょぅとしたが、支機は笑つて顧みなか 

ヒ〇 ぎ//9 5 JI 於鼇 あ 0$ % bof 

つた。各はそれから i 機を怨んでゐた。今弟の語を聞いて、小婢の失踪したのと、 
*?1知に/ I 1 J 組の於があるのとの Bgl に、何等かの關係があるやぅ1:思つた。そして同 m の 
SSA 5 と ？ iu 、 船を S ： って戲於飯に突 A1 して、穴の底を掘った。錄勉の Ms は一尺に足 
ら«土の下(:1まつてゐたのである。 

獻姬の尹溫辦は衙？ ti •の*新に初 V いて魚支機を逮捕させた*支機は銮も辯疏するこ 


となく して罪に服した。樂ん gtli 鞠 1を受けたが、 傲を加らざるものとして取され 
た。 

|;を紀として、^繫を?^て&た繫の^は、1|於を槪んで^ はぅとし 
た。奶澎 1 AS は■の-&になつて 、 i く漦を艇れてゐたので、黏がためにが％ 
歉すことが阶來なかつた。 

京兆の咒は、事が餘 b にあらはになつたので-船を松げる ことが 阶扣 なくなつた-- 

黯の S & つて、齡に繁に±|繫して、篆を艇に§した。 

It の f ちれたのを fr ものは^かつた v S も frfe めたものは、奶 f 
&る多岐であつた。 • 

^^せられる二黯に、,觀して艱に把つてゐた。歡は卷十：^に 

宰相を罷めた令狐銳が刺史になつてゐる地である。!!は船が小^を♦つてゐながら肌 
魚主 機 一七三 
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ゐなかつたのを 怨んで 名刺をも出さずに， Q るぅ ちに、 或る 夜！^ に醉つて 處候 I : 擊た 
れ、面に創を負ひ前歯を折られたので、怒ってこれを i * へた •如が肥とぬ紹とを奶決 
させると、虞候は 盛んに pj の汗行を g 述 して、！ IB = は瓣11と钶肥せられた。 g は Ms 咖 

，こ * •- を LX / 0 ♦あん 先3 * SAUH 4«ん t s €> と耆 CH レ ♦» や,し3 SS 

に聞えた。？ J は 自ら 長安に入つ て、 要路に 上書して 分疏した t 此時徐 商と ^ 收とが宰 
相に列してゐて、徐は！！を庇護したが楊が Is * かずに、犯を龙嫩にかって如斯に酣 せし 
めたのでぁる。其制辭は「孔門以德行爲先、文章爲末、爾旣德行無取、文章何以稍馬、 
徒負不箱之才、罕有適時之用」と分ふのでぁった。奶は！^に艇嫩に起されて死んだ。 
子の憲も弟の庭酷も、咸通中に官に擢でられたが、配皓は踊船の flu : に、街船で粗さ 
れた•主機が靳られてから三月の後の事である。 

參 照«~ 

其 I 魚 主49 
三水小捎 南部新省 
太平廣記 北夢璜苜 








^ しは IX の /]' = ぎ 温 三 I s た。その 械 の I 1 十^てぁった。ふ; H の影の露 
に和てかりた激か町の私で、* IL 7- は組し <5を越した**、まだ其 H のなごりがどこ 
やらに射ってゐて**^:ぃ W が節ぃた。1 iH ?. 通ふ ST 所から四時過ぎに歸って、十 SI ば 
か b の問にす6つてゐると、 於甘の於ふ1^;が^?々|:のあた，='を飛んで行<。二臺の 
辦^ らく ^き齡ふだけの—てて、帕ひの篆で紙を&-る觀の^、ぶぅん 
くと g ぇる。 kV 経？ f のは、羝の趙ぎ、 V の & vspfT » がっ 

た Q 0> には、それが系傅に來てくれるのであつた。 

か 6 M < a:T 斬から ばって、¢11の J 1 Z に M * みさしてかぃてあった wit の 心理雄を開ぃ 
て、！ f ベ* ジばか b 釙んだ•か、氣乘が せぬ ので lh » めた。 そしてい つもの 線 堪の音 を聞 
いてぼ A やりしてゐた。 


そこへ女中が細らぬ人の松刺を!；つて和た。どんな A ? かと陬へば、恥® It を铲た K 、 
人/ r と一於ふ。兎に角通せと一於ふと、すぐに！ IA ? が取 A 1 " つて和た。 

こ十を僅に趣した g の?1て、_な、 At に■をせ gg らしくかぇた。辦が®;!.> 
にさ ir 磨 L へたのは 、焚く祝 i ^ 戴？、 r ず rsiv 繫 m い 

束洋風を齋てたのだと命 ふこと が、 g に^^にわかつた‘ 

f 所は i る尋常に異なる—でぁつた。*君 V % とは一じ祀影でぁるが、ゎ c 

聲に f から—層£編,ぎる 。 f |ィッぎ 

松修しょ JII ひ r て、；^^た^%(の繫に^^气货の漦に您をル 
って見た v 私の f から事へば、どの鬆も、どの gr 、 14 |: §を船 へ！ 
は f い。 Jf f pf f isfe — を鄱 

一*?的に知つ た 人が^ < い‘じ g で、 •トィツ As もドィツ 1 jl— てはゐない。それい 
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ら H *=^ I の r たドィッ f 、 IiA £ s ドィ^から斯した势を誔してぎが、 
どれもどれも於！4だらけで66。斟2でド15はゼ1\!8も自由にドイツ文を寄き、最 
も jEJflIT にドィク ガを斯すると分ふことを S がした。しかし東 Ml に&た時の私の生活 
はいかにも歡船らしいので、齡奶しょぅとせずにゐた。そのゎ f が小倉へ來た。そこ 
で is は.©ざく slr ら ^ の s を r て和た。これから小歡に &て、 私に•トィッ 
語を學びたいと一{一ふのである。 

これを阶ぃて^-«^;^の&歡の姑きぃのに»1き'^^,の5&られてゐること 
のは*|しぃのに紹ぃて、^-55の齡を^^つてゐた。^に©* , へば氣の5<」ぁるが、 
ttls は^ I の仅？に、斟し mA £ ではぁるまぃかと r ®* さへ «* してゐた.° 

それから ゎ ギは黯ずこん U •をした。 m はゎ巧 を &ひ S ? ゐる。' S はそん 
なにえ らくは ない。しかしゎ犯しの斬は S く❿ くと して、 S は齡して東京で師事すべき 
A ? を i め & ことの 此和《裙、ドイツ静に那じてゐるか。知敬ながらゎ^:はそれを疑ふ。 


かう 1& ひっっ、私は机の J -» にあった Wundt を奶って、 Fm の账に阶 して- 於った。 
これは 少し- W-X 門に 偏つた本で、 歡にド ィッ辦 をぬ獻するには 齡 して ゐ《 が、斟しそれ 
でもかぃなら、そこで1ぺュジ影んで、聚咖を^?.:||して阶かせて歡ひたぃ。 
若し他の本が好いなら、小說もあり艇斯もあ&から、||奶にしょうと分った* 

F * 君は私のをから本を受取って、1 IMV をルた。そして「松那职ですね」と分った。 
「さうだ。君それが讀めるか。」 

「讀めない ことは あ b ますまい。 此本の事は聞いてゐ た > けで、まだ；^たことは なか 
ったのです*しかし私が Paodagogik を亂究した奶、どうしても仅斯制から逆 A u らな 
くて は 駄目 だと 思つて、ダし心理，の^を WI いて見た ことがあります。どこを於みま 
せう。」かう if ； って！|を^ L てゐるうちに、飯彩に姬ぃ Die Socle と 一 r 一 街が m ^ 
た 。 「tv こを^! し a > んで »• かせ齡 へ」 と、*^は分った。 

FS は少し間の悪さうに、低い聲て五六招私んだ。紙は ffiT いが!^は.い。 すら 
二人©友/一八 I 


I 
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と M * むのを*乱 U は聞いてゐて 、象. をはつ き-〇聽き 取る こと * >* 出來た。 

「もうかいから、5511意味を言って聞かせ給へ」と、私は一ずった。 

^' , 歡は辦ど賊1&のみから組み立て>あ6亂文の意办を、苦もなく說き明かした* 

ETVS ? び* P た。 ris は mA £ どころで^ぃ。趙の獻の对きぃの! i . li の斬で 

ある。^しは1 f ; った。 

「それだけ讀めれば、！！ l 5 と俣との間に、何の軒輊すべき所も無いね。」 

「なに•そんな事はあ办ません。追々質問します」と、 F 若は云つた • 

これで F ^ か齡りにガ歡艇|&したのでないと云ふ事だけは6かった。しかしそれ以 
啦の斬は、ゎ^!のためには瓶て®* m である'*ゎ私は此疑問を徐々に flK 決しょうと思っ 
た。奶船¥に辦に如らなくてはならぬ斬が一っある。それは Fm の屯 f 狀 M であ 6* 
身の上である。 

はかう分った。「それは - B 2 のドィッ語を亂究する相談5 p 手になれと分ふことな 


ら 、僕は ならないことはない。 所で君は どうして 小倉で暮 して作く Jgb だ。」かう云つ 
た が、 Fs x i ってゐ る。 ^しはすぐ に rr て歡に r た。* 虹が ぁるのか。 

F 君は默つてはゐられなくなつた。「金は苽免炉ら 來る汽聪您に齡啦 つてし まつたの 
です。國から 取れば、多少 取れない こともありません が、 atfix の斯 には立ちません。 
當分あなたの所に置いて 下さる わけには 行きますまい か。」 

麵はゎ K の網 m - にデ 〆 らず繼した。 F l x ドィッ r IIl は、 fs ^ とま 

で f た！ |ひを£:ち6して、对ぃ &を歡くしたのに、繼は沿艇る|5を概くした。 
固より人問は貧1だからと一 &つて、其材 能のぎ價を亂ずることはない〇しかし ^ 奶が 
くて* 私をたよつて來たとすると、良にゎ ItT を m B めたのが、 «* 
被 5でなくて、 世辭では あるまい か、阿諛では あるまいかと Ms はれる。 松 ^5しようと 
一&ふ ^ I に、 寄 ^: f しようと一於ふ 望が ル航 してゐるとすると、 F 歡の*沿 U を0*- ざして 扣た 
動機がガぶ不純になつて しま ふ。人 I の也爲に ； S く Ms m な g かは艇ど瓣いとしても、 F 
- 人0友 t 八三 




高瀬舟 一八四 

**5* 3 い ♦f r. そ<>ふ £a> i ど や <*11 な ixle _ cs 

君の行爲を催起した動機は、其不純の程度が洧甚しくはあるまいかと M はれる‘ 

わ ttcu 0 ?;一^ V *な © で ひ.*! <ん f け S 

これまで私に從學し r : いと云つて名吿り出た人に、 F 君のやうな逍詣のあつたこ 

かつ u み i»s わた fbs{ *冬 

とはずて無い。此側か ら 見れば、 F 君は奇蹟で ある。 しかしこれまて私の象1:寄食 
したいと云つて來た人に、一文の貯もなかつたことは幾らでも有6。此侧から見れ 

{iKA げ乃*-う U や Tf 3 かフしヤ ぐ5 t わたくし sc * 

ば F 君は平凡な微幸者である。さう云ふ徴幸者を遇する道は、私のためには熟路で 
ある。私は此熟路を行くに、奇蹟たる他の一面を6慮して、多也の手加減をすれば 
好いのである。 

わ fc<u ^ 1/5か5し令 げん曾ん げうかう L 令 ? :% 

私は決して徴幸者に現金を6たさない。これが微幸*に對する一つの原則で?) 

わ nc , 一 X i ^ 曹み -»* で, わた- L 曹备 

る。そこで私は F 君にこんな事を言つた。君はドィツ語が好く出來る。私の君を 
知つてゐるのは只それ丈である。それだけでは、君と同居しょうとまでは、私には 

お6 わ fcf L 鸷み わた CL〒'»♦ す やどや 璧5ルい ♦，や わ！ ictJci 

思はれない。そこで私は君を、私の心安い宿屋に紹介する•馆 M では私に對する 

U ん H 3 *%& とま 、«#七 •！ {ひ！！わ* icu i » % 61 

信用で、君を泊らせて食はせて置く。其間に私は君のために位置を求める。それも" 


君だけの材能がぁってルれば*繫の觀がないでもない。步し5^价ったら、拟は 
自ら赢ち得た報酬•て驚の槪5をするが r 。それが £< r ず、誔 g からも紙 
が來なかったら* ffQ ■，だけを4が rt ける。 &?(: はそれ S の铝は阶 
來ない。それで！^いかと、 E ? しは分った。 

1君は私の詞を|^いて、少し勝手があふやぅに、か斯に紀したやぅ|:奶 

じたらし 

かつたが、豚に gi かした。4鬚は4が ml するか、靈する炉と賦ってゐただ 
らぅ‘それに私の答は許諾でもなければ、妃婼 r もなかつたから、; j のためにはか 

W でぁったかと H はれる。 t に靈は、駆■が sg すなく、^1:影した。 

私は使を遣，？ Ttsr の A ? を!'んで、それに觀を, I ;。 ひ^ I めた。そして.. 1 : , .乳を1 
れて、立見と云ふ®へ；3かせた。藍と r のは象藍职に pgr 、 lt?〆 
此土地に著いた時泊った纪でぁる^ AI は四十を趣した象で 、 g を s :^ って fc 
伶倒で、何の訴でも好ぐゎかる。ゎ^:$歡を啦站のをに^ したのでぁる。 

一一人0友 






^fm に釤の “ si があると r たのは Ti &® s / h = ぎ翦の船 r あって、 
ドイッ11 * g の紀咖を§してゐたからである。そこで SSIMSI の世話 A ! i に話して、呑を 
辦することにさせた。藍の鉱赶は|£?,'が撇はなくても r ことになった。 

F 君は P 故毎日のやぅに E ? しの m へ f に4た。 S はドィッ r s を艦れ <2が、 S 

に^ V II をするでもない。^ r 歡&んじて、 f ? r 氍 f •トイ^を 
&t へる靈を繫して、それを^|:盤する。さぅ一^?-*聞くぅちに、，私は次 
齡に S と ゎ S しとの•トイ ^ の ASi に^!^ r あることを如った•それは as に 得 先が 
あるのであろ。 m は！！ s 製起に齡しい。■を黯して飯かい S を一5"ふ。^しはそん 

S 齡の IB - ふ歡がある。ドイッ A £ ならばさぅは云はぬと、^が指铋する。君が服せ 
A と、* ItT it 1 - 船+!にもかつて， q る； RCCIi 賦の c o a r などを «* して捋據立てる。こ 


<な應對がなか一^-1||?5ぃので，ゎ¥も粗の來るのをかつやうにな0た. 

ik ん氣の r 4 ri' ^ I などには、 ^ { i u Fg を 1 れて繋をした。 g ぃ紫の町は、 
端から端まで？ 5 ても艇き砂ら§で、藍をガ M «> まで！^ったり、聲に务って一11. 
の方へ往ったりした。格別讀む暇もなぃのに、街はぃっも歐しに •トィ ッの松 を A - れて 
f 、•• Goesnr u 赋の歡齡紀や奶船！：などで ある C なぜかと陬ふと、職があった， i* ま 
うと思ふのが^-しみだと、 m は齡へる。ひどぐ如 

二三 遇 影ってから‘る^ g しは；^がどんな義をして ゐ るかと g って、 黑か 
らの1に1: をぉと づれた 。 S ぉ ±£さ んが漭から 一 £浐和 ひ f てゐる 
ところであった"「どうも內の 独が ぎもんですから、ぃろんな 泛扣 て 恥り ます」と 
r 5, ぃて、「露々 {々」と | ? ^ 听てか<%をぬってゐる。船は黠から、ょそ 
い 梭子を して見て a る。 

「 F 君は どうして ゐますか」と、^^は ^^ ?2- 
一一人0友 




「あなた*>*お於,をなさるだけあつて、齡つた方でございますね」と、お上さんは笑 
顔をして分つた。 

6た ^IJIg をす る だけあつて齡 つて， Q るのですつて-それは困るなあ。一體ど 
.フ i ってゐます CJ かぅ分ひっ \sviri に ftf た。 

「い>ぇ•於そう4い 於で ございます .か、 もうこんな に 朝晩寒くな うましたのに、ま 
だ鬆 m で A らっしゃぃます。觀ぃ S は、^ U らヶットを S って？！を 亦んで A - らっ 
しやるのでございます。」 ぉ ゼ さんは^1 に iiffi - s を ai «して、かう一?' た。 

「はてな。 x < 配が Ms いのかしら。 JW 言のや5に私は分つた。 

「さうぢやございません。お泊になつてからヂし立ちますと、ゲなら金があるからと 
舶ゃって、集おまでの撤 S を1 s ませてぉしまひになった SW 」 ざぃます。 r ® う卡一 
沿に Av ' って？から、 F ^ x は繫靈 M から歡っ HM をしたのでぁる。 

かにって M * ょうと S って、 E ? しは^へ±*•かった^かの篆では、财の船座船に 


髮の S ： を&めることにしてゐる“は屢の避に.§ぃた二艇である。*_に.|ぃ 
た 二 虻の小部屋は、細かい砍子の纪があつて、 そこには 讲を齟らせない〇 ^ 歡は一配 
安い所で好いと分 〇 て、 そこに汾ら 5 if いた® 

「1、ゐ るかね」と r て jg を r ると、 51は；^ から繫を M » けた-なる F ラン 
ネルのシャッの±^にか4^を點てゐる。瓶炉い說卜 |::5:を艇られた、咐桁い游の|^ 
に、手習机の古いの•か据表てあつて、そこが BI の！ 一 になつてゐる • —しは 辦阶のかけ 
てある小火 鉢を 挟んで、 裙と撕 必した。 

此時すぐに目を射たのは、机の向側に夷 tl 酒の!5継が齡に剧袅て紀歡 にして ある こ 
とでぁった。し tiQsrq を、■扭の氍の対きぃぎ顯が4*てゐて、鲥 
は小さ^と iilsKI とで f } らてゐる。三 r 对き^は®?雜しぃ。齡槪ぃ斯から* 
背纪に NI k ' してぁる象がおを祗ってゐる。 E ^ lir frtt めて彰を m * ま，—した。 
「穿1«?2.の小ですょ」と、卩纪が1於つた。 




a 琎 舟 一九0 
n さぅか'*ひど <立1|な本になつたね。それ1:俣の持つてゐるのは二冊物だがご 
「それは古いのです。これは南江堂に來たのを見て吩いたから，歡艇爲換を ia - つて W 
b 寄せました0」 

(しかしこんなに歡眼しては、名は小でも、邪歷になるね。なぜわ VV ^- J 1<. XV «* せた 

のだ。」 

「な U 。 敎師をしてゐると、ん名や地名の說明を泥められますから、； gg な松がない 

U •ろ！！そ 

と、心細いのです • ° 

卩君>1私とは符話辭書の話をした*^16 '3 1*と».0€1£.|8との得1を論‘ずる。かぅ 
一於ふドィッの^が 11 sse ゃ Brhanuica と違ふ所以を氣ずる。^良が配^(故屯阳の鉛 
に接！^して來る風潮を；ず6。とぅと，フゎ私はランプの Rf - {まで&て!^つた。 

私は借家に1ると、* t 袷を一枚女中1:待たせて、 F 歡の所へ！！つた。五十 Mg の研 
料を拂つて、仿話辭書を買つては、君の貨つた月給は齡無くなつて、 gmf もやたらに 


は吞まれぬゎけだと1心つたからであ 6 = 

私は * I - 1 君 1: 徴敦龄の 一 虻が あると11つてゐた•ので、 傲； §から钳と餡る{:、灸奶の 
距離を保留して 置ぐゃうにした*しかしになつてから g が，^つに«£5つて、配 srilfi '* 
が段々 縮まつて 來た。 

それには衣食に事を闕いても'^物を K ふと一於ふ君の职問好を，めた於め^,あるが、 
決してそればか各はなぃ。ドィッ說に紗ける辦の11|の||ぃことは、黯配のかに 
もう知れてゐた。さうしてルれば、5$が！ fgg だと分ふことは、 g はずして g かなゎ 
けである。 

Fi? と私との ai s 1を ii. めな、おな獻陳は lz ? しが祀の mf 如」を辦奶した獻に M ず 
る。君が^'ど&に紙する.を S せ？とを靈した^!に g ずる。これは—しの 
見？でぁつたかも.！れなぃ。しかし^-'は^かれたとは g ぜなぃ。 



高瀨舟 I 九 一一 
は F 乳に，！5が11かつたとは思はない。又氪 W 諏を衝かなかつたとは思はない • 
紙し齡は齡らに槪へて齡を妒 < At ではなかつたらしい。 M のために詞を設ける程の面 
節をせぬ^>|あ0たらしい。1^と挪||して構へて譃を衝いて見るが好い。私はすぐ 
に■な靈を®?す。これは^しの黯である。^しは ㈣ 齡があるので 、 S h . ” A ? 
に辦かれない。か®: t の A ? を* in た卽阶師を V —ヒ思して W 破したとは度々ある。 

これに紀して5|?!:仏の獻けたパ、§】031な^<、世服で當になら52と云ふ人でも、 
しと和！一して#4ぬ卜に於志を！^すれば、私は倫快を威ずる。私は年久しくさ 
ぅ云ム A ? と相忤はずに往表したことがある。 

さて！^は№1*にも分つた通 bu、 最初から微幸者を以て F 君を侍つた。しかし君の 
掀&はヂ』しも^|:靈を| ? せたこと^ぃ*の?451^:である^^!獻は 
呢所に^しの献に紀||せられて2としては&^55を5|めることがある。'^?.ユ 
l:mK を！ S くことがある。ゎ私はいつもそれを甘んじをけて、却つて面白く成じた。 


殆ど毎—って、時としては鬅一しょにゐることさへ t ので、1と辧との 
話はドィッ語の事や羣の事には g ら g やうになった • fH»4 は？5に？一 ri: 
1 つた。私は此•土地で g をして？ 鉍く の A? に如ら n てゐる..： A ? g がもう F 钔 
をも知って來た。そして二か UI だと r 5うでぁる。^ g の^!^ xgM-li^ った 
ら、'弟御さんも^ぉ眼に？ました-と、お Ai が r た。„と脱って,へば、 
1事•てぁる。同國ではぁるが、■ではなぃと、辧は街へた。 iiA! は裳に g ふ 
t い^,で、「へえ、あんなにかくがてお断になつて」と分つた. . ボしは el に版てゐ 
るだらうか、 B* は.どう^ふと分って、 F^x を^こ e 

が其時、 そ S 他 A ^ の 一 1 と 一 r ことが 緊斯る ものとルぇ ると r て、 かう 
1 ri をした-- „ F 谢った呢の职でぁ气避を此んだ二賢一龙にぁる阶 
敷に、若は人れられた。すると^の黯に你った,、繁を裝やんで藉をし 
てゐた。君は無聊^ へ. 2ので、 mT - に阶て 蚍う，^る。帕うでも！^^ At で 出て • 
二人 0 友 ■ 
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MXK に’ を i けてこつち を見6•'其輅老が迚の铋者を呼び出す。二人で何かささやい 
てこつちを！4る。こつちで見るのは好いが、 向う から見られるのは狱だと思つて、右 
は *-' M- 1 : 命？<った •rplrse の艇ぎは奶鍛くなるまで績ぃた。 S 2 は把 1: 這人って、 r -如線 
の私をやかましく思ひつつ寐 A- つた。暫く寐てゐるうちに、*-'屋 1: 人が來たやうに航 
つて卧を醒ました•見れば1者が來て枕元にすゎつて 2 ) る。君は筋いて起き上がっ 
た* そして 「どうしたの だ」と网ふと ^少し伺ひたい事•かございます I と 分ふ。君は 

fc ^ r %. げ s しや tc 1 !づ ザ》 L や こう茗 u 

立つて夜具を疊んだ。それから藝者に用事を 晷ねた •荡者の a 上は かうであつた❶自 
把は蛇 i の座敷に、 t 勢來て泊つてゐ る！？！ 者の中の一人である。此土地の生れで、兄 
が T 人 あつた。 それが M 阶をして « t かが知れずにゐる。瓜るに 把 刻向側からあなたを 
.て、すぐに?!兄だと献つた。射れてから大ぶザが立つたが•毎 U 逢ひたい < と思 
ふので、こつちでは?!れずにゐる。あなたを見た時、すぐに屨けて來ょうかと思つた 
が、 A ? 51があるのでこらへてゐた。若し人違であつたら、許して莨ひたい。31しい兄 



だと1 HAT - を， のに、 きって8を昏はずに哪れては、寶まで繁しぃ。 ^- *な 
たはどちらのぉ方かと分ふのであった。55はかう m へた。「それは於の新な^;だ。 « T は 
石 州のもので、尾の mt へは紙て 來 た。 ここへ 來 たのが知れるといけないから、 g くぼ 
るが好い」と云つたと一於ふのである。 

卩5?の此話を、^は1|* , 45<&って^*ぃた*ゎ^の«<»艇炉ら4れば、||め8が；4^の 
空似は 有る ものだと分ったのは紀1=てなくてはならない。歡教が脱肥へ和た ^ • 虹ょ船 
&に殿はれた犯一影のゃうに、1;ハを把&けて、 M き？ S ? 职 rMjv を截ねた•さて獻 
教の if を ii そ取 sa » に®*いて、 i < ls K して齡ざけたのである。 S 2 が1る剛、 
私は 君の 面を凝親して、 そこに Iros.e の #?^?を！! めた。しかし それは鶴^ f であ〇た* 

Fai はだと^て、 §®;? ZT - I : H したのでぁった。ゎ— ぃた.. 
そして一 r た。「おの？？は齡齡なゃうで、ぉとなしい•それが配 gA ^ であったら、き 
つと肉迫して來たのだ。すると把だつて、 Wilhelm が philss の!!を！：し.ぎける Ilf 



t 
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氣がなかつたやうに、女の俘になるのだ〇た。」 

«>たぐし い こんど X 1 ^ f , 瓤 せいや50み S レ 

私がかう一？{ふと、今度は F 君が驚く番になつた。後に聞けば、或る西洋人に戒め 
られて、小說と云ふものを讀まぬ SI も 、 VVilhelm Meister や Gcisteiher 位は知つて 

US % u#so 5 l •と 

ゐたので、私の詞を聞いて、白內隙の手術を受けたやうに悟つたのださうである c 

S 巋 clt > た {U 於噱 V *た w » ザル f こ— i 的 ％备 

此事があつてから私は、 F 君の異性に對する言動に、細かに注意した。そして君 

♦ Je « 5 め^身い * むげか玖ん V «» S3 ** けつばふ うれ ! 

が此方面に於て全く無経験であることを知つた。 a は衣食の闕乏を：妓へない。若は性 

f 蠓 S %■& G ん f げ 5 身うしや ちポ 弩み I T わ :: fb i 

慾を制してゐる。君は尋常の徴幸洛とは違ふ：君は兎に角えらいと，私は思つた- 

«c *» s/cs 5S » **L*.L. IT J fc セ T わ titjsl! 

そこで初め君との間に保留して置いた跖離が次第に短縮するのを、私は妨げょうと 

4AU* § *«« u *»纛 *» 

はしなかつた•私の^識は或は鍩つてゐたかも知れない。しかし私は今でも君1: 
1かれたとは氪ぜない。 e 


十二^ I になつた•私が小倉に來てか G 六月目、 F 君が私の跡を.つて來てから 


一一:月目でぁる。ゎ私はフラン i の！！かを樅めて、^日^^於1:跏断阶の^ j 鼢の祀 
へ通ふことになつた- 

これが Iris る ギと 铝 との證のぎ観した。なぜかと一 r に、^ g ねてかても、 
私はフランス語の事を||すからでぁる* は、「フランス斲も锨铅いでせ5が、 «?はゴ 
つの語を淺ぐ知るょり、 T つ1,を您 <40たいのです」と分ふ。「^ 甲たね」と、 
私は 一 r - 此— には、 さうばか..はかか？一 r か如がぁる。趙 はそれを f る。 
そ «L て 4 戴 V ?11ふ . sff に ■した髿に、 fgsgg の銜4つ 
て來 る。そこで每 H 來た把が 1 HC - を險 てて於る やうになる。二 H ** を 喘てて 和る やうに 
なる^ へて r ば' tA >> は黠齡く艇れ た 1?獻 のゃうに義 してゐたのに、‘ 
が Ff ぃ一」 .r 、 芻 f r & il の T に義する ことに なつたの 
である。 

Fi はドィッ誑の靛をして親す。辦は g AJC をして、蛸 フラン 5.を聯か して 



取す*そして iT かって記配のない i をす S 二 t A** の1|には|^歡の纪^»1£嫩が办り 
立つたのである‘ 

钯龄になつた。四沿の械に^纪が來て、父の病氣のために歸省しなくてはなら《か 
ら、船如を It * して KI ひたいと一&った。！^らいるかと一 r ば、二十五圓6れば好いと一ず 
ふ • ゼしはすぐに肚して b たした。もぅ徴 f 者扱にはしなかつたのである‘此金の 
if は鬆ゎ1しも PI に阶さず*啟も H に阶さずにしまった。^しは^して S ふことを »* 
撕しなかつたのである。¢5は K そんな事に拘泥せ《良分であつたのである。これは mt 
新なのでも*しらばつくれたのでもないと、私は奶つてゐた。年久しく交際した君 
が、物1的にゎ私 U を煩はしたのは只これだけである。 . 

齡な <FSX は賦つて來て、鳥町に下宿した。そしてこれまでのやぅに K ィッ語の敢 
W をしてゐた 。忠 の^に ゎ私は 一度君を#ねて、ラムネを馳走せられたこと が あ so 


^■の街}:發か"1,の SS 5 が Jr 4歡を±»げたので、^’'は射职へ？|;き趣した。|| 1 ;联の 
r する r ら、裝の散のする M に銳ったのでぁる。 MIWII は和5!の繫 » r !の isiil に 
なって？、12ぇず三4 紀と裝と が ^? ぇてゐた。 繫へも FSX は艇^! J し^ た • 
又年が；^まった • m ? が小^1にかてからの三^0*である。八^ 1 S の^! g に、 PSX は I 1 J ; 
n 高象學校に取せられてか把した。 

1招の¥£の三取に、ポ，“って觀へぼった。1^四|^1に-^の±*-4を 
離れたので*る。 


?r は數で4 yr て、 J 5 ,I^ れ\-.1|奶へ8§1った。しかし^?«:^てかたパ 
は妻ばか-®'ではなくて、^ fA» すぐに谢からかた A? が t。 それはまだ勒の趙ぃ監 
で、私の內では安一！寺さんと呼んで a た • 

安 ii 寺さんは、^?/和がで？^の纪に!^^=した@1から、紀^^!の艇へ^<.0こ 

II 人の友 一九九 



a 潲舟 §o 
とになつた。%^が役所から良つて見ると、きつと安！！寺さんが來て待つてゐて、夕食 

と金 こ2 S わ feci あん-? e 篇乂 て2 •{UJ*^ ん ffrc 秦 

の時までゐる。此間に私は安國寺さんにドィッ文の哲學入門の譯讀をして上げる。 

P&7 〇 鼇 JE わた fu 3 U ,* ん か，誓 ftxtccu 4 rcTf 

安阚寺さんは又私に唯議論の講義をしてくれるのである。安阈寺さんを^り出して 

0TV _ふ¥ ばレ t 敦ち せんけ9し き J»5r«t らい 

から•私は夕食をして馬借町の宣敎師の所へフランス15を！ EC ひに往つた。 

ふ5 わた？ uc <b fc と%- tv«u 今$» Jf3n,tu ル 

そんな風であつたから、私が小倉を立つ時、停取場に送クて<れた同僚やら知人 
やらは!：常にダかつたが、其中で1 1 別を惜んだものは安 s 寺さんであつた，「苕がゐ 
なくなつては•安阚寺さんにお氣の毒だね」と*知人は挪摘半分に1しに言つた。 
果して安阈寺さんは私との交際を絕つに亂びないので，自 i の往味をして&た寺 

ひ t K,. <5 vea こパ %3 t t tofccu す V んごすか3{ ^ tr4< 

を人|-讓つて、飄然と小倉を去つた。そして柬京で私の住まふ軸子坂上の家の向ひ 

*, げ St 6 ^ft &{»••••&ia •づ PL » < k « 5 

に來て下宿した。素と私の象の向ひは崖で^•根津へ績く低地に接して a るので、其 

••tfst * s ね-- vsB.e へ Jlltt « づ T»« c lr it 

度の J 1- には世に謂ふ猫の額程の平地しか無かつた。そこに、极律が遊廓てあつた時代 
に、八幡樓のぼ居のゐる小さい寮があつた。後にそれを貢ひ m して、堪の下に長い柱 


を立てて、私の M と fF? が難するやうな二影の獻いのを取てたものがある. ■ 
の好かったゎ g しの私は、 S 二献4が S 4たために•繫な g ひになった**把緊さ 
んの來た s、U の二影•の篇 M- である。 

しかし東？た辧の義は、象にゐた职とは忠っ^しぃ。紫4た繫 
寺さんは前の？に ST と 知議の繫 'をすること：^4ない。 それを 寒 u A g つて ゐ 
ると、 丁度 そこへ； =^君が來て下 ^ C した-* gM * で g さう と！！って、 OJips の^ ^を 勤て > 
來たと 16 ふこと であつた。 

そこで 纪 i 和さん は ■vm の駆を、 It ?.: して Its ふ 似り に、 F 乳に して！う 
t た。 5 f に 4 と Fg とは sf r ^l がが g ふ。 IZT--y si でも^でも、お 
齡として 1ふ/ ^ x それを 1 ?1 1-から黯せずには，なぃ。 ^? -は1:— 
さんの哲學入 門を開いて、 对 •の•へユジから和を跑つて ^ T して 阳せた、しかも 艇めて K 
經 Qfsv 4する やうに した. ■を鬆に_するだけの加の tsi かさん 





だから、 それを TI か歡游の A? が Fierl や謝紀を！!するやぅ(:席した。 F 君は *= 流 llt 
踏襲することを肯ぜずに 二 if すん Lsr ら sa = まぅとした* 5 s すんは妇 
く齡った斯 . S の fl 加をしなくてはならぬので、ひどく勤ん.だ。 

辦 < r て • FSJ は Mi 顏繫に聯せられたが、か_じ T - i にゐて、そこから 
鬆ぃ|!^ふので、©|:と黯すんとの黯は紀^でぁった。 

^ M ってから、齡が给き船が辦って‘街は^ゾと分ふ^もなく把く 
なった。一一隊に13って4ひの>&&をかれぱ、そこでも一^の戸を開け齡ってゐる。 
心歡が対いので^凯ゃ纪斷かさんの&6於4!は於ぇない。かぇるのは歡い女8|^のゐ 
る*-屋である。 .， 

繫に龄ぃ藍の r たぎ SI ^ II の fK してぁることが*る。#?.ぃ rsl 

£•かしどけな<!&げ »- けてあることもあ6。此衣類の主が夕方には、はでな湯帷子を 


著て、緣！？で凍んでゐる。•外から鼠つて著物を略ぎ更へるのを不齋にルて-こつちで 
顏を背けることもある。私はいつとなく此女の顔を見^えたが、名を聞く折 もな く、 
どこの學校に通ふと分ふことを知る躲らなかつた。4は美し<もな<、辦<もな<、 
何一つ際立つて人の目を惹 < こと.のない人であつた* 

向ひの^の下宿んは度々入 b 替ると見えて、 見 如つた At が ゐなくなり、 雜しい A ? が 
見えるのに氣の附くことがあつた*しかし F 君と安一一寺さん とは ^2へ^らず I : ゐ た* 

tlltf し い( か v' み ulxftfclr い 

私の家の二階から見える女學生も遷らずにゐた‘ 


一 ^ 餘立って、私が 東京へ 良ってからの二度！ i の S ? になった•或る115 Jaf かさん 
が來て、暑中に歸省して來ると分った。 安 k 寺さんは 和 戴の纪を Atl : 15つたが、九船 
班道の豊州 I の或る小さい驛に俗躲0良がぁる。それを：4和ひに&>くと分ふことでぁ 
つた • 
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• Act O **t ufc<J i » ふ c« t * *5 

安阈寺さんの立つた跡で、私の內のものが死所の财を聞いて來た。それは坊さんは 
FSI の使に四斷へ往つたので、九州へは其序に賦るのだと一&ふことであつた。使に松 

S 漕 むか げし t <ん 9 x ft« <« 妒 丨备 -o い なか 

つた先は、向ひに下宿してゐる女學生の親元である。 F 君は女學生と秘密に好い中に 
なつてゐたが、とぅ^-人に隱され《狀況になつたので、 IEJ 式に結婚しょぅとした。 
それを四 k の親元で承 1?しない*そこで親達を說き勸めに、 F 君が安阈夺さんを迫つ 
たと一&ふのである* 

私はそれを聞いて、「安&寺を紀談の使者に立てたとすると、^奶はお允松だな」 
と一ずつた。無遠慮な Eg— たる FSX と、軋德があつて世情に疎く、赤子の*1を你つて 
2 ) る安阈寺さんとの間でなくては、さ 51 於ふことは成り立たぬと思つたのである。 

安亂寺さんの誠は田含の强怙な親達を感«&!させて、女學生は1< , 君'0歡になることが 
出來た-二人は小石川に M を持つた。 



又一年立った。ギはロシアとのったので，影へ _ した • ムは船概 

の窮 rrr T r 、 l£? «:T ^ r r5?r% i〆 ^ ^。^ 

と南江堂で1 ざた u シア、ドィツの謂 ^ g とがぁつたので、 li ? 1は齠 にゐる g 、 
少からぬ便利を配じた。 

私が滿洲で受け，§った靈のぅちに、知影さん^^ぁった。 その 利に F 
病氣のためにドィツ卽の黯を h ひ s ま？、 ■«! の氍へ tst 繫に r と 1 r 
こと‘いて1 ir はすぐに影をか？般めた。これはゎ—の髮としては 
最長い手既で、 i ! i:*^stsil と r もの * >*s ず g : だと11ってはなら， 3、 f?? x 
得ょぅと志す急は、病のために肌してはなら？1&ふことを、雰把のゃぅに4 
いたもので， Q った。"—ほ黯| 0 んが1?のために1だしく r で、*||を.4, 
した？はないかと I った。どんな■な It をも f “って r が、欲？汾 
械的に諸んじなくてはならぬ歡の認に g まされ S は、■して H だと、 
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ItTl は？ぐ11った。 

離で J を®=して^しが靈した S には、黯かさんはもぅ九船に M ってゐた。 
如纪に i £^ い加の时の^て、住職をすることになったのでぁる。 

F m ^ f ず/]'=篮に r で* M 一觀繫に r てゐた • 55 と^ i の Its しい 

起海は 、 ag に sm することを ^ さ s ので、 E ? しは ^, 々5 fs * 一 &5|の&4の¥で* »» と 
新を f へる に！すぎなかった。 

それから四五 rr ^ Jisfm の fhmfe した。 y § の藍のた*に激に i 
くなつたと一 於 ふこと である。 





高 M 舟 §八 

■の靈錯に f ぃ妮 f 阶して i したがぁる。齡は f if 黯.て姒 

い sil を打つたやうにかいたものであつた。啓見すれば、^色の isi やかな蚝のやう1:も 
处ぇ、沿版ぃた献和に始紀が中つて組化せられて&るゃ.フこも見ぇた。：孤成すれば、 
监村に二つの A ^ w *>* 模湖として認められる。裳の廣がつて ゐる處 から 推すれば、女で 
わらう。 Eh fi になつ てゐる 背後の A ? と、1 U.OIU を見せて. Q る前方の人と、顔が半ぱ 
t な b 合つて a る。足の jix に赤と綠との、 稍ん きい艇がある。格の 花で で も あらうか。 

犯谢を慰の At 街が阶和を！％狀に並ベてゐると、免は一枚一枚其前に出される'*半 
艇 djjl ? は莳ちに府けられる。ぼちに取られるのは、 Jr : 十枚に一枚か、五十枚に一枚か 
m のものである。 H 努途にあるもの a 一旦！$考0部として片脇へ将せて砂かれる。 
鲁を姬び此すのは奶でぁる。 ■& が一^、谢、郝、 S の組を t てかつてゐる： 


赤は勒も忙しい。それを f れる S t である。 酽 jj の緊で 
ある。最も閑なのは5&の WI である： 

四五百纪も*らぅと一&ふ贴口1が、1把|6をしてしまふと、鬆は累のかをル 

S す- 3の$*^繫は、蝥鉻にしたい备し您ら|3と^たもの、无は郝だ 

と！&ひたいのに、どこか惜しい處が あつて 歡 へてゐたものであるから、 それが ニル か 

に運び出される i に tr f 藍器は g まつて ゐるム K も郝 を# «• つた >1* の 
手から、 :^ ils れた染ををけるの fe い • 俯^^のために駆いた蘿の⑹が、 
青を持った女の開 <rf の fg に A - る。しかしこ >でも fJf の g として、：£の«? 
に取 b 殘されるものがある。 

1の點描 sftlHii ? の rr られた№1でぁる。繁の g にせられた粒‘ 
の隅に、此大きい麼いつまでも4 j て！！けられてゐた。繁畫 © A ? f か！ぐな 
前に r て、齡ぐ?てルて？は沁って^。遲を严&!い^;ぎぁった。 
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1の辦ど松る範であつた。「あれはどうしよう」と- II やらが分つた。 「 i あよさう」と 
• itr やら*>齡ヘ •^•® E L i どのか M ^ も、•どうしよう」、「まあよさう」と自間自答してゐたの 
である： 

ら 十配 かの A 5 起した をの M と E 齡のか とが、繁せられた かの ^て ある。 ^の 
航 へ、 ァヵ デミ ィ s , s . l , た xt の堪 &ねて4 た。顏で f s 緊ぃ。ぉ L 
H まで#れてゐる。これが黯のぎ 紫 であった。 各は M 把と 云ふ。 

Mis はこんな iS を A った。影は髮した『^の勤の£$ぁる。ぁの畫は、布、 
配飢、漱歡|:、斯つてゐたャけの虹を阶け、«(£され6だけの時配を6し、9められる 
だけの髮を&めて S げた。辦ど卽 r 誤は r て^®のぎぁると云っても好ぃ'* 
それが K にして影した。そこで免めてものが？、 S 资のどこが格に合はねか、 
亂せて貰ひたいと1ずつた。 


鬆で f ?* た•一 Msff は r 影 f 祐じく、 r て；！ « の ^ At はヂ -ぃもの 

でぁる。，ぐれに Mi ? はぃかにも氣で、？！ sftfis を JI へて r ゃう な贼 扣がヂ‘ 
しもなかつた' 私は聞いてゐ るう ちに氣の ^ f になつたので、 r ル l : Ar ±» が b 齡へ」と 
云つて、書齋へ通して1などを^めた- 

?ポしは！^づこんな g - L 口った-藍繫の繁の斬は 、 ItTfi なんとも r こ 
とが,ない。しかし SJ の^は* E 7-」 が ia » 徹して 0 から、 Kxjjjm を艇れて、' SI の^の g 
を話すのは差支ない‘しかしそれょ b 55に、} J がどう！^つてあのををかいたか、 eItT し 
に話して聞せて K ひたいと一於つた' 

M 君は苦し '3 うな 顔を した。 そしてや 5•かう一ずつた。「职 b ましたな。 *^ 紹 ?> て 
どう言ひ現して好いか、6か b ません •」 

かう r た Ms の繁■は、^.：は r ゎ S た。 It ? しはをはか > なぃ•しか 
しパ說や脚本の「試み」をして見た ことがある。それをどう B ? つて*- いたかと ル U れて 



は、 e ETtr ? ffli る • 

**! は彫の M を ii して、*^の^^ぃと S : った i を、1々か繫 u / f\K 
は！^ Si を こ > に奶5犯すとは！ k かない。8 if るに V 私は先づが「何を欲した^」 
と A ふとを抓つた K で、それ&ら 「 K を跑くした&」と分ふとに纪ばぅとしたのでぁる • 
F ) f たかと r 船は、 _ rr ^ て齡するとき、 S 2 て m ぃ、 ii めて細かぃ 
船になる。ガ齡の¥|も旧^*に射まれてゐる。一部が一部分の矿も«:'中に^(まれてゐる 

^ { t u r^tf”^i，r1mrffe^ ras 、nfeg、 

呢ぺっ^|:^6を齡はせるゃぅな»1はな炉つた*兄忠は风かの畫を炉炉*フと思ひ立 
つた献、「いつも祗が一ばいになつて、辑くそれを m へさらけ出してしまひたくなる。 (_ 
そこで艇ど& S , 赴を対つたやぅになつて、 A 射の阶來るだけの事'^してしまふ•此心 
1^£の黯になり、觀と影とを^|^賊られてゐる©が^黯になって 
ぁの！ aT つ：^4た‘の善*は「1^&繫かきたかつた^をかい§でぁる。从 


君は s ? はしい^0^—て、ゎギに*の參の_繫鉛とでも分ふべきものをか 
得させょう.^めた。しかしそれを、あの’取ぬ A ? の獻に? 1 、のは、繁势 であらう。 

M 君が何を齡したかと云ふことは、ゎ^に！£く6かつた。しかもそれが^^の氣て 
かうだらうと槪して， q た鹏 と、 知ぃなる恶起は ^ かつた。 

そこで4は Mm に一 i つた。^^は i 5 のとしてのか4541 S する。4はす 
こしも^きを漱ふ^新してゐなぃ-趙のをには鷄の姬み^ ゲた配もなく、％ 
大家の意を、4へた^もない•しかし^は仏の $* に挪 して槪 からぬ^ じを 齡いて& 
る これは私の或覺が鉢いのかも知れぬが、畫に闕1がないにも购 るまい •これは 

„わぐするかと^豔である。辯は^氍の組に| ; ずに、辦しぃ£ 

を出されるのを待つてゐょうと一かつた。 

それから^は1に、ァヵデミィの1於のれで！！の^楚するか、塁取の时 
に &. 術上の友として免る人があるかと1^ねた。しかし Mm は！！.〇祀挪をも^?配せず、 



彫 1 :の At i にも T を 泥め S らしかった。 V は鏨』 で 盔を*ける & 益 F 說ぃ 
て、 al に部 断を i & T めれ。 そして 歡を，慰め、君の前念を le . して 歸した** 

糊ど ¥ 5fsl の^^が办っお*^>る%! sM ^ i は、 « ri しくかき上げた畫を二枚持って、笑 
紙^しの M をおとづれ气 

4はが乳を鉛 S へ那した。 S 5 の■は誤 a » た m と敗らなぃ*そして1ょりは 
爲してゐる。抓騎繁らずの配に、綴の齡る ㈤ もなぃが“ぃ*^ 君が其後 
のを B へば、ょく齡らずにゐると S 炉 ずには 2)られない。 

「允ぶ於し く かひませんね*? i 和どうしましたご 

「なに、ぢきそばに a ますが、どうも！&がさして上がられませんでした••氣 がさす。 
*が银める。*|1の錾が^しにはゎからな炉ったが、配_を阶いた後に献へば、 
HXII ! してゐる M ^ l は、*^に^か* , * める 所が ぁるやう1: 思 はれたくない ので、 來なか 


つたのであらう。けふはかき上げた畫をァヵデミィの震！^にせにかつて^:つたが、 
生 llf x l ; でぁった•そこで 繁 を M にも r ずに1:って ぼる の^^!なので、 
私の所へ持つて來たのである。 

^しはをも m » たかった V それ t は^ M 祀が囊裳どんな義をしたか^ど 
うして， Q るかと 分 ふこと が 加りたかっ た* そこで ^しが 阶 ふ * が鉛へ る。於の 齡 へる 

iV 粗は”松4 KV 繫は、! 1 配■の itf と、？5の氍謚ては 
iiil な 笑に な り？ うな ものであるに、飽くまで無邪氣な宛である。- t 人の把於の 
陬*1枚を向き么せにして？ I 脈に一 f を m んだ妮をは、そばの1^1:.和せ撕けてあった‘ 

M 君は「去！^話をした.かも如れませんが」と云って、：船 M の m を奶っ； r しか 
し去年は何も話したのてはなかつた。觀の!!紛はか うである" 

M ^ l . ひど紀 M をして A をかぃて、8 rs した s 、! 1 ^ は&=$で知 
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新になつてゐ； TAV 忠したと云ふ吉報を、父に息のあるうち1:聞かせたいのが、君の 
抓* i 酿でゐつた。これは1に父を喜ばせたいと分ふだけではなかつた•査かきになる 
のを、世の廢れものになるやうに思つて、强て思ひ止まらせょうとした父に、君は自 
射の啦功を知らせて、自也が空虚な希槊を锒いてゐたのでなかつたと务ふ F 疏をしょ 
うとした のであつ t ^•* 

幻 は 0 くな つた。： Si で M を 繼いだ兄は、 纔 に一 家の生計を營んでゐるだけで、 M 
良に學資を出して遺ることは斯來ない • Mm は今までのやうに籍をァヵデミィに S い 
てゐるには、自力で生活费と學資とを！^なくてはならぬことにな つた" 

は怖かと分ふ文房具屋へ往って、和僧になりたいと®しふんだ。學資を拂って 
贳つて、知 M はァヵデミィに往き、午後は小僧として働かうと云ふのである。竹見は 
被に#? m の配 m ゃ、盡布ゃ、畫筆を商ふ A ? で、*私の取んでゐる千駄木町0北、千駄木 
sBfl に XI 點を #«. つてゐる。商人1:齡らしい竹見は、この我儘な、小泔らしくない M 君 


の II を^4れその ！ f 4 >4 し、 rllrlrr て、知 s x ァヵデミィ 

に通はせた」 

'君んは M く和 g 蟹を鐶した。そして藤に靠：しなかった；^を髭した‘ そ 
れは午後に小僧になって勞働する £I e = と^紙にをかきになって松衍す S か e = とを、か 
つきりと穷捎すること* >* 出來ぬと云ふ事實である。 r カデミイで J®siu をするのに、 
どうも今各のやうな案になられない • gH * の4齡が阶て4て、44®—!, 
の邪魔をする。 

そこで M 乳は 繁に # s へてルた起に、繫黛にかう 分ふ錯 をした。か 射は 一忠 
誓った f 必ず履行しょう と g ったが、 ft れふ4 ?なっ /2*二 St の 和鏨 
活が翌日の畫奴 B 魔に なな。槪るに取はぼめることが阶 4，2 から、 扣 g を 5 ^めるょり 
外無い。？小 m を ぼめて、どうして1 f かと 5 ^ffisF とを 你 ょうかと 一 r に、！！ 射の #2 
へた呢では、5"っの藍しか泰ぃ 。そ^ • は此儘 こちら 1:勖いて HS つて、 こちらの 斯 
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斌をァヵデ，、ィの1や叢郝 ng * 一“，、のでぁる。 Kul ァヵデミィに r て！^ 
をして、 菊ら航 S やなんぞ©33^を,<。そして一努せられ2,^1を、次のかにァヵ 
デ ミイへ かつて 41 く。 それが ^ まで和 ftl をしたと 101 S じ程、こちらの役に立つかどう か 
如ら A が、ルに^ T それだけのか軒をする!6酬として、今まで通 b こちらに食はせて - K 
いて、學資を出して貫ひ T 2 いと 一 k ふのである。 

Mf x 怖 rm ? を rt 5 せぬかと於 it 2 ひっをした。瓜るに象1にも札見の顔 
には、^<が益の s を阶く s の繁のやうな繫が紙れた•そして歡は r た. 
「さうですか^於^一疋あなたのかの^を❿き受けたものですからジ頌通办にして 
上げませう。これまででも、 あなたの^?では小僧として一廉の骨折をしてゐた稍でせ 
う•か*は S の frr も r てはゐません。それですから舊の資棚は、9、行 
っても^なくてもノゎ^の於の獻谢には^如これまでと^たこともなぃのです* 
かし srslf 裳たら、2 As の五梁はぁなたにかげるから、*なたの斯にも s 


が行くわけです..と分った‘內の辦おと分•ふのは、去-纪九良であった你免の S ? である。 

lirsr fti s ^ う r た“「あなたのし if な SJ は、 ^〆 T1 : て M *?* た S で 、 S 

へ入れたのです。もう暫く內にゐなさるからわかるが、それはゎ私しのか私§|ではなか 
つた。しかし私は別に見1違をした。それはあなたを叫へ A - れた耐、これは «* の於 
が i ! く&かないので、■ル8にならうと獻って势>みんだのだ。が爵だが- 
其腹だけは踗してゐて、こつちの樣 B がわかつた J ^ で、.の^はよしてしまひ**奶 I 
には腹を打ち明けようと一&ふのだらうと、かう15つたのです-船が、私になつて： 

ば、 めなたは飽 C まで畫か きにならう として， Q なさる やう だ。^—は紀なしに象ふ 
から、 おこつては行け i せんよ。一 體あな たは 盡で成功す ると分ふ ル iii が如つて， Q る 
のですか'* 九 生} |5はなん-<{:1於つてゐますか」と1&つた。 

M 君は有の僅に、先生がの意見は、？^めて阶いて：^たこともないが、か射だけは扣 
功する積だと g へた。 

天 « 一二九 
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m かは繼に磬しなぃで、かう一&つた。「髮でばか b さう！ ii めてゐたつて&けま 
せん • M 一 あなたが苦しい SI をして、 A 駄骨を折つてはならない。それに私 だつ て 
115 1 をして上げるからは、 世說 甲昏がなくては詰まらない•どなたにでも 好いから、 
一^紀あなたの災斬を免てゐ65^に、 r の於込があ-^さう だか 聞いて御®なさい」と 

r たし 

M ^ x は、- さう 一&ふわけなら近いうちに W 先^1に聞いて見ませう，一七約束した。そし 

こぞうV*ばう IfJ* かふV*ばうげふ 5 

て小僧と分ふ旁業から、行商んと 15 H 旁業に轉じた - 
Mm はァヵデミィで5や生徒仲間の注文を聞いて、翌日其品を持つて行くことに 

なった。154,っと、 Ms は^2^贼して紫ょり船でなぃことを加った。擊にか 
^繫1!を4って、裝に" II の取を&っのだが、 rersiii ^ ることがぁる* 
繫ゃ_なら獻ら斟っても如れたものだが、％|は^?|って扣て斯ひたぃと分ふ 
“があるので、斯の锻つたのを一一齡持つ5£く0»には、寒い日にも汗を出して、途中 


で靈も m まなくてはならない。髮で德を邮り舶へた办、斯船をした冬 
ると、紫ぎめた^. fff 起銳が « v 射か影 V ることになる C 網しい製から^,る、«:= 
の黯念±1の积衡は、^ど械の和 ft ! 義と M じ街の8製を、ァヵデミィにゐる职の 
氣射に&?ぼすので*气 

それと oi 時に、は阳 i から一齡の黯を#{けて4た•それは班 挪な繫 街が*5 
して、次第に高まつて來たので ある。 K カデミイで爲てゐる di.n は、 ^^^ た ^X 
生に、「さ 5、 ¢5、奇肥にばか bit ^ らぅと 齡つてはかかん」 と 分はれるが 、 J 5 a « d = は辦ど 
器械的に爲てゐ る Ift . でぁる。.これでは ダし も拟№1衡を fisi&T せしめることは m ^^ J * ない • 
そそ內&つて ゐる i に# 一がかきたい。 娜の「_が1ばいになつてゐ，0」のを犯へ阶 
したい 。 f に 行商ん A^VJQrs^^tLi&i^s-^-^^^sISJQSS^WN^.^ 

一5の間に 、 S や 机を持ちを んで f ので、 ^ を かく叢 も！！い。 それから 柄 ルに 
學資を出して、 t はせ て だけで、繫と一 r ものは mmQJJ 运 から 五か 



の擊を一&けるょ、それも一蝥 few— ものなので、繁ゃ配 

m を H- ふことが阶來ない。 

るので、相かには* 5 IT ^ t して^きながら W 先生を浙問することが久しく出來なかつた 
W 1 は^の t を跽のゃう一^く、こは k の At である V 生徒に*し 
くしてくれるので、 isLyii して歡ふことを Ilb = At に賴まうとしたので ある*そ 
のうち您が、【どうです、靈の wi ^? rt ;^ JA ^ Sts : A ^- rrl ^-」 

记んだ。 S5 も sJli かて > も®**かれなくなつて、かる如ふら^^と W 込の竹見方を出て • 

諮^ ら B に r たそして _ gv 4 - r て、影鬆の从錾の — f 

往つた。 

^が髮の離を齡ぐのは二 &r あった。 H 繫 MI 繫“して 、 f 
彫の黏を！ i た m 、 E ! ...lrri へ r すぐ紀に、 W 懸を餛し\^1ったと瞰じ 


やうな事を从1生に言つて、私の！^|*に似た！^事を从 先 in の：：からも聞いた'* W 把 

也は ァヵデミィの繫で、&の齡繫と M じぐ、 ^^ m の擊影 L はってゐた 

のである。 

紀に凯を^だ X は、は、が断の Ilf 配をし^ r かけた Mf x m のゃぅに、 
よしや多少の私歉はあつたに しても、 兎に角 さつ ばりした、獻 ましい 於射で & た* そ 
れが今度はどうも人の使に往くやうで、しかも斟槪の用 rpj 1 . •か^！己のかの±:であ，0ため 
に、間が惡いと分はう4、氣が梅めると分はうか、一齡の慰ふベき厭みを虹 ぜず には 
ゐられなかつた。其上心の底には例の內外の壓献が1槪してゐて、これで船 a * の あな 
話が出來ようかとさへ危ぶまれるのであつた。 

戶を開けて！&人つて見れば、 W 把监は— valet の Hili にかつて必をかいてゐた MiJ 
を4て、 「 T 家ってくれ齡へよ」と r て、？！1 i かいてゐる。55は密く g でかて 
ゐ る-こんなにして 迸をかくことが阶來たら、どんなに愉良だ らうと 敕ふと、 m の撕 
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は跳る。 

W 5^は載を取めた。そして勒と li とを 勢 Mf 作に取いて、身を椅ヤの 上に投 
げた，，さぁ、13も斯け齡へ • かたせて辦みませんでした。 k か用事ですか。此頃はど 
うしてゐます。」 

「犯は把忠に谢ひたい斬がぁ h まして。なに、伺った所で、どうにもならないのです 
v 奶は。」 MS1 の ii はしどろもどろでぁった*也^ 1 W 先把の M 4 には斷笑が浮かんで、 
§!からは、®:れたか?>薪 A ! c の■を卽ふ S のゃぅな、ぃ S りっ m 4 める 
齢？' の離 fe せら s 。 S ? はそれに^て。るぅ ち r 、 心に 您 ってゐるだけの事を殘 
らず价 ち i けてしまつた。 & 射が fix 愈を既ひに 來 たのは、自也が 知 b たいからではな 
くて、怖ルを配£!させる/ 2 めでぁる。 -£ i 把はゲしも未あの成功を疑はぬから、どんな 
1 にで^ AJ & って s ひ7はなぃ。 lr 61 §になって、 irf ゐる W 
靈銳は、^賦ぃ影を髮^へて？。それに歡からは器安髮を免め 


て、自奶の心は片時 も？ S まること；^11い。これ だけの 斬气 J 3 は二十 把 も.^た？ち 
に、评把组に白狀したのである： 

W 九生は聞いてしまつてかぅ一於つた C 「そんなら先づ BI の服科から於 wt ^ けて ff * くとし 
ょぅね•竹見には、好ぃから！ r て f 齡へ*仄の办ふには、§°繁は泥して 
1 な道ではないが^1かずに配んだら、氍ぃ變に配するだらぅと?ことだと 
r のだね••それは4いが、歡の■には g ったね。それを配するには虹がいる。监 
金を骨折らずに儲けなくてはならないと分ふわけだ- J ^© p ^3= l , l ?^^ i 0 {i 
虹道だぺそれは尉にポ：を配すから“のために^:歡だ。さぁ-职にも航如の纪 
氣は無いね。これは今君の話を聞いて， q るぅちに、ふと m ? ひ tfi * したのだが、 ョォ 〇ッ 
パの r きの鹏へは、1 i < m ^ 艇 mLpiTgl ; って r て g け^く。それを 
畫かきは入用な i 齡らで L ふ。新^1^って、どれだけ和った^て、配5を 
する。あれを、竹見に裝してか？ルてはどぅだらぅ。路にも_り證の象し 




か斯ないね。それから犯が歡^齡をして±»げても好いが、大したぎは出來ない。每 
那五歡 して J 1* げょ う。 しかし繫ふのは裳ぎらうから、 街に頼むことが t : 
S の @fl へ1 s ■から $を！4めて、鬈を獻ることになつてゐる•君は薔薇 新に話し 
て、それを—_することにしてく&へ。酽$から、勞力も時間の損失 
も駆きい齡だ。1して？？へば^は斯の澀とし'齡に五賦±*げるからねご 
' f x i を f ^ て、 し气， t て W 1 に氍な m を r て**—。『を 
1 k た* ルの^ に阶ると、 Mai は歡い S 1 をして、心の 內で.$ がかける」 と 叫んだ 電 I 
の¥では、 - f 4 く數勤になるやうな哪二齡&かを®して見たくてならなかった • 
钳髮に M って、 ？^は蔻に^ガ鍪の&"|^て即せた。-はぁ、なかく 
ぁな？&ってゐ ますね」と r た您の雛には、齡の t ft て M - るく どうも靈 の、 
尹 i ■な齧をかけて f ものと影してゐたらしい影 〆 —それか4 
かきの^黎を i けてぎうと r 鑀をした。1!は 「 f ですな」と云って、® 


草をのみつ >考へてゐたが、配草の赋銳をはたいて、「どうもそいつはかけません 2 - 
と言ひ放った。商品をどれだけ賢ひ込んで砂く •その fte どれだけ纪けてかく。办の^- 1 
けて行くだけを H ひ足す。かうして均衡を先はぬやうにと、#^を卜つてゐるのに、奶 
々方々に W ; ぎ置き放しにして、 IS - は3.斷かしてがくゎけには j かない•配 g ではそ 
んな事が出來6か知らぬが、か! f ではそれの 阳和る 酿 W は あるまいと 分 ふので あつた。 

M 教は主 Ai の話を聞いて、別段落艦もしなかつた。それは*&:の^ •: に：^かかける j を 
だけはかける，と?'，、_な“ぃて&て、影の鍫銳1^;:までゐた藍の 
霧の中から、器薇^一の all : の时へ淡されたゃうな y じがして， q るからである。ょしゃ的 
まで通り®行商をして^:かな< てはなら g としても、 - S 1 は^!なら！!繫に.へる こと 
が出來るゃうに軟ふ。きがかける」と一?'阳は-歡にあらゅるを配に私する_^を 
與へる。君を不仁4：にする。 

次の i に ァヵデ ミィから M : るとすぐに 、 M 乳 は 4 tt 卽を搬しに 阶 た。^/‘ 「剛 L 
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に fs *- られさうな^ M をと起*して^すのであ6。これはなか7\容枯でなかつたや 
っと M » に A - った^ I がぁると賊ふと、矿^きでなくては贷さぬと、^«主人が分ふ*女 
お A•= は BP .9 *•」、 ® l : .影 aC の麗をぎすだけの sAl ' l ^み出させょうとするので 
ぁる。十2ばかりも S た漂に、*^添の nll で•と一、 W ? 办の x c 合の好ぃ二 
M を^則三配で皆ること•かか和た'* 

そこへ 1 ! 1 ち F で、 i ! の ife 髮の ir 谣して f す m に起して、 

i I ilrovis6 を叙!^す6のが、 Mai ' のためには、殆ど盡をかくと IP1 じやうな受 
照でぁった。？ lr かかけさへす sr と一 r ^' Rr の下に、君は^ U て S の4かる設 
阶を S かうとしたが、十一^の斬で、どうも繫だけは，てはならなかっ巧それは 
nlc になつて來る A ? l - 挪しても、無くて濟まされぬからである*5 
MS I はまだ？^©裳±*がら？ちに|»^」把った^^?は、汉先生3龙話 
で齡9斬を4って？、1&|^を愁る5扣になってゐると分ふので、^室で吹かせ 


た薔薇を 5 ゎたした-それを in : って！ y ?、 W 鏊から：丸 i の虹ををけ5っ 
た。其中から一笛月がの間代を差引ぃた二 №2 は、歡の^龄のた めには、 冗 を 術 ふ五 fev 
の石程の用に立つた。 

盡室の設備が出來上がった所で、 M^x は50 CSO を flif : ふ纪 に ^! した.- 歡 は！！ ^ をか 
くことをも好まない** 風景を かくことをも也まない。どぅしても Ai ^? がかきたい。そ 
れに は— 5? 一 C がなくてはならぬ ので ある' 

M ずの 持ってゐる 物の^-で、 1 4も航 2,? 2 のは、*! 拉|^ « 1 |^に.して^^ 51 :した.. 
大きぃ油盡の. SI でぁる.」 泥か JIJ は、繫 # s @ lItg の歡の， ら a - へば、 ど 八 
なに安ぐ見ても、 五六 百圓 S のものでぁるが、が^ t めてく S となると g れた g 
である。君は竹 見に 賴んで、簕緣をこ千醌 1:をって 獻 って，そ il を，-— 〇を«:ふ 笊 
金にした • t のためには、これが 影の繫で、 Jtfci 二十 p fc ってし i と、歡は g 
び 章の 查が落 1 した r のやぅな，かきたいをの.か > れぬ_に g るの5る* 

天 《 =云 


龍 



Mis は紀 MM 赋齡の一一辦 K.l を m 龄 I: 斟すことになった*が沿の槪 r て見附けた、緣 
の i け ふ ig fe ，、 紀4 を fIUIX ぉこし；^のぅちで、歡いぎはにかみ ？ f 
免き、著物を影いだ • 

鮮 ii をしてしまって、 Mis は^の雞を^1に r た .1 K は献らしく繫しい M 
の取齡の一 ito で、 m&litation とでも Ms し？フな乾情をしてゐる d 背最は明るい地 1: 
?,奶らしてぁる二？一槪は r 被をを— S て齡-4ぃた少 V てぁる*どちら 
も* I 街のやぅな模糊たる人物ではない* 

「なぜこんな at な©を霸阶さなかつたのです」と、 E ? は秦ねた。 

「でもぁの®一歡かきたかつたものをかいたの だ？、爲方 •か* i * せん」 と、 尝 
は g へた。 

それからゎ sfiMHX にこんな 斬 を 一一 r た*の纪起をかせて K つ S は難有い•しか 


し I ^ yl を M » せて？たのも、それに斯ら s ? 郁ぃ斬でぁる。齡は影の■を 
ひどく不幸だと!5つてゐるか知らぬが、一祀して愁へて！^れば、 {$ のやうな msdep 
fl — は！！らしい • 啟は*の！！ jg をして くれる g ルのやうな g が、 4 i の la * の* f*: に 
ヌ有らうと思つてゐるか。 3 CIW 把您のやうな師龄が沿和らうと Sr つてゐるか。趙はど 

IfJ わ fccL 

う思ふと、私は云つた。 

於君は自1^の境遇が意外な^1£. |0を受けたのに齡いたらし<、「なる齡、さうで 
せうかね」 と 一 W つて 目を 睜つた‘ 







ど， 羃乂 こ *! しふ <clrv»tsxJC s« ばし か LIS せい い 

同鄕九の懇親曾があると一？ H ので、久し振りに柳橋の龜淸に往つた~ 

暑いかの夕方である-門から主關までの間に敷き詰めた御影石の Jla には•一面の m 
屯がしてあつて、 i ： の&外には人力車がもぅきつし b 置き列べて ある' 車夫は白い肌 
衣一队のもぁれば、 上半身* 全く i 程にしてゐるのもある。 手拭で 體を拭いて組つてゐ 
るのを見れば、汗はざつと音を立てて地上に灑ぐ』自動革は門外の向側に停めてあつ 
て技手は襟をくつろげて扇をばた—使つて2)る。 

げん <Q ん U ん M く靠あ LA ゆ*紀 9{る a 4 • 

立關で二三人の客と勘ち合つた。白のジャヶッやら湯帷子の上に铝の羽嫌やら、い 
づれも1服で、それが皆識らぬ顔である。下足礼を免け取つて上がつて、麥蕞觀子を 

|»づ J さ i 1 ‘かい 51 J S か 好 

預けて、紙札を貰つた。女中に「お二階へ」と云はれて"梯を登り掛かると、上から降 

パ 耆兹 5 z » か& SUC し £<し U 

b て來る 女が「お 暑ぅございますことね」と聲を 26 けた..見れば、柳橋で私の唯一人識 



つてゐる年增藝者であつた • 

»%す 切 AJtftt |>*»レず»ネん专 ぃ9:， 

此女には鼠!? rl 魚と云ふ rf 名がある。昔は隨分美しかつた人らしいが、今は瘦せて、 
顔が少し尖つたやうに見える。課名はそれに因つて附けられたもので?)る。もう餘， 
前から、 f 土地で®4指の姊--1さん株になつてゐる。 

私には藝者 (: 譎合があらう箸がない。それにどうして鼠頭魚を知つてゐるかと一於 
ふと、それじは毖がぁる」 r の装にゐた®か L 3 f した S で二—靈の 

ば ws&le 乂 «t この * ん ntiesu«•!»*4M? 

頭取になつてゐるのが、此女の檀那で、此女の妹まで此男の世話になつて、高等女 
11 ■校にはいつて， q る。 そこで 年來, 男と親く して a るゎ犯 1 を、見 28 ぎは奶賦のやうに 
思つてゐるのである。 

1 L は二階に上がつて、.隅の方にあつた*主のない5船を^船した-ルは.‘ 

明け放つてある。衝技 f の® X 街がまばゆいやうに！ fgiu 縱いてゐる- 

座羝を見波すに、同^<とは云ひながら、免論つた艇は^い。か漱断な祀取の$!欧 

餘 興 一 1 
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4¢.い は5 5*?» つ 七？ば a//i K s ‘ しゃかん 

主の家令と、大男の畑少將とが目に附いた':其傍に藩主の立てた塾の舍監をしてゐる、 

!いぐ1 ^ ^ わたぐ U «いぐ か tt みあ •£M 

三枝と云ふ若い文學士がゐた。私は三枝と顏を見合せたので 會释 をした。 

3 いぐ »3 把 ttecu そば 9, らんかん X TAff*ra 矗"る わ ^ <u S 

すると三枝が立つて私の傍に來て、欄干に倚つて墨 W 川を見卸しつつ、私に話 
し r た。 

「隨也著いねえ" f 川の二皆を、こんなに明け放してゐて、此矿なのだからねご 
「さうさ。 好く日和が績 くことだと 思 ふよ•俱な んぞは內にゐ るよ b か、 ここにかう 
して ゐる 方が、 どんなに 樂だか 知れない が、 それでも儀は 人 t が 嫌 だから、久しくか 
うしてゐたくはないね。ど5だらう。今夜は遲くな る だらうか。 J 
「なに。そんなに 遲 くもなるまいよ。 餘興も一席 だから。」 

「餘典は何を遺るのだ。」 

-見 給へ。 あそこに貼り 出して ある。 畑間 下が#:事 だからねご 
かう云つて K いて、三枝は元の席に i & r つてしまつた。 



1 S しは f 免^ぃて、繫に S り S してぁる繁の影を M * た。^まが； b の歡 
な和で、阶斯と歡した％に、■篆努と r て、期^繼 gti と 1 ¢?して ぁる。 

撕漱のかは^い ra * ぃてゐた。藍の和の舊にも、娶 f 影紫、紫の繁と 
分ふ肩賞附で*絕えず此名が此てゐるから、いやでも勖まざることを你5!のである。 

§る德ゃらの繁で繫の截をぞ。馨で！^る41;#:3ゃぅに、^2^を桃 
まで1れて、祖船の賞?| 5 ゐ气1じ«:芯£にぼば、^^影|?に 

は女客の最 M が’ いさう である。 

しかし男に韻員がないことはない。にして!；故なんぞにはでんな A ? の*& 
ことを聞かない•學生は^-落してゐて、！7グネ 〆 がどうのかうのと一於つて、 Ife ' fet に出 
ふぉ手本の卜タスタンなんぞを亂ぃて yQ でぁる •.. S I ^ M * は TfcBr ? にある..似を ！ j 
つた^您を ■ まがひにするのに裳でゐ I . M * 1 の S もあれば、 s;^ASgI 
へ友達が淸元の1141一に往くのを衡狐して， q る歡い瓣もある。それ^}の AJWU ^^ OSS * 

銓 if i 七 



が立ち籠めてゐる棧敷の間" {: はさまつて、秋水の出演を待つのださうである。其中へ 
51配のやうに、魁&4;男が、湯帷子に备兒帯で、ぬつとはぃつて來るのを 
これが配軍少將齔間下である C 

IX 75* csv ん L せふ^4耄^レ»0 しよ ❼ぞ はか?的 しよ X ;»1•& It 

畑は快男- f である。戰略戰術の書を除く外、一切の害を讀まなぃ‘淨瑠瑀を聞ぃて 
も、何をうなつて2)るやらわからない。それが不思甙な緣で、ふいと浪花節と一&ふも 

w S * しんか，こ詧し管?.ふ わふ«« u セ-;} 1 ts ¥ L -3 /N 

のを聽ぃた。忠臣孝子義士節 M の笑ふ可く泣{可く篮く可く欺ず可き物語メ、朗々た 

おん t もつ 免んレ sLxf S & つむぐ utx i け しげ瞀 レ ^X 

る背 IH : を以て演出せられて、處女のやうに純潔無垢な將軍の空想を刺戟して、將軍に 

^ C ヂ ftvs てい か.^げ% _c はた tie と t &に IS-SL. 鲁於か^しヤ 

唾壺を擊碎する底の感激を起さしめたのである。畑は此時から拟花節の愛好洛とな b 
f 花節語 b の保護渚となつた。 

& ん试 Ai ん〇 KAixfc し5すゐ し い ff せ ん 

そこで此懇親會の翰番幹事の一九たる畑が、秋水を請待して、同^の靑年を蝥醒し 
ようとしたのだと分ふことは、問ふことを須ゐない。 

レ JM はね こやは办4ん C あた 鲁 i»(n,、 X 2» 臂會 あ是ん 

暫< して畑の後«で、矢張幹事に當つて， Q る男が、私々を餘興の席へ笔內した。宴 


曾のブ a グラムの最初に置かれたものを餘典と稱しても、今は齡も^ まぬやうになつ 
てゐるのである。 

餘 5 I ; S ? は ST - S ひに^ k ^; でぁった.’黯には窮：||§してゐる。»|の奶 
m で rf の I でめる- I s 齡て f 、 t は ?" r - f ^ EV . V ^ 
るら しい。それと竝んで絞の湯帷子を著た、五十 獻ぬに 如え る路ゐさんが一一 ^ 紀を亂 
へて良へてゐる。 

frf った•二 ilf で ■ する。-しも g -^ v 小>?なって驅する& 
• m のなぃ*^には、どうも M * きず ixr 、 ST2 しぃ您 . QgtT な irs しぃ 1 Si 

遠波が耳^になつてならない。それに， It 7 -: を}&めることが、和 7 KI のかたり槪に奶らぬの 
は、藝ぁさんの三4あでぁる 3 4他 #1 は、'#1:して4 ^ 篆な£ ^>% してゐるが し 
の耳をさへ、緩急を誤つた y ズムと猛航な艇 fm とで資めさいなむのである。 

私は幾*§か席を那れょうとした•しかし把漱に羝する g かを啟れてはなら C と11 



u けつ けムず v»t わた < u と耆 し疇レ*^ Itv * ど X9 

ふので、私は死を決して堅坐して&た。今でも私は其時の涞勝な態度を顧みて • 
滿見に齡つて&る。 

誓 u t % t > cor と 霣 *< な：！ 0 かんか C 0 < 4ん わ# e{L 

義士等が吉良の首を取るまでには、長い長い時間が硃かつた。此時 K ;] は私がまだ 

5? 4•つ遶 i ^ 45 1 う* f 么 < かう«餐 C かん 2 

大學にゐた時皆も恐怖すべき高等數學の講義を聽いた時間ょりも茲かつた。それを al 

UA »fu *2 *XT S*f6 

忍したのだから、私は自ら滿足しても好いかと思ふ。 

tawna»tt ふし つ こ C4 つ -s*L うす* (* T «Ano s»»3 

やぅやぅ物語と同じやぅに節を附けた吿別の詞が、秋水の口から出た。前列の中央 

»rh l«JtSA e?a<u* わた tu :^t9f Jtul う c 乂 

に胡坐をかいてゐた畑を始として、一同拍手した"私は此時鎖を l » たれた囚九の歎 
喜を以て、共に拍手した。 

畑等が先に立つて•前に控所であつた室の隣の廣間をさして、1下を返つて往 

先ん 管% C 

そこが宴會の席になつてゐるのである。 

T .つ # I••鲁 IV 鼇衣漬 す T あ 

私は遲れて附いて行く時、廊下で又鼠頭魚に出逢つた。 

「大貧ね」と女は一 T た。 


「何が」と具面 a - な！!をして*5^は阶ひかへした • 

「でも」と务つた？、务き咖しさ5になつたのを裳す—しい g をして、 *1 ふれ 

勤つた • 

私は歡會のお.^ぃた。 r 51 rg 4の JSV をかまんで、 IIT し 0B のに ♦* 
た。そして Sb を此しな^しの航を M » て-^た。 

「面白かつたでせう。」 

大人が小兒に物を一 t ふやうなてある。 i し：：，3*は！^、黯、 gR »、 ！！#?と,於 
ふやうな、6 らゅる磨を ^ て、 ル g に#. I ぃて6る。 

私は f ず猪口を持つた r , みめた。14?しの 影，£だしく”られ 
たので、一 r のず f *«!: is に 鬆の i つ—けたので ある。 

-6ら。どうなすつたの U 0 - 

女の目に 映 じて？のは、紀に斯なつた黯ごある。それを 窮 したら、 繁が五 か 



高 M 舟 

に船紙が五如でぁら.'繫の炉？^|1した*»1は^影する錶で*った 



私は5£ら省みた • 

「まあ、55はなんと分ふ私漱な、いく泚のない A £ M だらう。今己と相把してゐるのは 
M 2 伊。ぁの Jsr - AS の！^&に！£む / h 5 さ^ vas を獻^^^0?料だとぎたの 
がどうしたと分ふのだ。さう®?ふなら、さう SS はせて S * く*か好いではないか。拭み1: 
■の繫を.®?つて！ 4 ろ。■が SX を 三 4 紀の E をゎかる ASISIX だと S つてくれた 
ら、それが SQgi ぶべき SS だらうか。 as の舶敕だらう炉 * SJI は¥?繫を齡つてどうす 
る。それがなんになる C ?3の■はびの繫である。 ait の影も BJ : の奶«?である。元 
>に 1 AX のそれを理^してくれ SA ? がなくた〇て、 BX はそれ1:安んじな <てはならな 
い。それに^んじて^!としてゐなくてはなら^ • い。それが出來 n としたら、己はど 



うなるだ f 。 ？ で■するか。そして _ するか。 iF 鋈に ri け. 0 T に、 
人に向かって勤くか^肥軍の阶如新®やうに出に^ I つて' yfs ぶか^此な SS は谢紀だ • 
己にはなんの修養もない•。己はぁの取の邮の^にすゎって、^!槪に jss を於んでゐる、 
其率な-無邪氣な、そして,^燃と势の漱する跪のものを彩し、加!?玢の«5飲に tti し 
てゐ i には、避に！ S ? ゐる‘は此の S 3 に断をし？れる鬆にも r てゐる。」 
かう思ひっっ、頭を皐げて紀を免れば、も4い鳘はゐなかった•それに於ら 
くと同時に、私は久し飯れた 0 ri から；3?頭ぎが^? V を M * てゐるのに於が W - いた。 M * 浪 
魚は私の fi * に和て、ぢっとゎ gr をルた。 

「どうなすつ S 。 さつきからひ f ” でいらつ しや— i せんか。於 
奥に中てられなすつたの右やなくつて .. 0 
「なに。大ちがひだ•っい^* M - な^,を^ i へてゐたもんだから。- 
かう一6つて*私は*5 1* を YS ; に S - した。 S ) 

餘 興 一一1 
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飭瀨 寿 二四六 


登場人物 

せいい fc いレ f 今ぐ心よ d と6 

征夷大滁軍賴朝 四十七谣 
I 九.歲 

そ^の... - T 5 と％ « f ね 

曾我五郎時致 二十歲 

かの•すけ -trnullf 

狩野介宗茂 

rwUH —^5 

御所五郎丸 

W 9つみ令ぐ5し鞾1 il « cv * ttA *» げ 

吉備浓宮宮司大藤內成景 

免•んずぷも， 

丹三郎 

てこ u ^5 U 5 

手越の少降 


H 藤左衞門尉祐經三十八藏 

そ^の ••<> 5すけな D 

曾我十郞祐成 二十二歲 

に紀ん❾ らぅたすつ ta 

仁田四郞忠常 

し X *か v *» te ; ら5た v ぅぢ 

新開荒二®忠氏 

麯 B み M { & 葛ね «. 葛 

大見小平^實政 

sf 

鬼王 .‘ 

v ^ J > tc^5 

石田次郎 
S 浦 jlls の t 鶴 


伊出の S 家の主ん 
大名歎ん 

ぢ二 As 

X S 0 そつ 

夜廻の辛二ん 

場 所 

■ふ P 9//臂いる{ V で か> は 

富士山西麓伊出の狩場 

時_代 

建久四年五月二十八 af 二十九日 

曾我兄弟宗族圖 

ー ー曾祖父 - 里父-父—己身 

高 ffi 父— (祐家) (釐) i ) f «6 成、醏致) 
(曲歷)厂族曾祖父_族 M 父_族父 

(酤 繼) (86経) ( 16 時•小字犬房) 


ffe じ <•»* 

同妻 

PAS 



H 藤祐經宗族圖 

祖 l—ill(II i l? — 謹) 

1 lg —己身—子 

(曲 i) (祐輕) (S 時〕 


第\幕 

パどぅ か ^や 

H 藤の假屋 

{ど 99 •• 為•レ玄 TV つ相 t-ot0AI-r5*(;4ftts X 臂，レ ,«••« i づ嗝 ぶば 5 鼇 “.^*^ 

エ栈左街門尉祐経、吉備津宮宮司大藤內、手越の少將、黄瀬川の亀鶴、九房丸登場 

し あり* I- 

3纛•ルど <> I S 2參5 K & 1 ;if >2* H * ん ^rss 

大藤內左 CC®。 なぜ典をば催されぬ。此度 k 身の先容で•本領安堵いたした祝 u 
下鼷いたす途中から引き歌し、それ|:をる遊君二人を、連れて61金つたのは、 
齡炉らぬ某が志ぢや。(少 If.b こ b や、少將•主人に今一氟まゐらせい。 



少 » 宮司様があのやうに仰や，^ます。 さ* 、今一つお上が^ ，なさせ。 

♦• {ど is SAust, や { 

(少柙杯を«む • H 政受く•大房酌4-匁す) 

エ揉いや、某は不典ではない。0 K む'〇不典な齡がないではないか。 

大藤內ぃかにも WS せられる！§ぢゃ。靈すぐれてめでた < g - へば•物ず%*かれる WJ : か 
ぢや。不興であらう箸はないが、それにど， rw © 浮々なさらぬ。 

H » -强ひて关ふ：> それはさう M * え6ばかりぢや。3£*^::献のいぶせさが、啊しはをおふ 
のかも知れ！2。 

少 «F その K 月が降ればこそ、けふのお把が . It : になつて、 U のうちから お gjj の 
お相手が出來 まする。 

• «さき程お緣側に出て見ましたら、雨は6う上；^つてをります•除つたのでお 
狩は止み•止 n . だ跡で晴れるとは-好い^ J ではござりませ n か。 

大 藤 內 li^rf ; 〇ゃ。 Jjrr 炎ゃぅに 、 ±; A c 0 «* f l *** れれば 0* ぃが • 

曾我兄弟 一一四九 



高；！ 舟 io 
(石 PI 次挪登 fe 、 

石田 R 今曾我の十1殿が、大1の間から*こなたを見 A - つて ii 4 られました • 

H 菸なに。十郎が通つたと申すか。遠くは行くまい*呼.ジでまゐれ • 

石 E はあ。(退勘〕 

そグ ら3±を f 0 今〇 分」 S5 や 5 々»s S づ 

大矜內曾我の十郞と申すは、奥野の狩の歸るさに、採矢1:中つて落命した河津が子 

管 か办 t f IM 4 D こ d _ん备 霣か 办竈し Sr ら 

ではござらぬか。聞けば他等の一族は、其頃から御身を疑ひ"中にも护我の孤等は 
W 2 身を敵と狙ふさうぢや。必ず油類せられるな。 

H 藤それは疾くに心私をる。さばかりの和1者、何程の，がござらう。 

(曾我十抓祐成 i ) 

そ nM し tM M > r 5 * 尨 9 A 4 簾真 

十耶某は曾我の十郎祐成でござる•落魄不遇の身を；！？ぢて、御逢*いたいてを 
つたのに、なぜお呼人なさなました。 

らうど • t 2 r % st よ L»9& {le 3 M 糞 « 

エ藤十郞殿か。市に虎 6 る譬の如く、世の誣言に隔てられ、打ち絕えてはゐ申し 



たが、始終餘所にははぬ Ip-ilfr や < S ぁ、^ f 患な < ぅ，^. • 

十耶511らばお免15れい。 ciit *〕 

•K*c«E 」 ^¥QKnMI£Qsi^sisirsv&Q.!l&^igr 、；e 
%• 

(十 BR 會釋す) 

エ藤 i 丸を顧みて；> これが3^絮於でござる。 

十 ER さては犬房嚴とは14:であつたか • 

御4；の年は • 

犬房九つでご*さります。 

十®磐ょりは S ? にねびてぉ！^ぇなさる。凝もし.^ずる。 

r *fo*s i 59 も 

H 藤少將•杯を持て。 

少》はあ。 

C 少»杯を洧む、太鼓の音•十恥氣色•はむ) 

曾我兄弟 11五一 



« M 舟 一|5| 

H 藤 M - 於で紫づる_のお鼓ぢや。(飲む〕十郎®、さし申すぞ。 

(十恥杯か受け•飲む) 

それを犬房に賜は^'たい。 

(十恥犬房 U 3 す、犬房飲み•十»:じ返す，十||:エ藤|:返マ、エ藤受<) 

いや、十船¥*-||しと伽郎とは#とづ£のゎかれぢやに、か<疎1に打ち|!ぐ6は、 
和！^も®!の# i でござる。 II やらん、和思達同胞は某をハんの敵と云はれ6とか*現 
に®: f < s の裳！は is 、 影、 if-f 三®* • の S を $ したもので、51 S の獻ぁる 
如 ml の魁は、幻一一船船齡が E - 史けた。？繼がみまかる時、和霣には雇父某には 
«|^犯に歡る、聲の二船船8獻に驚を齡ぅだ*船るに|8齡»|は^.:^«;を 
も漱されなんだ。されば私衝がないとは柄されぬが、瓜葛のょしみ街きが^に*後見 
を さへ いたいて <れた、祐親败の lM t : なんで某 i > 弓を引かぅ。れぱ、 

かづ J»c 〇 か轚 

伊 Ja 0 奥野の狩蕺 {: 



f VC— 

父祐親に先だちて , • 

，金 3 54- す 

馬を打たせし祐秦が、 

推の私立の哪ょり 
飛び务る征箱に？ fb しは、 

思はぬ仇に討たれしか、 

さらずば尾越の矢な b しか、 

U & へにをった*11 jrv ^ l “ら3斬。 llfIHsw は■と s すも 
ぢや。以後はどぅぞ御不 t な<5?し^* りたぅござる。 
*藤内これは於歡歡の5!される？|ぢゃ。裳は發になさるが！£ぃ。髮4^の 
某すら•こなたへ賴めば立ちどころに所領を安堵いたいてござる。 

十 ® 斯 if なる# A " の* f 、3 CISJi » i のぉ讓をした。* iss 职齡に 

曾我兄第 113 
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高瀬舟. ti 
も心得違のないや， V5 U 、 きつと申し聞けるでござらう* 

H 藤いや'*酒興の Jt ^ の；2物！ g 、 詞の失もござつたらう•さあ、今一献ま， Q られい • 
f »4- 十耶1:侑む、十邯連々マ〕 

なぜまゐら《。はあ。これは射の 御船 g : と存ずる •ダ 將」1へ • 

少将誇らしかりし綾藺笠 

汾ちにけ b 、 かちにけう、 

ff. ff. 

それを求むと、尋12とせし程に、 

明けにけ b 、 明け1:けり 
はかなき S 5 のみじか夜は" 

大藤內や。出來いた 、出 來いた。 • 

十抓(飲む：> 此值嫩鷇居仕 bf 2 うはござるが、いさ > か所用も候へば、これ1:てお 



暇いたすでござら5。 

H 藤それは餘 b 殘多いが、所とぁれば是4に似ば《。それ、_-おル拓料せ。 

犬 K はあ • 

Ci - K •大房九退場) . 

大珑内些と密々に申し入れたい儀がござるが。 

を tt7r もレば<>最み a よ 

H 藤こりや女子共暫く it , 慮いたいてくれい0 
金待そんならあちらへまゐ办ませぅ。さあ、ござんせ。 

.SI- 

H 藤さぁ.’ _かは席ぜ a が、歡 r 〜¥ されぃ- 

S 內札 jjyj はござら. IQ が、か斯の十船と¢1すは、さて^^®^^の§5しぃ犯ぢゃ. 
まこと御身の敵でござる炉。 

X e 證の斬ぢゃ。批賢 SI 乂に繫と s す若象 r ござって、^ 〆 まだ 

曾我兄弟 115 



高瀬舟 11五六 

纪石と5?した irwi 領悉く押領いたい ft 。 それゆ袅某に賴まれて大見、八幡と申 
す?一人のものが、奥野の狩のば路に、赤澤の組木林で、彼等が1:父と生の父とを射殺 
さぅといたいたが、俎(义は纪和を3?られてな* >* らへ、父祐泰は馬の鞍の後 A から1_ 
まで、射貫いた一矢に痛手を負ひ、落命いたいたこと決定ぢや。 

大藤內さもござらぅ。酒 t の席にさぶらひながら*杯を一目、刀を 一 m 、 又 御身 
の顔を 一 m 見て、物を^する!^ で ござつた〇 御用 心に若くはござら »• <#は 臥所 
をお^ t なされい。 

<_の音•時 SBT 嫵鷂#の戶 VII 目に5 >•« ふ) 

エ藤 しつ 

(龜龜戶か閉づ) 

さ S ? の斬もござるまいが、切街の御存寄ぢや。所を換、て寅客たる和»の心を安んじ 



笫二幕 

の m 於。 

#*& の從 L 1势の主^'^<{^职しぁり。數は郝,^を^り。 

妻 ほんに物分かりの悪い人達ぢや。內のが A " が 好，フても、もう^*ちませぬ。 ^5献 
S ゃぉ繫に、 s 2,£ ち r て HS ひませう. • 

主人さ5ぢや^^。たつた^:かち W いて歡はう* 

* w でもござ f が、けふぁたりは！^の g からぉ槪が rg —。 どうぞ ^: g 

* ぃぇ^-‘餘 bg - の ^ がすて、ぉ觀 と^ フて、 A ? の m - ふ 斬を ffl *^ ぎ ま 
す。わたしが不承知 tr や。 もうちつと も徐たれ ませぬ。 

主 A さう tr やとも。もうちつともかた^ぬわ、_〇 


I 



なんと炉いたしや 5 もござらうから c 

* ほんに く iM* らしぃ。ミへ■かな さつた 辦 は、 繫の漱は錯 、お S 
龙も雜が！& ぃので、 C - ひゎたしが f れた。摩の良ぎの 1: をすれば、 1 金が 
奶られ たのに、 i ハ05に4なさつてから、まだなんにも 貰は ぬ* そえ。 わたし 達が 只で 
於を i け M して、 霖 の£ぃ№1に影つてを るのは なんのため ぢや•それはさぅと 聞 
けばぁの繫の*?^ 繫游と ?議のぁそびの睹^ はしゃる。するとそれを 
吩ぃてか 加ら <2 が、 5^ は势の S を！！ひ 船してゐなさるさぅな。 さ ••■かと^ へばぉ前 
觀は！ 8の 分から IQ 5 T 佛ぢや。 

(赤子*く) 

え A 、 うるさい。 #*-ぁちやんは杭„してをる。|!?の-^つた事ぢやなぃ.ま>ょ、 
j £ の S までは&つて 3 ix ぜませぅ•その£はどつちにか isx 事を極*て貫ひますぞぇ。 



主人うん* i > ょ、酉の刻までは f #* つて船ぜる。その齡どつちにか^!をぎめて 
貰はうかい i 

.' (主人退場；} .へ 

* もし。內のはどうで，¢5なりまする C ぃ 歡职をなさるなら、 0 J ; 如 fes でなうて 
も好いぞえ。 

主人これ-^、何をぐづ^.^-してをるの t,* や。 

c 亦子泣く) 

え-'、うるさい。好う泣く子；〇や。 

妥 S) 

* fHrlst なればき As もす、靈なれば ■も ^ るとゃら‘ ■のが^(が、 
«於の君の世のまま 1 : 

三箇の莊の主ならば、 

曾我.兄弟 i 九 
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高瀬舟 一一 g 
8 i 
sfs^ 

お^:の m を辦めさせた • S 咖き艇してお邮なさらう。さうでぁつたら和々二人も、今 
顆は IKtISJ の村で、^ t ひ m じてをらうもの。 5 S しさはげに四百四の、病に優る病ぢやな 
ぁ • 

(曾我の從者丹三耶登«) 

mill ぢやないか•なぜ打ち萎れて良つてまゐつた* 

丹三 mlt * しい斬を聞いて來た•十郎樣はエ藤に降參しなされたさうな • 

A 王なんと> ふ • 

丹三いや。6けを pa * かせいでは i かるまい。けふは五郎様が私田®の假屋へまゐ 
られた。それは蔽點厭に食はせる齡の料が遒きたと奇うて、 r をお借なされうため t ; 
や •-© しは獻 A » で i ： つてを&と•四瓜左衝 m が來て云うた。五郎®は知るまいが、十 


郎 » が今エ藤の假屋で、酒 飲う で * I じてをられる。こつちの «i が n » かれたら、さぞ^ 
念に思 はれ 5 と 云うた 。ゎしは： g < と其儘、お ±? に 如紀 がした3に、 S が 航むと一 »• う 
て、急いで家ったのぢや。 

M 王さて^-。まことしからぬ事ぢや b や。十 g 街が • 

C 十耶登場) 

耶五郎 はもう M つてをるか。 

丹三いえ。和田段にお越なされてまだお斷なさ红ませ《。 

十耶早う i ってくれ >ば好いが。 

(奥へ11蝣) 

丹£どう t >* や。 • 

嵬王ゎしには別に，つた11樣卜はかえ12がな。 

丹 三さうぢや。 不賊 に! g らぬはれとした阶獻ぞぢや。 

曾我兄弟 一一. I ハー 



高； g 舟=ハーー 

鬼王ぢやが！ t で呢か阶如配なさ*〇斬でもぁるゃら、五船^のぉ歸を待ち兼ね 
てゐ •? つしやる。 

丹三ふん。それはいつもの事ぢやないか。 

亀王 さあ*さう 一 於へばさう tr や-船 m 五郎樣で も賦ら れぃでは物の文目は分かる 
まいてや。 

(幕、農家〇主人•同妻登勘) 

丹三なん t ; や。主人5?嫌か。 

0 さあ。^^!を IJ 8* きにかましたぞえ•や•把 iil 樣もゐなさるのか。自 S 6 たし 
は窮はせんのに、ほん&ひも rMl ぅて辦 r りの ^ At 齡ぢゃ。さぁ、ぉ約氣の刻 
KX 卞や。すぐに御 isx 事が聞きたうござんす。 

车人.さあ、お抓東の刻限 t »- や。すぐに御返事が聞き fz う..:*ざる。 

* 主いかにも撕肥にはなつてござるが*^^し衝つてくれられ-1'。御兄弟がお二 


人共ぉ辦になった1て(丹三|-)實は把刻來られたので、酉の刻までと云うたのぢや， 
丹 H . いや。御迷獻を斯け toll 々主從ではござらぬ。まぁ、さう急かずに。 

要い >え^^。於歌事のな 3 b やうは如かつてゐなさるお二人 tr や。それに御返 
事をなさらぬやうなら、御兄 M の衆が揃はつしやつても、やつばり御返事はなさるま 
い。もう片時も待たれませぬ。 

主人さう?,*やとも、もう片時も待たれん* 
fs さあ、どうして下3んす。 

主人さあ、どうして<れなさる C 
蒌さあ。 

主人さあ。 • 

C 五耶登镞) 

五耶燈火も點さずに、かしがましい，何事 t >* や。 

曾我兄弟 一一§ 



高瀬舟 一5四 
丹 三 や。物に紛れて明しの用意が。 
ri 

0 まあ、大きなお聲ぢや。切^;寐た坊やが斯きる。 

(丹三«4-找5^登塢) 

五郎 ゃ。.取ればお A " 撕篆で は KVIg か。"^の掀にまゐられた ふ 11ぃたぃ 
た宿の 料、 只今お納下されい。 

ハ金4-*す) 

主人や，.これは大そぅな • 

妻どれ^-、6たしに見せなさんせ‘ 

(主人饗 に 金4-波- <■ 、 *«じす) 

* これはゎたしが乳かって私くぞぇ。ほんになんの fes ょ.〇も、ゃっぱり0];呢松の 
事ぢや。そんなら、お暇いたします* 


主 


人へい^-"お暇いたします. 

C 二人 is 場〕 

丹三 お兄 JL : 欉がお歸なされて、 

鬼 王お待 ^で ござ. CN ます。 

31 耶さぅか。兄.上は賦らしやつたか- 
C 卜邸奥 I り登#) 

-1- ® 五§、かってをったぞ。(從者等じ)そち歡は槪斬起船いた せ.. 

* 者等はあ* (退場〕 

卜耶 i にて)五 g 。 ぃょくん%ぢやぞ。职 x « g が g 貧やがな*於 g は於ね 
て. i っでをる V M しぃ繫を街.^たさに、け4§ } 斬でぁった、_の邮を船ぃ 
て、ふと髮 A に象 f れ、ゅくな？ ■ Qsm をぃたぃ；： i 。*! には富叢の 
影がをる。无それが一^れて和たを街、蒙; IIS の繫がを，0。_はさして m .: も 

曾我兄弟 IH ハ五 
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なるまぃ。繫 S も繁乾と齡しぃ¥で*蒙にはなら？でも、酌になら*^が 

ない。かう M ?- もかも！!かってかれば、齡句か松められたのが、俺痒かとも思うた V 、 

%っくぐと 1 rr ば、^ fe を船してふし^でもせられては、^に！！ふ 

和を心いて、似を il めたやうなもの、 RC - それぱ炉 bug か t や。 

五耶 CE 上)なに。船がをいたいたと5して、 S 賴の iS がござらう‘ぁ' 時©-到 
^蔚ばしゃ。虹^は泌11厭に、^^したためたぬを斯たせ、かかへ^さうではござ 
ら«か。 

十郎 0 上)さうぢや C 嫩れては 1 の •肌 魔 t»* や〇 c* ぶ：* 鬼 王、 丹 三。 

兄第これへまゐれ。 

(二人登#〕 

1一人はあ® 

十®そち齡をすだは MS でない。1:和霞の繁ゅ灸、を射には®？;は，フが、私 


^0?lft 

から曾矜へ使に參れ。- . 

• 王をんなら <省 

丹 H . ぉコル傲が 

二人お打になみまするか。 

五耶しつ • 

十耶/-\小*1-て；>いや。そち達には隱し果つべき事でもない。さ办ながら、 

こめはらから 

あさましき此同胞に 
年頃仕へ し®なさょ。 

報せんとはしつれども、 

我等の力及ばねば*'% 

其俊けふの別になつた。免してくれい。 

鬼王物& ない お詞ながら、 それょりル rm の 敗 供に 

件我 A 弟 fl 六七 
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高瀨舟 一一 s 
丹 三 どぅぞお速 
II 人下さ.^ませ- 

艽耶いや**それはならぬ。にござる#?の許へ、遣るべき使者は外にない。 
毚王そんならどれ程願ひましても。 

五耶なら«。(起っ> 

十耶(起3篤と胸を^ち著けて、得心いたいて立つてくれい。 

(暴奥へ退#) 

«. 王こりや、形一〒怀於の01:阳の•冠者が k •をお主は聞いたことはない巧 
丹三い>や•知らぬ•それがなんといたいたの t * や** 

A3E さぃっ艇4 A の亂 A? で、 0 J ; 阶の /h=fl m 惟私と一？ i ふ ， K 波羅取め郎黨がぁった。 

それが髮の g に八 gif と氍して、繼と i 6- rf 、ガの繫に氍への訢 

s を^た•すると？{議がな、 PI ♦し^ v ^ ったと一 r て *± s ょり形に黯へ 


驅け込 5 で討死した。 

丹三ふん•如か o た•歡々11人も死ぬるまでぢや* 

* 王さ3ぢや•私ぬるょ“はないっさらながら i 繫と祀象とは、 

a»»cfl.* SU 

まだ總角の昔ょり 
四人はなれ《中なれば、 

Ifc か T »?レ Q 

尊き卑きの別さへ 
齡れて年を®-しものを、 

象 si が fss は？は、なんた* 01 ?|の斬ぢゃゃら。 g へば！！：^ぇ i & r る • 

* ミ ぉ5。さもぁらぅ- M 5 歡の g は攀が g ぢゃ。 糾ちたぃ； g に？ STT *- はなぃ。 
なぜ下司には 生れた やら。. 

c 二人手な取り•汝く) 

4王あ >。め > し I ' Mt ; や。 

tt 我兄弟 二六九 



苡拥 . 舟 so 
(南の音) 

船 rr 於る配の¥に、組れてこ>で4し齡へ* 1 ^の娜で抓ぬ^か、^意を必げ 
て來られるのを、お ISS ? すまで t »* や。おあ度最私のお Ili 人が、ょも聞き咎めはなさ 
♦0 去い* 

•(二人 鰌 4-開さ•互に匁か «| す) 

«. 王 V ざ。 

丹 三いざ 。 . 

SS (奥 iy ) ‘ あ、兩人、哲く待て。 

(十碑 WW 登^打人 ser 記 SS 持つ) 

+81 ! ms な、 tls ^- i は、^ " ll^rg ぞょ。?なが f ち齡は、_ ぃ 
2に^^、#?を! ? て^^く、モ«!の»6;を*^ら2と4ぇる.なんの||^献 
i >* 、 そち獻を料しんで、ルしてかかぬと¢1さぅぞ。どぅぞ 把 等にな^'代つ て、母上 1: 


逢ぅてくれい。 

( is 書4記念の品と4»出す) 

盤と和 S とは卷に^-る。 S しき¥に4ひ S らせし、一一阪の脱には S を r て、 
祐信 主に まゐら せる。又弓矢と 行 脎とは、 そち 達犯つて le £ 念にせい。 

%王 さては 死ぬ にも 死なれ ませぬか。" 

五£?時移つては S ない事 t ; や.* 

十耶疾ぅ^^まゐれ。 

二人は|>。 

(兔王起ち • Ri り馬を挛孑 (& L •丹三郎-«共|*-,記±の=§,4.||ひ付け，3笠か著く) 

A 王 そんなら これで我々はお暇をいたします。 

* 三此 JU は0(御本意を ti ; 尾好.フぉ奶なさるや5、抓にぉ齡 
11 人申しまする。 

曾我兄弟 |一七| 
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高；！ 舟 二七一一 

十耶 そち 達二人も 
«.» 政 P で暮せ- 

CAai 、 丹三耶退勘0十郎*艽郎*牀几1-坐す) 

五耶沿七、^^5*?する炉らは、これが£§の顔の見をさめ二手4»取3 
+ 0 幻のがの血をゎけし 
五邱 ゎが兄上のかんばせも、 

»•>» と IN -*»«•• げ 

十耶 家弟汝が面影も、 

在すが 如き 思の種、 

兄弟 お懐かし ぅご ざりまする。 

(鐘の音) 

十耶もぅ亥の刻 t ; や、いざ、打ち立たぅ•いざ。 

五郎いざ。 

(一6の音 0»〕 


第三幕 

S 

十 ® 1、1 を r 

十 BK 見て 置いた、これが齡かぢや〇 . 賊 いたすな。 

五邸心得てご r 6 C 

十 f j ‘、五郎。父 ： ik お： & たれ！れて. &ら 、十七 歡の s しぃ g 、 批 Tf x * 
が念頭を、^ す EI : * や。 

售 b *«>5 ir そ〇 も* 

西王 i *> 園の桃は 

3 SV ん la ん 欠> 的ち lr 

一一一千年に只一度 
花を 開ぐ と傳へ.く。 

^ 0 塁■の i づる峨、 


I 




船ると ik ふ優臺華も、 

f ? V 
4- ® &ちに！：つた S の贼、藍譯はをふに S ばず、^てかふものに容教はいら 

<2。ぢやが、競も i ぁる“？_の雲すな • 

XEJ , やるまでもござらぬ。 

十郎いざ。 

五郎いざ。 

(1一人慕を#げて入£0) 


齡和をさしたる! i 屋の1の前 

t«t -S54A-SA 

十郎、五郎登場。 

* 8 S 髮、齡はどこへ# I つたでござらぅ • 


+ 耶 ( 左手， 4< n み*。：>數5| かぅでをつたのは 、制の 傲 皆 tr や。それ1:ぁの MfAt 歉 もな 
ぃ。か奴1等が寄せると配つて、^1に緊を如へたと沿える • はてどこを^5ねたもの 
であらぅ。 

五®磐はを4がなぃ。影シを於 sis すまでぢゃ • 

+- W 待て0，於如の染ぢゃ • 

(傾屋の板戸?!1-两龜鵷»4^りて9#) 

: ’fF 匿 

しる*への山はこなたぞや。 

十耶さては ！ ai 鶴がしる v いたすか。五郎、1け*いざ-* 

五耶いざ。 . 

CS 入る *4 •取•五挪？入* 〇夜 111 人•一人 K 右手 i リ * 一人は左手 is #) 

叫各や。これはお役0*御苦勞ぢやの • 

曾我兄弟 1 





OK 、 匕 お sgt; や。(板戶 0 方^見る) こ > は どなたやらの假屋 t; やつたの。 

1卜こ>炉。益は^瓶の齡 rA ? 歡が^ b すて T * がって S ? ましゃる所ぢ 
やが、私&は艇が歡人と一しょに這入られた。 

0* u SJAI と 一 r のは、ぁの s の T におった宮司»«か‘ 

©* 卜さう tr やI紀のや•うな卽办賊と！ S まつしや S のは^：ましうないが、その象に 
务った111韻のやうな s しぃ©が nA» 一しょぢや。 
g i ふうん。 i しいのとは、そ恭なんぢや。 

§ i さて^-ぉおは一&紙ぢゃな。 TA» はを街の■と一 r て、蠢ぃ大敗の虎御 
ぎにも奶ら <3、蠤な似 s ぢゃ。それを彰那1れて和て、 n に當てがうて置 
ぃて、ぉ黏は篆都の齡節と一 r ふ M. の和ぃたのを繫して*な—の—。 
磐.は-な、！ SS ぃ霞—ろ. 

桃わふうん。 



の i それに1々はこのかつたり止んだ b する雨の夜に、かぅして s «> れて5 
や。同じ席れるにしても氣が利かぬ〇 —e ぐ： > や。沿4つてかた。ど b や T 船して 
しまはぅか。 

の t をんなら xi 後に逢ふぞょ* 

(卒二人入り違ひ- cii 黴〇大藤内板戶な蹴放ちて登場•十耶•五耶 M きて© $ 

g 內ぉ fri!— な。 xtiff^IIrrt^r た 。&05 

に異論を言ふまいぞ • 

十耶 H 2 を。 

c 十郎大藤内を一刀切*•大藤内箫跃 u * る•五郎腰,4.切り放す) 

五耶 馬は%*え . 

9-L ? 

サは嘛く 
&なればや 

曾我兄弟 11七七 




* M 舟 一一 -fcA 
松？一つも- 
四つに這ふらん 

十耶 C 笑とこやつ和斯の&斟には、 »s 於に »- いて榮を 干め、 その 罰 1: 召し放され 
た1!を、翌«||のぞ“しをった。6齡#^"|1^ぅて&を酿れ。 

(十&•五 i - u 笑ふ) 

も5これまで t >* や。ぃ8 く名吿つて討死せ50 
五耶さぅぢや**兄.4、いしくも言は rt た。 

十耶や*。暇：&の人々" 

滅て#?にも PH * きっらん、 

目の6たりには今し見ょ。 

iriA^MS r 如 s 製には¥三縣 f ゎすれがたみ、纪 r 阳を齡して貧 

觯 4>9すけ轚& 

我の十郎祐成、 


五 b 研じく五郞咏雜、厌今1の內に i 、 いて、父の敵 h 藤左衞門尉；*經を討ち 

§っ？。 

十®撕と思はん人々は 

疾ぅ..^-こ > に出で合ひて 

J 0 9V と49ふ<> 

二人御討留候へ。 

0一人暫く屏底 L - C 物音か W く) 

五耶誰も出ぬではござらぬか。 

十 g 無下のもの tr や。さらば馳せ廻つて名吿らぅ。五郎ま&れ • 

(右手へ往ゲんとす*假屋❼内 1- 烟起る•少 »• 龜鶴登場•衣 >4- 覆ひ- C 火を消 S んとす> 

五耶兄1。めれは； . 

少》綾松の^てござんす。 

鼴鶴板敷にほんの奶し、燃え附いたばかりゆ在、 

曾我兄弟 二七九 




高瀬舟 一一八〇 
11 人わたし達がつい消します。 こ> は大事ござんせぬ • 

十 Bn そんなら お身達 1 : 賴んだぞ。 

(十 ro •五郎右手へ 往'^女二人火か揉み消マ〕 

J-tr ん W やか ft し £ fc»l { えん »» 

將軍 家の星形。都の 外、 板緣。雨- 

015と5¢去 

五郎登場 • 

五 Kr > 兄.4。兄±^。 

贮靶んこ A 5UIC T ^ ひけ吏戴 Is らう vt B4SP 

仁田の5?(舞事の背*し3やぁ。假屋の人々承れ。狼藉もの>1人曾我の十郎祐成 
は、伊豆の尚人仁阳の四郎奶常•か：&ち取った b 。 

两の聲 ( H 上) K . いおう- 

五郎はつ。兄 ±. はお討たれなされたか。此上は M 父棧を自滅させ、敵エ藤を最货， 
せられた、將取家 5: 一-&刀恨まぅ。さぅぢや。 


(五^* 1"- 登气五耶丸棺衣 4.被リ>摩れ遂ひ，懵衣，4-說ぎ，背後1リ五郎な抱く*五郎«錄4*||み拔く， 
1!人 無言 I - -C 揉み合ふ 〇摹) 

第四幕 

p * sg。f す。¥蠢 に SIE 、 

しんか v» 參|»じら9 K %うぢ 

新開荒二郎忠氏ゐる。 

战一 * ols 群 rI ' Jf になって—。 li ^ fe かった髮の4裳はどぅぃたぃたゃ 
ら‘—©大名に〕 i ょり！ lr 醫は■勝の齡でもござら， 2 に、勤 r も 離脱に 
な b 申した。 

5一 - s 情ない依でござ石。ょしや»2傲屋を献したとて*外った x « 船は幻の似ゆ.^、 
中し沿める道もござらぅ。氣屋形の御！ I 所ルく瓶數ぃたいたと料すからは、 g 税は船 
轮逃れますまい e 

曾我兄弟 _八 J 




离 M 舟 1 A 一一 
(雜色5塢〕 

ft 色 R ^ 的これへか於の五郎を召し速れてまゐ b まする® 

(# 色退場，五 JJ 15 登場•大見小平太 K 政繩な取 £* 狩野座な進む) 

狩野家の五船\爽*れ。絮これへ汾されたは、^しと歉齡と*>，^"つて、め 
5£の！を部ねるためぢや〇さぁ、^一(:时し立てい* 

3£ 郞 cf 艇れ、乾の ¥SI^ml の和® i 齡が斯 S! 阶と裳のため、が S に 
祀んでから1、如しく齡ぃたぃてをるが、*^とても靈髮歡齡紙の瓣熬が 

把を敗む、 M ぁ^ f や。职す賴の# I は|に狀さぅ。斟しそれが^<2なら、 

IIIC 91 1 を ) 

何事も申すまい 

狩野掛しかる新 t >* や•某は君 t にょつて霜ねる" , 

新 s それを槪黯すのは、 MAS のかとなつても、まだ m に齡&く繫か。 

賴朝の聲 S の内 iM ) いや、待て*狩野、 


朝み づか ら聽い で 遣は す。 

(簾か半•は捲く •賴籾登塢•舍人二人•近臣二人 SI ふ • 符野退く •新開中央 !-«*) 

五耶 cw 開 'b そこを退いて貰は ぅ。 これより物 f に、和®がそれにゐては、 

，必60 & U こ*ぶょ 

殿に 物言 ふに 似て快ぅな い • 

»5fc 船 jg 退いて遺はせ。 

新閑はあ。 

(新 In 退く) 

將れば i 板の} JI 1:、 そこの土は配つてを&。誰かある。竹かの五郎に敷^ 
S らせぃ • 

卒は60 

(本右手敷革4-持ち tt-c: •敷く) 

五耶(疤激す) 

曾我兄弟 一一 A 一一一 
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a « 舟 lA 四 

此敷革を見るにつけ、 

十年の！ J ぞしのばるる。 

街斬六波羅1:孤仕して、私相 H 親子の曼めでたく、名利のために訴訟を構へ、怨毒に 
ょつて紀歡を 1TI ぅた、V賢き敵 x< 藤が、時勢の移 .C 4るに乘じて、宇佐奕鷇にょつて 
®2i 見えを賜は^'、伊東の莊を氣領し•猶それにも飽き足らいで、我々兄弟を殺さ5 
と、15 a を揮ぅた势め、 

兄一氟は十二歲、 

3 «tlct>5 とを と耆 

此箱王は十の時、 

• » s j 

由比が渚邊に伴はれ、 

引き据袭ら れし敷革は 
夢見ごこちに春を待つ 
荅を 摧<悲淚の座 • 



ゲは t 尾好く父の仇 H 藤を討つて怨を赛し、此世に思ひ！&くことなければ、 

影期を急ぐゎがために， 

C •ひ I 办ら rhf 4 s 

此一枚の敷革は 

%• 耄み M 曹し 

父に見えん彼岸に 

t>K t«!(• ふね v>**fe 

渡す弘誓の舟筏" 

難有く拜領いたす。(敷く) 

i し s T ^ し 4 5 < ? ， I Hi 

将軍殊勝な覺悟ぢや。紙らばみづから晷ねるが、此度エ藤を討ち取つたのは年頃 

gl S ひ Jt も 

の企か、但しは俄の思立か。 

«4| S & わ取ら ち* ， n ル cr £ ■«: 七“*<し 

五耶それは申すまでもない事。我等が父を討たれたは t 七年の昔。兄は五 i、 某 

5 ぞん 2 U • の . vsltt •丨 4 If ろ y? 

は三歲Iしかと意趣をも存ぜなんだが*兄が九つ某が七つになつて、物心を辨へて 
から*以 t は、片時§1れぬ復簪でござ60 

將承船らば伊豆にある x< 藤が、十年の久しい間、月に四五たび•乃至十度も嫌倉 
曾我兄弟 一一5 




高 M 舟 一 A 六 

へ通うたに、なぜ途中では討たなんだ • 

ぃかにも PIX には f 4け、 i 、 鬱、 i 、 扣癘、歡、た 

b にたたずみ、形郝阶け祗うたが，か狀ある！！が郎那、勒き時は百騎に餘 b 、 少き時 

訾 办か •< を 

も五六十騎、衆寡敵せず控へ申した。 - 
將承ふん。さもあらう〇职 H 藤は父の似ゆ表仔亂ないが、多くの麽下の侍をば 
k 故 ！ S I: 銳つけた。 

五耶剛ょ bn , •取献は、か >る狼1?を企てたからは、及向ふもののあらん限、千 
sfn り•齡けうと s じたが、獄る s をかぃて、松の■も如らずかげか 
くゆ^、後？？のために一- s 刀づ > 印を附けたまで V ござる。 

特軍して！^ SI 內はなぜめつた。 

五郎あれはな&のでござつた。 m あ SH 藤に助太刀もせず、廣言を申したゆ 
袅、♦り ig - r てはいたいた•か、所領デ渚を喜んで下！■する途中、供謝のために引き返し 



たは、せめてもの心，、今はなか^^不 lu 存ずる。 

漱がな詞ぢや〇ぢやが、それ程勤理を辨へたそちが、旣に敵を討つた上•な 
ぜ予が座所に踏み込んだ。 

五®これは配り ある申獻 かは齡ぜぬが、 沬人となら rl た絶轰 の嫩 kl : は、組父 
如 ml の办船は戴齡必 AJC ではござらぬか。それが、 成行とは申しながら、 三 浦设 にあづ 
けられて自滅いたいた • 沿齡エ藤は格外の^? 立を蒙つ た。これ 等の遺恨な きに あら 
ねば一* R 刀おうらみ申した-4 で、 自害いた す曼悟で ござつた。 

X t を こ霣紀び (ttvx 震{もつ ぞん r9 V 

將平おう好う藏さずに申したぞ。此度の企を前以て存じてをつた同志のもの、 
乃至手引のものがあらう。 k •の序にそれも申せ • 

五耶 さやうなものは. 一人 も ござらぬ。 

胙眾さは一&へ、 rj :? には打ち明けたであらうな。 

を ®5 こは S ともがぜぬ。 31^もそをば思ふ。 一一 人の子 t に死に >往けと申す親 
曾 我兄弟 二八七 



a 瀬寿 二八八 

のござらうや。 

将軍おう。 一8和 Ml に pgl つたそちが申 S としては、 一々 尤至極に存ずる。仁田 
の四郎はをらぬか。 

うし《 し&多靶<つね霣一沪黧 

仁田の》(上手》後|-て』はぁ。四郎忠常口<今それへ。 

( t 田首桶4-持 S •登場) 

t : 田 M せにょつて曾我の十郎が首級、これに持參いたいでござる。 

將軍五郎。兄に逢はせて遺はすぞ。それ、いましめ解け。 

(大見* SSS く) 

た田實1の^£し新ひ、和殿に取せる十船がす极ぢや*ぃざ、紀面ぃたされぃ。 
(首桶4-開く) 

五耶私かしや、兄-¥ 

S し列ねし松の火の 



消えなば共にと & ひしに、 

不覺を取つて縛められ、口惜しくもながらへ$。さるにても、兄.^、どぅしてお肘 
たれなされたか。ょし仁田換は猛くとも、時致だに居合はせたら。 

仁 m いや。伽殿の助太刀までもない。十郎が紀き太刀ルに、勤は切 b まくられ、 

み* ひぢ こ K ，す冷 お ら6 う42 わが tt 2紀 U 』 ils 

右の肘と小乾とに薄手をさへ負ぅたれど、十郞が返拙く、私薙刀に拂はれて、刃はほ 
つきと锻私から。 

芄郎なに。兄上の太刀が折れたとか。なぜ那太刀を兄 JU に佩かせなんだか。 

仁田おぅ。そのぼみ道理至極 t »* や。某とても 一 W の十 g ゅ袅、首討つ所存はな 
かつたが、引かぅといつた某を、十郞みづから呼び止めて、！^を和をに？！ S けたのぢ 
や。 

五]»さてはょしみぁる机身がを|:、兄.41&んで咖かられたか。 

0^郎歎く*大房丸鞔4-林ち走り出づ：> 

曾我 a 弟 一 A 九 






夫 


^ 0 ^ 11九〇 

S 父上の*敵、 m? ひ知れ C 

(五5鞭ぅつ) 

耶や。この4童は何者 t ; や。 

C 五 KR む •大 tet : じ*く) 

fcmyMf^lttJIXtr ゃぞ。 

五 K な 1: 。私 MfAI が脱かか〇 . 

01 こ s« 

tit , も人の子、稞くて 
獻を；&たれし悲は 
いかでかがに殊ならむ。 

祝船の也に引かれずば、 

Iを取 b て立ち向ひ、 

御身に討たれむ1身なり。 


刑場の土になる 6 しぢや‘せめてもの心遺に、さぁ、其笞で打つてくれい。 

犬9父-4を討つたお前は强い人 t ,* やと思うたに、皤しい事を言うて下さる'*それ 
ではどうも打たれませ ？ r 

五耶おう。さう か‘さぁ、につくい小わつ ば、打たれるなら、 打つ て 見い* 

犬®なんの打たいで*おのれが 
(逢打す) 

»军もう好い <。犬房、それで堪忍いたせ • 

犬房はつ"(鞭か棄て、平伏す〕 

ら, こ{と £ e H •と tc ん C わ V*#' 纪§緣 u t ^ そつ をし 

押軍五郎。此上問ふべき事もないが、賴朝閫外の«を S うして、勇士猛本を惜 
むこと何物にも餮へられぬ。どうぢや、志を3 i して奉公いれしてくれまいか • 
五耶それは# X じも&らぬ斬。若し處刑を宥められて、行住心に任せるなら、某 




卨 58 舟 一一九二 

也き惠に代へられぬ 
速き恨のまつはれば、 

いつ.紀 AX にならうも知れぬ•一しよに死なうと誓うた兄を、久しう待たせるも心苦 
しい。術 ねられるを i ： つ咐ござら) Q 。尖見- b さあ、船を打たれい。 

■ K 见ぃゃ。^しは五繼が 、徐 けた r 繁の g を、 器にょって涕か A 组 

献によつてほどいたばかり tr や。赋身に！！打つすべを知らぬ。 

將 k i て。娶を S ふは？ li ながら、？14は齡ふべからず**五船が S は ii が 
手づから打つて逍はさう e 

五耶0£?£5こは賦ひも撕けぬ舰せぢや。今ゼの贼&に、さあ御繩を拜領いたさう。 
wif - oa ^ ゎが tr » つ齡は p i & f の 1®、船 {^-のそちには 把 應はしからう •いで^^。 

,播4-降らんとす0慕) 





高 M 舟 一一九四 

irf g 。影 

漱«|剛、扣)>|2、齡6の三仏磬に#を&めゐる. 

+川さあ^^ "C もぅ好い加減で好い** あつちの取敷 ic ® ぶのに*何-®洋行す6時 

s - sfMi ?。 f 蕻した Ss & 訝 f て Figi っ；^は31 i 

ご • 

*田- ( T * .*? !*- 献 .V ず* る C ) 好い加減にして S くと、何がどこにあるか！！；からなくな〇て 
跡で W るから。 

小川"一漱こんなにしてかがで处き越さなくた〇て*いざと云ふ!15になりやあ、ここ 
の S でどぅかしてくれるのだ。傲に4きやあがつて。こ > の親爺なんぞの!»:+!には 



，ふ！ < £«*わい な116❸ 龙 

金力以外(:何物も無いのだ。 

*« 筠九がないさ。！？；5なら H か西洋の F—rb でも出す所だが、まあ、長い物 u»l 

卷かれろだ‘ 

aw : sf - tT 。) それはあのお松どんにでも縝めぱ、一播に*んで&ぢ込んでくれるが 
ね、そいつは異つ孕だから • 

SC 対いにお松どんに椹 まれることを 怖れてゐるから可笑しいや。 

高1^0|?|の怖れるのも無理は無いな。薄馬鹿で力持と來て&るからな。 

小川 0 あ > 分ふのが姑いな歡といふのだら 50 

cii 晰 (t 和 ; IIS 1- 「ぅ63い1 r - *?.」 情 4-なす 0 〇 招 0^AXJW «T O) 

主人。 は あ •すつか.〇お片附にな.〇ましたな。誰かお呼^-されば お 手傅に出ましたに • 

けい耆&分 て2丨 54 I if V 

so なあに'*形勢非なるときは"手際好く退却する•時にも所にも M -^ しないと^ 

too ( <4*ん*ぅ1_於ん 

ふのが、我々の慣用手段ですからね • 

女が?:二九五 




ieiM 舟 一一九六 

主人 C いや。どぅも申わけがございません。一月前からお約束になつてゐることが2) 
るかと W ふと、又ん r 度のや* r に范報で.あす行く，：なんと云つてょこされますからね • 
兎に角每年お座敷はここに極まつてゐますので。 

小川。すると！^々は二三日 millionaire の部屋にゐたわけだね。 

遣田。 c 粒 rlrl し塒る^を豪と云ふのも、僕の如らない瓜格の一つだ。 

高岡-」逢つて見れば好い。 

蓮田。&ん|-。)どぅでせ’フ0ここに泊つてをられる間、人に逢は*1ますか。 

主人。さあ。なか-^-むづかし3ございます。こちらへ齡びに來てゐられる間は>驊 
にも逢はないと分ふ並舶なのでご •? いますから。%价ゴ女なら格別。 

高 W 。 そんなに女好ですか。}?,, 

u }(m) 

小川. C それは知つてゐらあ。) 

主人。實はこちらへお泊になつても、その晚に女中に手を出されるには困ります* 



* M = なぜ • r 喜んで仰に齡ふのでせう‘いづれ跡の始末は立！!に附<だらうから？ 
主人。所がさうぱか b も行きません C お金の ある 方は存外お使- i ならない もので。 
小川。常然さ。使はないから持つてゐ6のだ。そこで幾ら位出すのです。 

主人。それが妙に相場が極まつてゐましてね、 「 k 々には特別に世話 (: なつたから、 嫁 

f i 穴んす ひと3*つ«*1! P 

入支度の內へ簞筒を一棹 遺す」と 云 ふこと U なる のでございます。 

小川。なるほど•するとお簞筒附なことは馇で、御落 EX 附だかどうだかは疑間だと命 
ふょめさんが出來るわけだ"そこでお手當に皆滿足するとも極まつてゐないのです 

主人。どうも歡於な sgAJC ばか^^ってゐますので、 S 射配節が^ U ます •• 纪卽なん 
ぞはいらないから、あや.まり證文をかいて賞はうなんと分ふのがあります。 

SS 。 ふん-1^;心な奴があ b ますなあ • 

小川' なんかんと if ； つて、簞笥以上の要求をしょうと云ふの t ; やないのですか • 




高 iH 寿 一一 九、 

主人。い气 さう だと 挪辦に免おが！£うございますが、把龙のをふな b にはなつて^ 
たくない。 ^? • で ^, つてし i * つたと も云はれたくない。どうして好いか自分 1: も ^ >炉 
らないと 云ふやうな手^がございますので • 

小川。はてな*そいつは始だがむづ炉しいですね • 

主人。それに —！ r i 、 M ? ぃ S が ¥& x : って、 一を 繫にした *? がござい夫して、 
s 一 r ぉぎも恥って をられます* si は妃 s の ^ m 節 A!c の， 來られ ま 
して、どうにかして奶 咖のぁの 新を±^めさせて くれ と命ふお 赖がぁつたのでござい 
ます"そこではじ X こで かっかちのぉ 9« と为ふ女中1人しかぉ亂へ出さなぃ 
こと U しまし n •ところが。 

+川。そのじやんこの H * つかちもお葷笥附になつたのですか。 

* 人。なりまレたょ。 

小川。はてね。 


SM 。 無邪氣ですね。僕はすつか b 氣に人つてしまつた❶ 

1^1 ^ ^0X1 u_>eA い HA.9S 必 I! A 

高*。 召一つ富豪硏究の手段として、お得意の女ガで接也して見てはどうだ* 

+川。でも齡斯は貰へなぃね。 

主人 C (备し て 0;> お待なさいましょ。これは思附だ。一つさう一 & ふ事に願ふ b け 1: は 
まゐ-〇ますま.^办 
小川。さ5分ふ事とは- 
± AC その，田槪の女九と於ふ斬に。 

高 S 」 あれは僕が洒落に云つたのだ。がそんな事をして、それがなんになるのですか • 
主人 C いえ。實は啦被の跡始末 (- 支^<の九が參られた時、なんとか XC 対をして、せ 
めて一年*ても跡始末なんぞをせずに濟むやうにしては賞はれまいかと分ふ亊でご r 

V 乂 U 4 «• sfs 最んで 1 «ん霣 

いました。檢那を立派にはね附けた女があつたら、奥様から三百圓出る"槐那がお 
懋なさるやうに、少しはひどい目にお逢せ申しても好いと云ふ事で。 

女が f : 二九九 




小川。な si 。 それは驗の齡松ぎと於ひたい v 歡若'ではへないし， 
その軟さんから の：- A ' 圓も贤へまいね。 

蓮田。 歡へもしないが、貰へたつて貰はない。 

高 『如れた斬さ-勤に。)呢 & 阶歡を阶すは好ぃとして、正亂が期れたらどうす 
るのですか* 

+- AC それはかうでございます。今： i のお待受はあのお松にさせることになつてゐま 
した"^には敗て一せてぁりますから、硬ぢルせられさうじなったら 、 flu 
♦を哪まへて^け如しでもしませう。船し檀那はきつとすぐに手をお出しなさ 
ぉ r 齡 S をする。それが0-の№1*にルぇてゐますから、ならう事なら少しでも先へ 
む lr したい Brri から、避阶さんに阶てお^!¢1さうかと思ふのでございます • 

小川。 はは あ cae-Htropllc を 先へ 延ばさうと一於ふの^。一ず延びれば^とやらと一ず ふ 
わけですね • 


主人。へえ-先づさやうで。 

一 IUA *»_|>1.ん < で や 

小川。さあ-^。蓮田君'*ここは一番義侠心を {>: して出て遣るべしだね。 

蓮田 C 何も坍究のためだ*遣つて見ょう•だが支*^阶來れば好いが。 

い—-。 c 勤 AXl - J 時に時間はありますか C 

主人。(啦1^かる。：一あなた方が餘 b お早くお片附けにならましたものですから•まだた 
〇ぶ.^ござります。 

离 1 T 時間は， por も、描へ i > 出来まい。 

主人。おつむりがどうにかなりますなら、お召物はどうでもいたします。 

i こんど i つ4»>かつも St ? s < 

afflc 頭は今度の地方興^に使つた襞があります。こはされると困ると思つて、僕が 
.あの f きい行李に入れて持つてゐるのです* 

小川。熟4势は氩ったち©.だね。兎 i : 角それは洮 - i ? ro さあ、御私 Ajc 、如勒をぉ衡 
申しますぜ。 

女が ft 1 ユ〇一 




离瀬舟 S .0 I 1 

主人。承知いたしました • 

(窣 i す4 SWO 〕 

女中松 C こつちでお呼なさりましたかな'* 

*~ AC お J 1 I : さん.にちょいと來て下さいと一&つてくれ。 

(PFr?) 

主人。 t をぐづ^-してゐるのだ。&-<於つてさぅ云ふのだ* 

松 C お J 1 S ; さんが來なされば4いのでござ b ますな— 

主人"さぅだ-^-。じれつたいな6* 

CI) 

小にするには少し片附けなくては。 

主人**いえ。これ? J になつてゐますから、お荷物さへ蓮ばせれば好ぅございませラ C 
fe ff 


女？ L : 5 に。)まことに彌んだ御 MV 理を Mr ひまして i しゎけがござぃません • 

高巧どういたしまして。 

小州。いや。お Jti さん •& 白い事が持ち上がつて&ますょ。 

*<*&»!• し。；> まあ、お荷；^を乳くあちらへ1 i ばせて<れ。それから奶し淑がある。 

cs*?Bfv »!^ れ rf。) 

小川 C (癬|'し。) 55攀を#ってかかれなぃぅちに、 S を I ：してす S へょ。 

蓮田 C お 5 。さうだ〇け • 

C — へ f 

A 。 寶藍くなって4たぞ。鬆の ti を！5んで、1!影 Ax に g を T » げさせる J 5 I て 

もル々のためには性ず1究の祇&たるにかぎない"桃料になる i には、110 tbwhild 

だらうが、ぎ！运だらうが、祗の*4い奶をに影运と1ずはれる資も廠じ5{; 
で、 釣り寄せられるのは、喰 氣 でなければ 色氣 だ。 いぐ 加は ないな あ • 

女が?: 3.OH 




« HC どうだらう；^:， .- c ' m が來はすまいか.、 

小1なに。かけて&ない®?: E ! は」しく^'る m ;- もないのだ。 

主人。(*?»||-。)-?4くするのだぜ C 

ILO («;*»! す0)なんだ炉こはいやうだ6。 

主人。！!！：いと一 ず ふ斬ょ。 なんで L #fc へることは 夫に ffi せて- SI いて、女房は立ち®けば 
好いのだ C • 〆 
4し。だつ: { ....肥取さんがおおこ4な矿つて*來把から外へ人らつしやると闲るわ。 

主人 cr ょ* sfii の x の45からなぃぎと獻ふのかぃ C H , も夫婦になって f の 
だ。 

*4 L 。 去あ。それは十年も ill れ添つてゐるから、わたし安心か出來 ^- v のだわ 
主人 C え >。うるさいなあ‘そパなら智慧のないお前に分かるやうに言つて聞せよ 
5。»*<^<のだぞ。配••かお断なさらないやうにな rl ば、 M さんが毎年來て下さ 


L 2 


るの だ•槪那はぉ 1 A * だが、 M さん； 2 ぉ all さん 齡 H れてぉ邮になるのだ. 
fomi る。：> さぅなの。難有いわねえ。そんならすぐに!；つて和るわ。 
主人。それルろ。鬆の裝る鍪だ|.ふことが、十_に如かったらぅ。 

(女房’聞含果てず L-cj^«To) 

さあ。4いで片附けな f ては。ここが!^になるのだか. b。 

(苹包！二つ、 そ 0外 そこら•しある ルか鉛^ F どを斟つ0 〇 似^ レ 0) 

舞臺ゼーぱいで濟ませるとなると、なか7\むづかしいものでございま すょ， 

(高 ST 51 S •レ 0) ' 

なに 

まだ何かございますか。 

O^fo0^f$y 
T 男。 ( 翠。 )l K r,Gfn 




小まだその Ja に持つ積^'ですか。 ) 气」0 ) 

蓮 EO これを？ IS にかせるのは Mt - 5 i !> かなあ。一 
主人。 (粒 rs の n け奶らん冬 s K -し〇)奥に行李があ 
るから、お贼はそれを運んでくれ。 

小川 。 &I 1- 。) なあに。 M に目のない人に伽かのか。 

T . 鬆6 r て®^ひてざ 、 S 錾«!。) 

主人。それにお著きになる頃には日が慕れます • 

C ?? 零) 

小川 C なぁに- st-iv ■だって如かりゃぁしなぃょ。 

( T 奮* T の彰船^1ち、松«象と£影4楸ちて?|«10) 

やあ。衣裳が來たな • 

i 、(<,? 1 i く^お59*に合ひますか、どぅですか'* 






小 ill 。どれぐ〇 (あが>か5何から何まで好<船へて來ましたね0 ±4^^っ »* りか5 
や*'ゆきがどぅかな"これは4 1 ?齡でせぅ‘ 
iL 。 え >。六ボ五かでございます。 

小川。では把ぶ/ K さぃぞ。 

高3。そんなら手を引つ込めてゐれば•い。 

蓮田。 WS ったな。數な槪 g になるから。 

小川。なに。寒が.。だ 1, ふ a 1 のものさ。〇槪に鄕 51 に槪飢と、] ffci 於き ^ し斷 にか 
ひ兼ねますね。 

蕾。足袋は势き•へなくても•いょ。 

(松が^ Jf ^*! iKT ルも掛ちれる fs! かち*る t て。) ぉ lljji それはそこに办ぃてね、如奶 
にぉ湯を取ってお邮。 

弓金盥にお湯でござりますな。 




高灌舟« H-OA 
i し。さうだよ。それから•ハヶッに把を汲んで一しよに持つて來るのだよ。 
松。献齡にお&とパヶッに拟でござ-^ますな。 
tLO さうだよ。早くおしよ。 

松，-氣 sss - fc と • ヶッにおかと。あ。さ* フ tr やない。金! £- にお湯と。パヶッに水と。 

C 松靄.“’る « ii 0 Mi *?1« T ?& w 。*??! 一^—ぎ »■- さ？ 3 

蓮田。どうもお Jli さんに.てゐられちやあ間が惡いなあ。 

小川。 おい。 まだ M になつて ^ を m - はなくてもかいぜ。間* >* 好いの惡いのつ て、 それ 
はなんの事だい。 

蓮 田 C さう でないか sr r 犯氣で する 事も、往來では出來ないやうなものでね。 
tLOb たくし製阶さんが ^ cl におな b なすつた is i>>* 、 Sf く歡見した >ございます6。 

ど 5いたしたつて、?|鬣の站なんぞは愜ひつこは6りません。 

蓮田。ところが_4と分ふこはい At に、ついこなひだも、腰から下が女运つてゐ 


I 


ないと分 II れた良の篇せですからね。 

高两。^^4たら、奶し^さんに^1んで5!ひ齡へ。 
t 。 どういたしまして•飛んだ事を。 

&^|-霣4*防り*パヶタ！ i *3$ xv . れ办ち扣 SJ 

1)の•何かまだおいれ用の物はご r い.ますまいか。 

蓮弓さあ。大柢好いやうですね。 

小川。好し。兎に货 M いで！^ら碗へるのだ。 

，ぉ J 1 S : さん。 fe で11^來たゃぅです t 、 殿#の r ぉ S しぃ T なら。 

5 n f 名 i で 
iLc そんなら後程お美しくおなり遊ぱした所を拜見に出ますゎ。 

小川」お松どんは借勿-てがいても.いでせう。 • 

ム LC え.•どうぞお使 T 3 いまし。さやうなら皆さん。 

(に—) 

女が?:三0九 



a 灌舟 一一一一〇 

おい。お槪さん。その柏を^?しこれへ人れておくれ。 

松。これへ拍を>れるのでござ b ますな'* 

蓮田。さぅだ^^。 

Jirg 5 ? 2 っ、パヶ sfaig てこれ i り繁 t*T し v56 :^— で‘は知* 
I が—&め？〇 I •益 aril 繁氟みで谢纪5 
小川。齡阶歡。をばしっこく遣らなくちやぁ駄目だぜ。 

蕾。衝も M 2 rfes ^ き4けてかせる配は硏也してゐないから困っちまふ'*油 
s ft かきが^:11备をかかせられるやぅなものだ炉らね" 

小川。まぁ、和# ti a て-®かい30 1 ら、配伊色1:塗^'上げ給へ。 

CS* 

+川。ぉぃ-繫把。繫の f 如るのは ri >、 SI は一歡どんな網をする賴だい。 


I 



蓮田。 c ^« f し？。)さうさねえ。 

小川*胸に成竹はないのかい。 
soif - tT 。) さあ。 

小川。 rai るなあ。黑ん坊は1いてゐないのだが、^が夫かい-* 
a 田 cif-tf 。) そ il は泥知だょ。 

小川'*なんだか僳はあぶなくつてならないぜ"端から絕句してしまやしないだらうか。 
高网。まあ、待ち給へ。端から絕句して、おど^^したら-耻つて娇かあるまいか** 
愁つか饒舌るとあぶなからう。一體身分はどう一&ふ女だとしたものだらうか • 

小川。それは極まつてゐるさ。僕はさつき衣裳を調べて見たが、瓣論紀の女-^てはな 

-OC&5 0T »r ぢょ 9*» KTOU ふ lr*--IAn& 5V* Jtv 

いのだ。特等のお落に^つかし出す女中さ“特別任務の訓令を受けてゐると分ふ tt 
だね-一步進んで言へば、親類の娘が來てゐるのを、お給仕に出すと一於つても好い 
かも知れない。要するに俣は蓮田君が十！^地步を占めて掛かるが好いと思ふのだ。 

女が f : 三 I I 



高滟舟 一 r 一一 
ねえ1 肝 君。 

蓮田。(祀 .- tfVJ さうさね K . 。 

小川。おい C 奶を鲁つても’さうさねえと^さあで持ち切つてゐては困るなあ^君が 
その爝になつて困るだらうと啟つて、 11 W は經して？の だぜ。 

蓮 田。 caf 」 ±ry*vn は威謝するょ。 

小川。じれつたい返事をする男だなあ。 

ssr i あ、そんなにかを：5まないで、私斯君の遣るやうに遣らせて S き铪へ。 

4 .川"でも！§が批が齡二のぉ齡どんになって、ぉとなし 3 J ? ぎると困ると 思？。 

SWC なに' さうなつた所で差支ないょ'* 

小川。龄だねえ。歡はあぶながつてゐた齡に、なぜ^,(:落ち著き拂つてゐ6や’フにな 
つたのだい。 

いや C それは^ j は 6 ぶないのだ•だ* >* 範 m するとなつたル上は、の發 M 


に任せて於くがかいぢゃない炉。 

小川。さう一於つてしまへば、それまでだ。どうも僥はさう暢氣になつてゐられない性 
S なのだ* 

CII) 

小川。 c る。知ぶ推に今 I が人るやうだ v 好いか知らん。おい。？!田©。もつ 
と^!がなぐつても好いかい。 

蓮田 c ( Eye ) もうすぐ だ" 

小川 C (高 H I - C ) 時に、僕は 實 際の場が見てゐたいのだがどうにかなる まい かねえ。 
i . そして 絕句したら附 けて 遣らうとでも一 f ； ふのかね。 

小川 C なに*さう tr やない。只！4物になつて見てゐたいのだ。 

fts 。 それはむづかしいなあ。只の好奇心なら、まあ、我慢してゐ給へ。 

t 蓮 I 如* T し- C *? を被り"- & SJ 1*> が6〇) 



高瀬舟 三一四 

a 田0さあ、如鉛だ•お松さん*を傅ってくれ給へ" 

(齡、^?て^4る。〕 

小川。ゃあ。ず丈は可なりに出於たぞ。 

蓮田。シャッは齡歡をはづして、 Mt を內へ折り込ん v -社く位で、御1を蒙らぅ。 

小川"それで衣裳が旨く附くかい。 

高两。なに。ぼちや^^して可哀らしくつて！!？いかも知れない。 

蓮田。4^此湯文字には暈がある。まあ、好いや。 

.〇 tt » X 3 祀 令0 — 

小川。火事の時御用に立つ奴だな。 

蓮田。さあ•その長襦袢を取つとくれ。 

松。長襦袢でござりますな。 

蓮田。 さぅ だ^^。 さあ 困つた。 M が無い。おい。お松さん。お前さんの紐を 一 ？?II 
どいて貸しておくれ。 


松。^を li どいて上げるのてござりますな。(撕抓の Rt 紙144>-てわ¥,31?5#1-なる o ) 

蓮 E 。 CIJVIS ぶ。：> 好し。さあ。著物だ。 

松。著物でござりますな。 

蓮田。 さ，フだ や。紐が もう 一?^いる。お 松 どんに 帯を解かせる わけにも行/、 ま 
ぃ。ぉぃ。- IJIIS ^ X 。 そこらに街のを 兒帯が もう 一っぁった龄だか ら 、取ってくれ給 
ペ丨 

小川。うん。あのメリンスの^〇だな。どこにのたくつてゐるか知らん。あ•あつた、 

あ〇た。(デ5¥。〕 

蓮 E 。 かてょ。腰把を締めたところで*まだ帯の下に：4めるのがいる。小; IIS 君、和ま 
ないがそれを興ん中から二っ1:裂いてくれ給へ。 

小川。好し。心得た•お松どんそつちの媳を持つておくれ • 

はし も 

松しこつちの端を持つのでござりますな。 

女が T : H I 五 


I 



高瀬舟 j 一11六 
小川0好し。しつか b 持つてゐるのだょ。 

^ ls を rfe * く 。rrc る f 、 扣? 12 ^:^^れて、 gr »> く。〕 

SMC いやな音がするなあ。 

(紀|!^? ? り^配く。|^、_繫^|!マ。髮も*«く。^|雲じなる。 

UX ••年>い2言-«了 

〇女房惫ぎ登.^ 

女房。 « E ! f < l - o ) あのあちらの方の離れでございます。 

族客。(*|斯|-。)あ"さうでした炉。を|^1-。：>これは失欹しました， 

小川。いえ‘どういたしまして、^ I し幕の開きやうが早遇ぎた丈で。 

(觀 f s 、 f へ4 - U て - _繫？れ拳) 

蓮田 e ik は親玉が出し！ i に來たかと思つてびつくりした。 

小川。いや。僕もさうかと思つ .？ T 

.SSC 齡だつてさう歡ふょ'-本阶の來ないうちに、 nf く片附け給へ。 



小川。さうだ^-。 それ、 お松どん、又ばだ • 

(松 Be か齡リ*る。) 

裂くのだよ。 

松。裂くのでござうますな。 

小川。 3 5よ。裂いてしまふのだ。さあ。 

(I?) 

蓮 田。一 t くれ給へ。 

小川。はてな。僳のを遣つたものだか、お松どんのを遣つたものだ炉。まあ、贵夫人 . 

に14 S るとしよう。 さあ、 お 松どん*それを虱酚君に 奉る のだ。 

松。これを上げま1のでござ^'ますな' 

fcWTfc りて奶れかわ r : す。) 



高瀬舟 三 JA 
蓮田。あけ 9 ci り、断船 II す。 St て、 te - l - om あん i ? 揶揄ふのはょし給へ。こん度 
は そつちのを <れ，へ。 ( 和 ills © 私ち?: る如れ H り-酌 P 亦む。)妙に抉がぽて^-し 
てゐるな 。 C *? み阶す。 ：> 紙滑か。^げ阶す 。： > まだある C げ 11 す。；> ま fr あるぞ。 s ' げ 
蚱す。)さあ" t だ。お松さん。手傅つてくれなくちや行けないぜ。それ。しつかり 
引つ張るのだょ。 

松。これを引つ張るのでござりますな‘ 

蓮田 C さう だ^-•あ >* 痛い。 もう 4い•息が 詰まれ さうだつたぞ。 

?.: 1 ?) 

女房 e あの*ステユションへお出 3 M にま& つて ゐる ものから、電話が i かりまして、 
P ハ今お著になつた さう でございます。 

小叫。や。こん度は本阶だな。ステ H ションから車で何 P 掛かるだらう。 

女房。五六分でございます。もう今にお見えになりませう。早く片附けませんでは。 


いや。そいつああ大贫だ•お上さん•なぜ誰か速れて來て手偁はせないのです。 
女房 C でもあんま XS 皆に こちらの 様子を見せます の も* 

小川 e なる 程。御尤千1だ • 

高网 C 好いぢやないか。皆 r そこら中の物を一つ宛持つて价かぅ。 

( M «*^、 そこら mv . r く^。*？墨 E てし•一 yiv 踅す。 iK * 

か i く。) 

小川。 i ? i - l - o :> 乾も i ： か持つてくれんか。めかしてゐちやあ困るなあ • 

蓮田。僕はここに居殘 るの だ。まだ著物を著てから鏡を見ないのだからな'* 

小巧なる程。御尤千萬だ'*おがどんも何か持たないか。 

松。何か持つのでござ b •ますな • 

小川0それまだ金盥があら*。パケツもあらあ。 

松。金盥とパヶッを持つのでござれますな • 

女が t : 111一九 



高瀨舟 三二0 

csl^-i ?ソ fc le へん t し—〇 く 。) ， 

小川。 じれ 〇たいなあ*その如をパ ケツ にあけてし まへ ば、樂に持てる t ; やないか。 
松 C お湯を* ハケツ に 6ける のでござ 办 ますな。 

(益俯かをん sff Q 限し、奶す。松ぎ J どし*けて5。) 

小川。ああ。 Maler はなか^-世話が齋ける。(わ T : 之 髮 す。； > まだ紙滑がある。 C 紀 
_1-。>あれは5¢が"扶炉ら S したのだ&ら、君に殘して置いて遺る。 

女房 〇 cili-o) おや。その扼にございましたの。まことに和みません • ( 犯相 > 齡ひて «! 

16。慇の射。彩 r 氍。) 

おや。今41の i をお出になるのが、そかも知れません。 

小川。大^い。 ‘ 

* 两。なに。ぐるつと&つて來るのだから、慌てなくても好い。 • 

小川。似てはしないが、さぅ齡く汾ち* 0 いても困るなあ。%て阶逢つて、引拂の配た 


らくを見られてもまづいからね》 

CMf v - iir : 1^ ん冬 0 ) 

女 ®-そんならわたくし次* 

蓮 田。 (％ is 。) あの、そんならゎたぐしはこちらでお繁いたしまして3しう ござい 
ませうか。 

(一词表情あリ。 ) 

小川。うふ'* &い聲をするない- 
薄田。(ギ GK 。) なにぐちょつと'512を！ I して！5たのだ。 

小川 J 5 笑紙ぢやないぜ。さあ、かかう^-。 

& 0t - 0 fl? 0f 

蕾。^- の S 。) ああ* 我ながら馬鹿げた事を，き受けてしまつたな 0 (彩 ft ? ち >船乂 
外衾く。) M で^ r 把はしなくて1:んだな。ぉ g どんがまだ船と•ハヶッを！；ってま 



ご主ごして， QU 。 こっちを I a 、がる • S と！ Sk って行った。(#。)なかく 
かさうもなぃな。1がば？ r ょうと S ** って、^礼か飲ませて*引っ淑って 
取くかも Arl - ない。それともすぐに 一 a 51阶びると- r ゃうなゎけ炉な。面倒，、さ 
いなあ。於るのなら與く於れば炉いのだ。?'?がかかく V 5 ちよつと一服遺りたいな〇シ 
ガレ？ S 卜 A - れを槪 UA - れといて、1:ってかかれてしまぁ>。 I 研究は好い 

が、配裘なる靈を撇はせられ る斬だぞ。 

キ銮，€く繫4る。) ， 
r 备れて§た。ぉ一 I へ陆だ。脂で s 勤はどうしょうな •?»-” とぃたものだらう 

か 4 え>。 構は* すに置いて 遣れ。 

女房。 isl - r て。： > あの、お取齡はいつもの船をあけましてございますが、急な# H - で 
ろくにお掃！！も出來ませんで。 


古川。いえ。どうぞ構はないで T さい。 

i 晰か&*る。纪«!。蓮晰«打和に奶リ*批3くな*>ゐる0?.:*?.把.|-0) 

いつ來て見ても、底から山を見た所は好いでてょ。 

c * t 厭 i 十 11: m - l - 4:をっ C 0) 

女房 C でも今日はお!^策が宜しうございまして。 

古川。はぁ。1當の小春 H * 和でな。かが暮れてもなか<明るい。 

女房。 C 如射 ^. KT めっ-。>11んにまだ«1氣が。 

ii す UK. て * ね « 

S 田！ SIS て*®、捩る w ° 

古川 t 4*£して。)お上さん**ぁれはまだ見掛けたことのない姊えさんだが、誰ですか。 
女房 C へえ。親類のもので、泊亂•」ま*つてを5ますので、當#2すけて貰 ふこと 1-い 
たしました。 

古^"はぁ。5やうで。大そう好い子ですな。 

女が n 11 




女房。 齡袖ジ ございます。まだ ®* れませんのでございます から。 

古川0 、や。わし G: やうに起 AX になると、 il 誤をして货ふには、却つておとなしい、 
齡艇のゃうなのが、5-如くて4ぃです-# • (攀“。)ゎしはな、ここへ來ると、ぃっ 
も阳にゐるやうに、^船1:してゐるのだから、どうぞをせんやうにしておくれ'* 
蓮田"はい'*まことに行届きませんで。 

古川。年は幾つだね。 

蓮田。十七でございます" 

古川。はあ。十七にしては大柄だ。 

て f 。〇挞衫 i irv! 4 要 ? t «f 。〇•し。) 

どうぞ齡はなぃで ri さぃ。さっき^て'!!^たゃうに、晚は汽私の食堂で食べて來た 
から、もう H ? : もい i せん' あ。が ir お J 13: さんに&して&ム、わしは磬小用に 
咖獻が怒つて斯るさうでな、献ば炉 b 貧べてを b ます。あしたからも三度共洋食 U 


して下さい。それ炉ら好な酒ぢやがな、あれもそのお醫ちさんが やかましう 分はれ 
るので、やめにし5した。， - C のお醫者さんの一於はれるには， ^ 

班に石灰が來て食つ附いて、 堅くなるさうな。 それがぽつき ，〇於れ S と、 ^! i/r と 
云 ふこと だ。所がな、 わしにその。 

crsiHll ず。* f 爵ふ。1&25|。ぎ！21ん9^して*る。；> 

いや。 6しは 又病氣の話を しました な。(喊 ら樂 ふ。 V .-こな ひだも M i >* か. フー 於 ひました* 

ぉ fs と刪一しょに霖へ f のはも， fc だ。 f かっても、雞の gK の 
話ばかしおしなさる。あれが止められぬなら、もうどこへも御一しょには往かれま 
せんと一於ふの tr や* S 5* ら歡ふ。) 

女房" ほん!:御酒をお上が 5 にな b ませんでは、 御^! M 4 で ございませうね。 

古川。なに。飲み掛けて途中で止めるのはつらいが、端から飮まずに ならゐられます 




女房。 でも 私一つの 衆を お ±4 Jf さなぃ^お 者樣も御如才 ござぃません ゎねえ。 
古川。いや。 それを止められて はおし まひ tr や。旨い物も食へ ず、 酒も飮めず、 その 
龙もか 51となつては、生きて. q ない も同樣 となるからな。ぢやが 年は 取るまいもの、 
汽車に一日乘 つてゐて齡 rl ましたょ。 

女房。 あら。 それはお歡い货だつてお疲なさいますゎ*〇松や'あちらへお床を M ベ 
てぉ52。 

松。 あちらへ お床を展べますのでございますな。 

&*?へ妃«!。) 

古川 C 好ぅ * t ったお女中 t >* ゃ。(蜈っ。) 

女房。お手水でござぃますか。^3 / 

古川。いや。知つてゐるからお構下3るな。小用の5£21くなつたのも、お好若さんは病 
氣のせいだと一&ひなさるが"矢張年のせいもあるかも知れぬて。 


1冬 f 

蓮田0#5をする。*をの api 。) ああ。此撬ぞではを豪研究をする餘裕も何もなささうだな。 
だが1食の話と色氣の話とを聞いたから、その外には何もないのかも知れない〇侍 
てょ。まだ年が寄つたと一 fl ふ話を聞いたぞ。一代富1は金の溜まるまでには年も寄 
るだらう。え>=こんな事なら此場はもうお松どんに任せて置いて、己に御^を粲 
b たいものだな。 

L^CAT f ?!*#>4Ji«rl* 

C 主ん樣子を S ? ひつ、©駘。〕 

主人。どんな按排でございますね。 

蓮田' いや。まだしあはせと吧の矿だけは剝げないでゐますょ。 

主人。親玉はどうしました。 

蓮田 C 今便所に柱つた所です。 

主人。しつ- 

女が?：三11七 




lis 灌舟 一一 11 A 

お魁槪でござぃませう。 ttjii らず" Ts きませんで。 

古川。ぃや。お&&になすなぁ*どうも配紀 m : の艇はがぃが、こ > の內程好 
く氣の附く內はありませんよ。 

主人 e 賊れ A - b ます。もう^歡はおかは召しませんでござぃませうか。 

古川'* いや"さ つき勒からると、雛を洗ひに ft - つて、飛び ii - んで來ましたから又 
ぁすの i にします。影^^—、くなって、汽齡に乘ってゐるう 
ちから、ぎいたらすぐにあの & MI ; な.を勝びようと®?つてゐました*何をするにも 
さうしたわけで。 

1 , 0 - 

主人。お i を M * ベて和 S だな-^の Hi にも-^を A - れて、お m - を掛けて E け*お 
き呑も持つて來るのだぞ。 



松。奥のお火鉢に火を入れる 0 でございますな • 

主人。それからお湯を！5けてき<のだ。 

松。そんなら奥のお火鉢に火を人れて、お湯を掛けて置くのでござりますな。 

主人“それからお湯呑も持つて來るのだ'* 

松コ(齡4»擗る。)そんなら奥のお火鉢に火を入れて、お湯を掛けて.いて、それからお 
湯呑も持つて來るのでございますな。 

主人。さうだ--^。 

松。お4鉢の火と、お湯と、お湯呑と。 

(指，4<折リっ、恕«:。) . 

古川**やれ-^*。いつもながらえらいお世話になりますな。そこでお世話序に！^面倒 
な事を賴みます がな。 ゎしもが夫なやうには見えてゐても、何^;年が年だからいつ 
どんな 事が *る炉も知れませんで。どうぞ女中を一人こつちに寢させて置いて下さ 



高瀬舟 三三〇 

れぃ • 

csiKltf* り 。) 

主人。へえ。*仰やるまでもなく、それはその猜にいたしてございま T 。 (郵 ffl r - l - o :> どう 
ぞ好く氣を附けてお上申して下さい。 

蓮田 =あの、まことに かき屈きませんが、6たくしでお宜しい事なら“ 

古川。いや•あんた i >* ゐてくれなされば 安心 ■?>* や。 

主人。 さやうなら お M なさいまし。只ゲお湯を持たせてさし上げます。 (^1 3* 
古4(职取0 ? 1 - 。>やれ7\。年を取るとい<地がなくなる01=汽聪に4つてゐた 
だけで脚がだるうてならぬ。 

Ciwi 18 -K- ぐ。 0 游晰 1-0> 

あつちで橫になるから、少し脚を敲いて T さい。 

clsri む。) 



お前さん名はなんと云ふね。 

蓮田。 也と申します。 

古川。はあ•お1さんか。そんなら、お13ん、御苦勞ながらデし敲いて K ひませう 

cl!rt;lls*t へ 避^。〇齡晰拓 It :* りて 網. i-as ひ 51?#!011 *r: 一 ^ 配 iisl : なる〇 〇扣抓術赴して把 *:。) 
小川。 CS 51 T しで。〕 どんな話をしてゐるか知らん。ダし|2聽して遣りたいものだな。 
( i ■ふ w ° や。もう奥へ連れて行つてしまつた。親爺なか—すばやいな。(5*すると 

もくぜん そ± 

stastropho *> 目前に迫つてゐるぞ e • 

& 0i? 01 ^.uo- 

もう奥へ連れて行つて2)ますぜ。 

主人®へえ cla *。〕 ど5-なりますかなあ。 

f ^ I なに？と i み ば4/ 4 U 

小ハ。それは僕にも分からないですょ'*兎に角まだ何事もない所を見ると、化の皮が 



剝げずにゐるのですね。 

主人。剝げずに&みませぅか。 

小川。それは歡 F が神妙にして ab やあ、あすまで位剝げずに濟むでせぅよ' 
主人。いえ。神妙にしては&ない方でございますて。 

小川。では剝げますね • • 

cls-tJIIS 獻 i り/)らくしさ！ s^l--c©«To:> 

古川。怪し炉らん。6しを誰だと甲 1ふ。 

(わ T : りな見船して ^ す。：> 

SSS が泥如して阶したのなら、勘辨ならん • 

( YrvJS - 見附けて押す。) 

嫌のない女 i > あるもの炉。 

(i 十一.¥!#、抵-^芸る和?44ちて?4«!。) 



松"はい。なんでござりますかな， 

古川】まあ、そんな物はそこに置け。 

松。これをここに置ぐのでござ. CV ますな。 

(手|:持ちれる物 4.8く0) 

古川。ぉ紀は？^'* 

松 C はい。女でござります。 

古川。きつと九か。 

松。きつと女でござ^'ます3 
古州。嫡があるか。 • 

松。なんでござぅますな** 

古川0細があるかと一ずふの t >* や。 ( HJO ) 



松。 C 始ふ。 ) 6 んた、それはあ b ますがな。 

ceISI - i て^ m ちち¥れふ：越ぴて枳ふ〇) 

古川。どぅか知らんて。まあ、そこにすわつて見い。こんな怪しい內にゐる奴は、 
が男やら、男が女やら、てんで！からんからな。どれ、ちよと見せい。 
c * i 他松の MJi-ii る0;> 

松。何なされます。好かん。 

ptf. O0af. E. 

1 g T ' リ：1?れ T : る火， 4 .拾 ふ 0) 

古川。0 SKI * がる J ああ、 M い。わしを手籠にしをつた*こら。御亭主。 

主人。(外か齡ひ？。)へい-あ。： si 。 換へたばかりの盘が。 > 

古1 御 亭主。火なんぞは拾はんでも好い。 

主人。 でも.^ 事に な b ます e 


女 S 



®。 &^|-^°あれで好うござりましたかな。 

主人'* di む。)默つてゐるのだ。 

松。默つてゐるのでござりますな。 

古川。何があれで好い。何を默つてゐるのだ。 

主人。(如 fc ひ JI ?。〕 ぃぇ。ぁれは M の琴て'^ 

古川"何から何まで怪しい阳ぢや。御與私。 

主人'*へい。 

古川。(齡职/%みて。；}あの女は鱅がない•か、あれはどうしたわけですか。 

ふ, 

(主人解せぬ振。) 

小州。わたしは此女の親戚のものですが、どう分ふ間違をいたしましたか、 どうも。 
古川。 s がなぃ。 cl ’ r て ii fe ふ。)船 v 

小川。(街を«£く。 W はてな。そんな害はあ b ませんがな•わ/2しは小さい時から一しよ 
女 * f n i 五 



高 M 舟 三 s 

に WS つて.!つて， q ますが。一 MiS なら確かにあります。人 tu 二つあります。 

古川 C ふん。あるかも.^れん。あつても小さい。まるで男ぢや。 

小川。なる齡。奶齡郎めても見まセんから、それは小さいかも知れません。男でも梅 
が松のやうに纜のガきいものもあれば、 xi 女でも。 

古川。それに M 毛が一面に生えてゐるが。 

川。へえ。それは说.きませんが、いつ生えましたやら。なに、パクィの女なぞに 
は - AI な八の宇髮の生えたのもありますから。 

古川、いや-もうあなたの^ S 明は承らんでも好い*〇御亭主、鳙のない、胸毛のあ 
る船のやうな^ S やら、 3 U 牛21のやうな力のある女やら、さて^"珍らしい奉公人を 
航へてをられますな。ゎしはそんな^-は嫌ぢや。ど，5'も也泉宿の數は多いが、ここ 
の®1ゎけの11：からぬ阳はあ b ませんょ。齡だ御瓦倒 t ; やが、すぐに勘定をして、 

cs Jlrs 今 t i I 

車を一臺雇つて貰ひませう 



©? れ A - b ます。，後氣を附けますが、御勘辨は。 

いえ-ゎしの 方で 御 勘31が願ひたい。 

たけち* 家を つ 

なる丈 ii をふくらませますやぅに申し附けます -. SJ # 0 
お默なさい • 〇あ。羽，は。 

C 蓮邮纪み*り T : る羽#を-，^しく賊す0古川憎げ|-1て、手*-*4狼ふやぅ|-羽锘か此る。0»0<) 
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